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は
じ
め
に

　
『
時
雨
の
炬
燵
』「
紙
屋
の
段
」
は
、
近
松
門
左
衛
門
作
・
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
十

二
月
大
坂
道
頓
堀
竹
本
座
初
演
『
心
中
天
の
網
島
』
中
之
巻
を
原
作
と
す
る
作
品
で
あ
る

が
、
直
接
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
直
接
の
典
拠
と
し
て
は
、
近
松
半
二
作
・
安
永

七
年
（
一
七
七
八
）
四
月
大
坂
北
の
新
地
西
の
芝
居
初
演
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
下
の
巻
「
紙

屋
」
を
さ
ら
に
改
作
し
た
も
の
、
と
説
か
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

　

内
山
美
樹
子
氏
・
桜
井
弘
氏
編
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈１
』
の
上
巻
「
小
春
・
治
兵
衛
／
時

雨
の
炬
燵　

紙
屋
内
の
段
」
に
、「
心
中
紙
屋
治
兵
衛
」
の
「
紙
屋
内
の
段
」
に
つ
い
て
、

次
の
指
摘
が
あ
る
。

た
だ
し
こ
れ
は
現
行
の
「
時
雨
の
炬
燵
」
と
は
詞
章
が
異
な
り
、
近
松
原
作
の
「
紙

屋
内
」
に
近
い
も
の
。
現
行
の
「
天
網
島
時
雨
炬
燵
」
は
む
し
ろ
「
置
土
産
今
織
上

布
」（
菅
専
助
作
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
）
の
「
中
の
巻
」
に
近
い
。

　

右
の
指
摘
の
よ
う
に
、『
時
雨
の
炬
燵
』「
紙
屋
の
段
」
は
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）

五
月
大
坂
北
堀
江
市
之
側
芝
居
初
演
『
置
土
産
今
織
上
布
』
上
の
巻
ノ
切
の
改
作
で
あ

る２
。
し
か
る
に
近
年
、
浄
瑠
璃
本
の
内
、
殊
に
抜
き
本
の
諸
本
調
査
に
よ
っ
て
、『
置
土

産
今
織
上
布
』
か
ら
現
行
『
時
雨
の
炬
燵
』
へ
至
る
ま
で
の
間
に
、

・
最
初
に
二
代
豊
竹
紋
太
夫
、

・
次
に
二
代
竹
本
綱
太
夫
、

の
各
人
に
よ
る
、
ふ
た
つ
の
改
作
が
存
在
し
た
こ
と
、
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ

ん
に
ち
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
・
義
太
夫
節
の
現
行
曲
と
し
て
聴
く
『
時
雨
の
炬
燵
』
は
、

・
最
後
に
三
代
竹
本
綱
太
夫
（
前
名
・
三
代
竹
本
紋
太
夫
時
代
）、

に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
筆
者
が
本
稿
を
著
す
第

一
の
目
的
は
、『
時
雨
の
炬
燵
』
の
成
立
に
至
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
三
代
竹
本
綱
太
夫
の
伝
記
に
は
、
後
年
の
編
纂
物
に
派
生
す
る
誤
解
が
あ
る
。

『
時
雨
の
炬
燵
』
の
原
型
と
と
も
に
、
江
戸
の
「
紋
太
夫
」
の
名
跡
が
│
│
二
代
綱
太
夫

を
経
て
│
│
、
京
都
の
三
代
綱
太
夫
に
譲
ら
れ
た
、
と
推
考
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
述
べ
る

の
を
第
二
の
目
的
と
す
る
。

　

三
代
綱
太
夫
が
『
時
雨
の
炬
燵
』
の
改
作
を
手
掛
け
る
の
は
、
初
代
・
二
代
の
「
綱
太

夫
」
に
行
わ
れ
て
き
た
添
削
活
動
（
既
成
の
作
品
を
添
削
し
て
、
一
幕
物
化
し
て
再
演
す
る
こ
と
）

を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
し
か
る
に
添
削
内
容
に
認
め
ら
れ
る
彼
の
個
性
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
を
、
第
三
の
目
的
と
す
る
。

一
、
三
代
竹
本
綱
太
夫
の
改
名
歴

　

論
証
の
都
合
上
、
初
め
に
三
代
綱
太
夫
の
伝
記
、
殊
に
改
名
歴
に
つ
い
て
確
か
め
て
お

き
た
い
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
春
刊
『
三
ヶ
津
太
夫
三
味
線
人
形
改
名
師
第

（
マ
マ
）附
』
は
、

当
時
の
大
坂
・
京
・
江
戸
の
人
形
芝
居
に
当
時
出
勤
し
た
ひ
と
び
と
に
つ
い
て
、
誰
の
弟

子
で
あ
る
か
、
改
名
歴
が
あ
る
場
合
そ
の
名
前
と
順
序
を
ま
と
め
た
出
板
物
（
摺
物
・
一

枚
摺
）
で
あ
る
。
当
該
資
料
の
、
二
段
十
四
人
目
に
、
次
の
記
述
が
あ
る
（
次
頁
図
一
参
照
）。

　
　
　
　
　
　

故
人
猪
ノ
熊
綱
太
夫
門
弟

紋
太
夫
事　
　
　

竹
本
三
綱
翁

綱
太
夫
改
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「
故
人
猪
ノ
熊
綱
太
夫
門
弟
」
と
は
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
八
月
に
没
し
た
二
代
竹

本
綱
太
夫
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
頭
の
「
紋
太
夫
事
・
綱
太
夫

改
」
と
は
、「
紋
太
夫
」
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
の
ち
に
「
綱
太
夫
」
と
改
名
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
竹
本
三
綱
翁
」
と
は
、
天
保
七
年
当
時
に
は
引
退
し
て
い
て

「
三
綱
翁
」
と
名
乗
っ
た
こ
と
を
示
す３
。

　

参
考
の
た
め
12
頁
以
下
に
、「
三
代
竹
本
綱
太
夫
出
演
年
譜
（
稿
）」
を
ま
と
め
た
。
当

該
年
譜
で
は
、（
1
）
前
名
「
紋
太
夫
」
時
代
、（
2
）
三
代
「
綱
太
夫
」
時
代
、
の
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
現
在
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
出
演
記
録
を
ま
と
め
た
。
年
譜
に
示
す
通

り
、
紋
太
夫
か
ら
三
代
綱
太
夫
へ
の
改
名
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
文
化
四
年
正
月
大
坂

『
会
𥡴
宮
城
野
錦
繍
』
初
演
興
行
で
な
く
、
前
年
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
十
一
月
二
十
日

初
日
、
京
寺
町
道
場
芝
居
『
花
上
野
誉
の
石
碑
』
興
行
で
の
「
志
渡
寺
の
段　

切
」
が
早

い４
。
た
だ
し
京
・
大
坂
ど
ち
ら
の
番
付
で
も
「
紋
太
夫
事
竹
本
綱
太
夫
」
と
記
し
て
い
て
、

師
の
没
後
、
一
周
忌
の
法
要
の
済
ん
だ
段
階
で
、
師
名
を
襲
い
京
・
大
坂
で
披
露
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
代
綱
太
夫
の
前
名
が
「
紋
太
夫
」
で
あ
る
こ
と
は
、
改
名
披
露
の

番
付
と
『
三
ヶ
津
太
夫
三
味
線
人
形
改
名
師
第
附
』
と
い
う
、
三
代
綱
太
夫
存
命
中
の
同

時
代
資
料
に
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

　

次
に
、
師
・
二
代
綱
太
夫
の
前
名
を
確
認
す
る
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
刊
『
竹
本
・

豊
竹
／
音
曲
高
名
集５
』
は
、
三
代
野
沢
八
兵
衛
の
著
書
で
、
内
容
は
故
人
や
当
時
の
名
人

た
ち
の
略
伝
と
当
人
ら
の
評
判
の
残
る
曲
名
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
序
文
に
「
当

時
政
太
夫
、
八
十
路
の
齢
に
て
、
其
音
声
さ
は
や
か
に
実
に
此
道
の
巨
擘
な
り
。
予
、
幸

ひ
に
此
時
に
あ
ひ
、
政
翁
に
随
ひ
、
此
座
席
を
つ
と
め
、
折
々
普
く
古
事
を
も
尋
ね
」
と

あ
っ
て
、
八
兵
衛
が
三
代
政
太
夫
に
取
材
し
て
成
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
三
代
政
太
夫

と
三
代
八
兵
衛
は
文
化
三
年
三
月
三
日
初
日
・
江
戸
大
薩
摩
座
『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
』
興

行
で
、
紋
下
「
太
夫
竹
本
政
太
夫
」、
八
兵
衛
は
「
三
味
線
」
筆
頭
と
し
て
同
座
し
て
い
た
。

『
音
曲
高
名
集
』
は
、
三
代
政
太
夫
の
江
戸
下
り
・
江
戸
滞
在
中
に
、
三
代
八
兵
衛
が
聞

書
し
た
伝
承
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
そ
し
て
同
書
「
二
代
目
竹
本
綱
太
夫
」
項
に
、「
前

名
浜
太
夫
」「
猪
の
熊
甚
兵
衛
と
云
」
と
記
述
が
あ
る
。
同
書
の
伝
え
る
二
代
綱
太
夫
の

前
名
は
「
浜
太
夫
」
で
あ
る
。

　

二
代
・
三
代
の
綱
太
夫
に
つ
い
て
各
人
の
存
命
中
の
、
同
時
代
資
料
に
よ
っ
て
把
握
す

る
改
名
歴
を
図
に
示
す
な
ら
ば
、

二
代
綱
太
夫　
　

浜
太
夫
↓
綱
太
夫

三
代
綱
太
夫　
　

紋
太
夫
↓
綱
太
夫
↓
三
綱
翁

と
な
る
が
、
四
代
竹
本
長
登
太
夫
編
著
『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図６
』
は
、
二
代
綱
太
夫
の
前

名
を
「
紋
太
夫
」
と
記
し
、
三
代
綱
太
夫
の
前
名
を
「
浜
太
夫
」
と
記
し
て
い
る
。『
増

補
浄
瑠
璃
大
系
図
』
は
二
代
綱
太
夫
と
三
代
綱
太
夫
の
前
名
に
関
す
る
情
報
を
、
取
り
違

え
て
記
載
し
た
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
「
後
年
の
編
纂
物
に
派
生
す
る
誤
解
が
あ
る
」
と
述
べ
た
の
は
こ
の
点
で
、『
増
補
浄
瑠

璃
大
系
図
』
の
誤
り
は
以
後
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
編
著
『
演
劇
百
科
大
事
典
』（
平

凡
社
、
一
九
六
〇
年
）
所
載
「
竹
本
綱
太
夫
」
項
、
財
団
法
人
人
形
浄
瑠
璃
因
協
会
編
『
人

形
浄
瑠
璃
系
譜　

太
夫
の
部
』（
人
形
浄
瑠
璃
因
協
会
、
一
九
六
一
年
）、
八
代
竹
本
綱
大
夫
著

『
藝
談
で
ん
で
ん
虫
』（
布
井
書
房
、
一
九
六
四
年
）
所
載
「
綱
大
夫
の
代
々
」
に
お
い
て
も

踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
』
を
擁
護
す
る
点
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
三
代
綱
太
夫

が
前
名
「
紋
太
夫
」
を
名
乗
る
前
、
お
そ
ら
く
そ
の
初
名
を
「
浜
太
夫
」
と
い
っ
た
の
だ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
五
月
刊
『
新
改
正　

三
ヶ
津

浄
瑠
璃
・
太
夫
方
素
人
方
・
音
曲
座
鋪
角
力　

所
付
・
実
名
付
』
に
、
師
・
二
代
綱
太
夫

は
、「
太
夫
方
」
の
「
東
」
前
頭
一
枚
目
に
「
京
猪
熊　

綱
渡
甚
兵
衛
」
と
み
え
る
が
、

前
掲
『
音
曲
高
名
集
』
に
照
ら
せ
ば
、
四
股
名
の
一
字
目
（
人
に
よ
っ
て
二
文
字
）
は
太
夫

号
（
こ
の
場
合
、「
綱
」）
で
、
そ
の
下
の
名
は
本
名
を
記
し
た
も
の
（
こ
の
場
合
、「
甚
兵
衛
」。

「
実
名
付
」
と
謳
う
所
以
）
と
理
解
さ
れ
る
。「
太
夫
方
」
の
「
西
」
の
前
頭
十
四
枚
目
の
「
同

図
一　
『
三
ヶ
津
太
夫
三
味
線
人
形
改
名
師
第
附
』
部
分

　
　
（『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
補
訂
篇
よ
り
転
載
）
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（
京
。
筆
者
註
）
三
条　

浜
側
万
吉
」
が
、『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
』
が
三
代
綱
太
夫
の
住

所
地
・
本
名
と
伝
え
る
と
こ
ろ
の
「
三
条
橋
東
松
の
木
町
北
側
通
称
飴
屋
万
吉
」
と
一
致

す
る
の
で
、「
浜
側
万
吉
」
を
、
寛
政
七
年
当
時
「
浜
」
太
夫
と
名
乗
る
、
の
ち
の
三
代

綱
太
夫
そ
の
ひ
と
と
推
定
す
る７
。

　

右
の
推
定
を
加
え
て
、
二
代
・
三
代
の
改
名
歴
を
示
す
と
、

二
代
綱
太
夫　
　

浜
太
夫
↓
綱
太
夫

三
代
綱
太
夫　
　

浜
太
夫
↓
紋
太
夫
↓
綱
太
夫
↓
三
綱
翁

と
な
る
。

　

三
代
綱
太
夫
が
、
師
・
二
代
綱
太
夫
の
前
名
を
許
さ
れ
た
の
は
、
将
来
有
望
と
見
込
ま

れ
た
か
ら
こ
そ
の
命
名
で
あ
っ
た
と
理
解
し
得
よ
う
。
そ
し
て
ふ
た
り
の
綱
太
夫
が
と
も

に
「
浜
太
夫
」
を
初
名
と
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
四
代
竹
本
長
登
太
夫
編
著
『
増
補
浄
瑠

璃
大
系
図
』
は
錯
覚
し
て
、
前
名
を
取
り
違
え
た
と
解
釈
で
き
る
よ
う
に
考
え
る
。

　

な
お
三
代
綱
太
夫
の
没
年
・
享
年
を
伝
え
た
資
料
は
な
く
厳
密
に
は
不
明
と
す
べ
き
で

あ
る
が
、「
三
代
竹
本
綱
太
夫
出
演
年
譜
（
稿
）」
で
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
を
、
同
人

の
還
暦
・
六
十
歳
と
仮
定
し
た
。
仮
定
の
理
由
は
、
京
都
東
山
・
長
楽
寺
に
現
存
す
る
顕

彰
碑
「
竹
本
綱
太
夫
塚
」
の
建
立
年
で
あ
る
。

　
「
竹
本
綱
太
夫
塚
」（
正
面
）
の
、
左
面
に
「
越
前
医
員
藤
子
徳
識
」
の
碑
文
が
あ
っ
て
、

三
代
綱
太
夫
の
功
績
を
讃
え
て
い
る８
。
右
面
の
「
文
政
四
辛
巳
年
建
之
」
と
、
三
代
綱
太

夫
の
人
生
の
具
体
的
な
関
わ
り
は
見
え
に
く
い
の
で
あ
る
が
、
碑
文
の
中
で
三
代
綱
太
夫

は
「
翁
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
既
に
老
境
に
あ
る
こ
と
は
確
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
「
今
歳
為
禱
翁
寿
期
」
の
文
は
、
こ
の
年
に
当
た
っ
て
翁
の
長
寿
を
祈
る
と
い
う
意
味

か
と
考
え
て
み
る
。
そ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
が
東
京
・
浅
草
寺
、
浅
草
神
社
北
側
に

現
存
す
る
石
碑
で
あ
る
。
こ
れ
は
初
代
竹
本
津
賀
太
夫
の
還
暦
を
記
念
し
て
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
。
三
代
綱
太
夫
と
初
代
津
賀
太
夫
は
と
も
に
二
代
綱
太

夫
の
門
弟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
代
津
賀
太
夫
は
、
前
年
の
三
代
綱
太
夫
建
碑
に
倣
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
ら
ば
建
碑
の
動
機
は
、
初
代
津
賀
太
夫
の
そ
れ
に
同
じ
く
、

「
還
暦
」
記
念
に
あ
っ
た
、
と
三
代
綱
太
夫
の
塚
に
つ
い
て
も
遡
行
さ
せ
て
捉
え
て
み
た
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
三
代
綱
太
夫
の
伝
記
に
つ
い
て
推
定
を
重
ね
た
。
大
方
の
御
批
正
を
仰
ぎ
た
い
。

二
、『
時
雨
の
炬
燵
』
の
諸
本
（
一
）
そ
の
原
拠

　

こ
こ
か
ら
は
、『
時
雨
の
炬
燵
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
。
参
考
の
た
め
、
21

頁
以
下
に
、「『
時
雨
の
炬
燵
』
関
係
諸
作
対
校
表
」
を
ま
と
め
、
関
係
す
る
六
作
品
の
該

当
す
る
本
文
を
対
照
し
た
。
な
お
当
該
対
校
表
で
は
、
新
し
い
も
の
を
上
、
古
い
も
の
を

下
、
に
配
置
し
て
い
る
。
各
作
品
の
初
演
も
し
く
は
再
演
年
次
は
次
の
通
り
。

⑥
『
心
中
天
の
網
島
』　　

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
十
二
月
初
演

⑤
『
置
土
産
今
織
上
布
』　

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
五
月
初
演

④
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』　

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
四
月
初
演

③
『
増
補
天
網
島
』　　
　

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
三
月
大
坂
再
演
以
前

②
『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
三
月
大
坂
再
演

①
『
時
雨
の
炬
燵
』　　
　

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
江
戸
再
演
以
前

　

初
演
の
確
定
し
て
い
る
④
〜
⑥
は
措
い
て
、
①
〜
③
の
再
演
年
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。
こ
こ
で
説
明
の
都
合
上
、『
心
中
天
の
網
島
』
の
物
語
の
、
概
略
を
述
べ
る
。

大
坂
天
満
の
紙
屋
治
兵
衛
は
、
妻
お
さ
ん
と
の
間
に
勘
太
郎
・
お
す
へ
の
二
人
の
子

を
設
け
る
が
、
曾
根
崎
新
地
・
紀
伊
国
屋
抱
え
の
遊
女
小
春
に
迷
い
、
心
中
と
ま
で

思
い
詰
め
る
。
上
の
巻
は
、
曾
根
崎
新
地
の
茶
屋
「
河
庄
」
が
舞
台
で
、
治
兵
衛
の

兄
・
粉
屋
孫
右
衛
門
は
武
士
に
変
装
し
て
小
春
に
近
付
き
、
治
兵
衛
と
別
れ
さ
せ
よ

う
と
目
論
む
。
意
外
に
も
小
春
は
治
兵
衛
と
の
別
離
に
応
じ
る
が
、
こ
れ
は
お
さ
ん

の
依
頼
状
に
拠
る
も
の
と
知
ら
れ
、
孫
右
衛
門
は
驚
く
。
中
の
巻
は
、
天
満
の
「
紙

屋
」
が
舞
台
。「
小
春
が
請
け
出
さ
れ
る
」
と
の
噂
が
、
紙
屋
の
親
類
に
動
揺
を
与

え
る
。
も
し
や
治
兵
衛
が
請
け
出
す
（
女
性
を
廓
か
ら
買
い
取
る
）
の
で
は
な
い
か
と
、

お
さ
ん
の
母
が
、
孫
右
衛
門
を
伴
い
来
訪
す
る
。
治
兵
衛
は
、
誓
紙
（
誓
約
書
）
を

書
い
て
安
心
さ
せ
る
。
以
上
が
「
紙
屋
」
の
端
場
、
以
下
が
切
で
、
改
作
の
対
象
と

な
る
部
分
。
お
さ
ん
は
治
兵
衛
の
詞
か
ら
、
自
分
の
依
頼
状
に
従
っ
て
夫
と
別
れ
て

く
れ
た
事
実
を
知
っ
て
、
小
春
の
本
心
を
「
別
人
と
新
し
い
関
係
を
持
つ
こ
と
を
拒

み
、
ひ
と
り
自
害
す
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
見
抜
く
。
小
春
の
命
を
救
う
た
め
に
は
治

兵
衛
に
請
け
出
さ
せ
る
（
小
春
を
買
い
取
ら
せ
る
）
他
に
方
法
は
無
い
と
考
え
て
、
家

内
の
銀
や
衣
裳
を
持
ち
出
そ
う
と
す
る
が
、
来
訪
し
た
父
五
左
衛
門
に
妨
げ
ら
れ
、
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お
さ
ん
は
実
家
に
連
れ
去
ら
れ
る
。
下
の
巻
「
大
和
屋
」「
名
こ
り
の
橋
づ
く
し
」「
網

島
大
長
寺
」
で
は
、
再
会
し
た
治
兵
衛
と
小
春
が
深
夜
に
抜
け
出
し
、
心
中
す
る
。

　

対
照
表
に
よ
っ
て
、
⑥
『
心
中
天
の
網
島
』
と
④
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
が
近
似
し
、

か
つ
①
〜
③
・
⑤
の
他
作
と
本
文
を
共
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
と
考
え
る
が
、

た
と
え
ば
「
Ｄ
お
さ
ん
の
告
白
」
の
末
尾
が
、「
始
め
て
明
す
女
房
の
誠
。」
と
一
致
す
る

の
に
対
し
て
、
④
と
⑥
は
異
な
る
。
他
に
も
「
Ｅ
小
春
の
救
命
策
」
の
冒
頭
・
末
尾
や
、

「
Ｆ
お
さ
ん
荷
造
り
」「
Ｇ
お
さ
ん
の
今
後
」
の
各
末
尾
、「
Ｊ
去
状
要
求
」
冒
頭
、
を
み

る
な
ら
ば
、
⑥
『
心
中
天
の
網
島
』
と
④
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
と
、
①
〜
③
・
⑤
の
グ

ル
ー
プ
が
二
つ
の
系
統
に
別
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
後
者
の
系
統

は
、
⑤
『
置
土
産
今
織
上
布
』
に
出
発
し
て
、『
時
雨
の
炬
燵
』
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が

確
か
め
ら
れ
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

な
お
⑥
『
心
中
天
の
網
島
』
と
④
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
を
対
照
し
た
の
は
、
両
作
の

近
さ
│
│
近
松
半
二
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
は
、
近
松
門
左
衛
門
『
心
中
天
の
網
島
』
を

書
き
替
え
て
い
な
い
こ
と
│
│
を
理
解
す
る
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
国
立
劇
場
Ｈ
Ｐ
、

文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
「
文
楽
編　

近
松
門
左
衛
門
」（
二
〇
一
〇
年
発
表
）
の
「
作

品
を
知
る
」「
主
要
作
品
紹
介
【
心
中
天
の
網
島
】」
の
「【
作
品
の
現
在
】」
に
、

こ
の
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
増
補
・
改
作
し
た
『
天
網
島
時
雨

炬
燵
（
て
ん
の
あ
み
じ
ま
し
ぐ
れ
の
こ
た
つ
）』
の
2
作
品
は
、
一
時
期
原
作
の
『
心
中

天
の
網
島
』
よ
り
も
頻
繁
に
上
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
述
べ
て
、『
時
雨
の
炬
燵
』
の
物
語
を
紹
介
す
る
の
が
、
通
説
の
典
型
で
あ
る
。
し
か

し
第
一
に
、『
時
雨
の
炬
燵
』「
紙
屋
段
」
は
、
④
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
と
は
無
関
係
で

あ
る
。
第
二
に
、
④
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
は
、
⑥
『
心
中
天
の
網
島
』
を
ほ
と
ん
ど
書

き
替
え
る
と
こ
ろ
が
無
い
、
と
い
う
二
点
を
つ
よ
く
指
摘
し
て
お
き
た
い９
。

　

⑤
『
置
土
産
今
織
上
布
』
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
は
、
横
山
正
氏
「
菊
野
殺
し
の
実

説
と
『
置
土
産
今
織
上
布Ａ
』」
が
あ
る
が
、
薩
摩
藩
士
に
よ
る
「
五
人
切
」
事
件
の
最
初

の
脚
色
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
ま
る
。『
浄
瑠
璃
作
品
要
説
』「〈
1
〉
菅
専
助

篇Ｂ
」
の
、『
置
土
産
今
織
上
布
』〔
影
響
〕
項
に
、

部
分
で
は
あ
る
が
、
今
日
上
演
さ
れ
る
「
増
補
天
網
島
時
雨
炬
燵
」
の
紙
屋
の
段
の

殆
ん
ど
の
要
素
が
本
作
の
紙
屋
の
段
に
揃
っ
て
い
る
。

と
触
れ
る
の
は
重
要
な
指
摘
で
あ
っ
た
が
、
両
作
の
間
で
は
要
素
に
留
ま
ら
ず
、
本
文
そ

の
も
の
が
利
用
さ
れ
て
い
る
点
を
ど
う
捉
え
た
も
の
か
判
然
と
し
な
い
。

　

そ
も
そ
も
⑥
『
心
中
天
の
網
島
』
は
対
校
表
「
Ｎ
お
さ
ん
の
離
縁
」
ま
で
で
終
わ
る
の

で
、「
Ｏ
小
春
訪
問
」
以
降
は
す
べ
て
⑤
『
置
土
産
今
織
上
布
』
の
増
補
な
の
で
あ
る
が
、

こ
の
増
補
に
留
ま
ら
ず
、
文
章
の
書
き
替
え
や
新
た
な
設
定
な
ど
、
様
々
に
手
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
ず
「
紙
屋
」
端
場
で
の
変
更
点
と
し
て
は
、

・
開
幕
前
の
時
点
で
小
春
が
来
訪
し
て
、
お
さ
ん
に
戸
棚
に
匿
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

・
お
末
が
五
左
衛
門
に
連
れ
去
ら
れ
る
こ
と
、

が
あ
る
。

　

ま
た
「
紙
屋
」
ノ
切
で
は
、「
Ｋ
お
さ
ん
の
抗
議
」
の
件
の
増
補
が
大
き
い
。〈
舅
五
左

衛
門
の
銀
山
へ
の
投
資
失
敗
を
糊
塗
す
る
た
め
に
、
治
兵
衛
は
茶
屋
遊
び
を
始
め
、
本
家

の
会
計
監
査
の
目
を
紛
ら
せ
た
の
で
あ
る
〉、
と
す
る
出
来
事
の
創
案
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
歳
甲
斐
も
無
く
色
恋
に
迷
っ
た
原
作
の
治
兵
衛
に
対
し
て
、
⑤
『
置
土
産
今
織

上
布
』
の
治
兵
衛
は
責
任
を
軽
減
さ
れ
る
。

　
「
Ｎ
お
さ
ん
の
離
縁
」
で
、
百
両
を
五
左
衛
門
へ
渡
す
件
を
増
補
す
る
の
は
、「
Ｒ
五
左

衛
門
の
手
紙
」
で
明
か
さ
れ
る
五
左
衛
門
の
解
決
法
と
一
対
を
為
し
、
舅
の
悪
辣
さ
を
過

剰
に
描
出
す
る
こ
と
で
以
後
の
展
開
（
五
左
衛
門
に
よ
る
、
身
請
資
金
の
提
供
）
を
よ
り
意
外

な
も
の
と
印
象
づ
け
る
た
め
の
工
夫
と
捉
え
る
。

　
「
Ｐ
三
五
郎
お
さ
ん
の
命
令
実
行
」
で
は
、
予
め
お
さ
ん
が
託
し
た
命
令
に
従
い
、
丁

稚
の
三
五
郎
が
治
兵
衛
と
小
春
に
祝
言
の
盃
を
勧
め
る
。
途
中
、
尼
姿
に
な
っ
た
お
末
が

来
訪
し
て
、「
Ｑ
お
さ
ん
の
手
紙
」
で
は
、
原
作
『
心
中
天
の
網
島
』
で
は
詞
少
な
く
連

れ
去
ら
れ
た
お
さ
ん
に
、
充
分
に
そ
の
本
心
を
述
べ
さ
せ
る
。「
Ｔ
訪
問
者
」
は
、
小
春

が
用
意
し
て
い
た
迎
い
の
者
で
、
お
さ
ん
・
五
左
衛
門
が
提
案
す
る
治
兵
衛
に
よ
る
身
請

け
を
断
っ
て
、
小
春
は
こ
の
家
を
去
る
。

　

紙
屋
を
去
っ
た
小
春
は
、「
五
人
切
」
事
件
の
登
場
人
物
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
で
は
割
愛
し
た
い
。
以
上
、
⑤
『
置
土
産
今
織
上
布
』
に
お

け
る
改
作
の
実
態
を
確
認
し
た
。
次
に
、
最
初
の
改
作
で
あ
る
③
『
増
補
天
網
島
』
に
つ

い
て
み
た
い
。
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三
、『
時
雨
の
炬
燵
』
の
諸
本
（
二
）『
増
補
天
網
島
』

　

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
三
月
四
日
初
日
、
大
坂
北
堀
江
市
の
側
芝
居
『
彫
刻
左
小
刀
』

初
演
興
行
で
は
、
大
切
（
お
お
ぎ
り
。
最
終
幕
の
こ
と
）
に
江
戸
か
ら
上
っ
た
二
代
豊
竹
紋

太
夫
を
出
演
さ
せ
、「
御
目
見
江
浄
瑠
璃
」
と
謳
っ
て
、『
増
補
天
網
島
』「
紙
屋
の
段
」

切
を
語
ら
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
新
作
で
臨
む
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
多
く
は
定
評

の
あ
る
、
得
意
な
演
目
を
選
ぶ
も
の
で
あ
る
の
で
、
二
代
紋
太
夫
に
お
い
て
『
増
補
天
網

島
』「
紙
屋
の
段
」
は
、
既
に
江
戸
で
当
た
り
を
取
っ
た
、
定
番
の
演
目
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
二
代
紋
太
夫
が
江
戸
で
上
演
し
た
際
に
刊
行
さ
れ
た
、
と

推
定
さ
れ
る
江
戸
板
六
行
本
が
出
現
し
た
。

　

内
題
「
増
・
補
／
天
網
島
紙
屋
の
段　

豊
竹
紋
太
夫
改
章
」、
前
表
紙
に
「
豊
竹
紋
太

夫
改
章　

増
補
天
網
島　

上　

紙
屋
の
段
」
と
記
す
。
江
戸
「
本
材
木
町
一
丁
目
西
宮
新

六
板
」（
前
表
紙
）。
た
だ
し
上
冊
の
み
が
残
り
、
下
冊
を
欠
く
た
め
、
対
校
表
「
Ｏ
小
春

訪
問
」
以
下
の
本
文
を
知
り
得
な
い
。
豊
竹
呂
勢
太
夫
師
の
私
蔵
本
。

　

前
掲
・
文
化
三
年
刊
『
音
曲
高
名
集
』
は
、「
二
代
目
竹
本
紋
太
夫
」
項
に
、「
前
名
倉

太
夫
」「
此
村
屋
治
兵
衛
と
云
」
と
略
伝
を
記
し
た
上
で
、「
取
分
け
江
戸
に
て
評
判
に
て

中
に
も
生
涯
の
内
評
判
の
戯
題
」
と
し
て
掲
出
す
る
四
作
品
の
最
後
に
「
増
・
補
／
紙
屋

治
兵
衛
内
の
段
」
と
記
す
。
こ
れ
は
寛
政
三
年
の
『
増
補
天
網
島
』
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ

う
。『
音
曲
高
名
集
』
は
特
に
江
戸
で
出
板
さ
れ
た
本
で
あ
る
か
ら
、
二
代
紋
太
夫
が
江

戸
で
『
増
補
天
網
島
』
を
手
掛
け
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

対
校
表
の
③
『
増
補
天
網
島
』
で
二
代
紋
太
夫
が
行
っ
た
添
削
の
内
容
は
、
第
一
に
⑤

『
置
土
産
今
織
上
布
』
の
拡
大
し
た
人
物
関
係
を
、
原
作
⑥
『
心
中
天
の
網
島
』
の
範
囲

に
収
め
直
す
こ
と
（「
Ｅ
小
春
の
救
命
策
」
の
栄
蔵
の
件
を
削
除
す
る
）
に
あ
っ
た
。
第
二
の
変

更
点
は
、
銀
貨
か
ら
金
貨
へ
の
変
換
で
あ
る
。『
心
中
天
の
網
島
』
以
下
、
大
坂
で
初
演

さ
れ
た
④
〜
⑥
で
は
辟
易
す
る
ほ
ど
詳
細
に
書
き
込
ま
れ
た
、
銀
貨
の
換
算
は
上
方
の
観

客
に
は
嫌
が
上
に
も
真
実
味
を
増
す
要
素
と
な
っ
た
と
考
え
る
が
（
近
世
期
上
方
で
は
銀
貨
、

江
戸
で
は
金
貨
が
通
用
し
た
）、
江
戸
の
観
客
に
合
わ
せ
て
金
貨
に
改
め
て
い
る
。「
Ｆ
お
さ

ん
荷
造
り
」
で
お
さ
ん
は
衣
類
の
総
計
を
④
〜
⑥
で
は
銀
貨
に
数
え
る
が
、
③
『
増
補
天

網
島
』
で
初
め
て
「
内
ば
に
見
て
も
廿
両
。」
と
金
貨
に
換
算
す
る
。
こ
れ
は
①
〜
②
と

も
に
継
承
し
て
い
る
。

　

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
二
月
刊
『
三
ヶ
津
浄
瑠
理
大
夫
見
立
相
撲
并
ニ
実
名
附　

分

而
在
』
で
は
「
西
方
竹
本
」
前
頭
一
枚
目
に
「
江
戸　

紋
ヶ
渕
治
兵
衛
」
と
み
え
、
寛
政

四
年
（
一
七
九
二
）
正
月
『
京
・
大
坂
／
浄
瑠
理　

太
夫
方
・
素
人
方
』『
役
者
・
位
附
／

見
競
角
力　

ニ
実
名
所
附
』
で
は
「
東　

太
夫
方
」
前
頭
二
枚
目
に
「
先
斗
町　

紋
ヶ

渕
治
兵
衛
」
と
み
え
る
の
が
、
二
代
紋
太
夫
（
通
称
此
村
屋
治
兵
衛
）
で
あ
る
。
前
掲
・
寛

政
七
年
（
一
七
九
五
）
五
月
刊
『
新
改
正　

三
ヶ
津
浄
瑠
璃
・
太
夫
方
素
人
方
・
音
曲
座

鋪
角
力　

所
付
・
実
名
付
』
に
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
二
代
紋
太
夫
は
寛
政
五
、
六
年

の
頃
に
没
し
た
も
の
、
と
推
定
す
る
。

　

二
代
紋
太
夫
は
、
寛
政
四
年
正
月
二
日
初
日
・
京
四
条
南
側
芝
居
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』

興
行
で
紋
下
太
夫
（
一
座
を
代
表
す
る
地
位
。
太
夫
の
栄
誉
の
ひ
と
つ
の
指
標
）
と
な
っ
た
が
、

こ
の
と
き
二
代
竹
本
綱
太
夫
、
三
代
竹
本
綱
太
夫
（
当
時
「
浜
太
夫
」）
を
従
え
て
の
出
演

で
あ
る
こ
と
は
『
時
雨
の
炬
燵
』
成
立
史
を
振
り
返
る
中
で
、
記
憶
す
べ
き
出
来
事
で
あ

る
。
二
代
紋
太
夫
の
最
後
の
出
演
記
録
は
、
寛
政
五
年
四
月
・
名
古
屋
稲
荷
御
社
内
芝
居

『
花
上
野
誉
の
旧
跡
』
興
行
で
あ
る
。
こ
の
と
き
も
二
代
綱
太
夫
と
同
座
し
て
い
て
、
二

代
紋
太
夫
が
太
夫
人
生
最
後
の
頃
、
よ
く
二
代
綱
太
夫
と
一
座
し
た
こ
と
が
同
人
に
よ
る

『
増
補
天
網
島
』
の
再
度
の
改
作
を
促
す
契
機
の
ひ
と
つ
、「
紋
太
夫
」
名
跡
を
継
承
す
る

起
縁
と
な
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
るＣ
。

図
二　
『
彫
刻
左
小
刀
』
巻
末
所
載
「
浄
瑠
璃
太
夫
役
割
」
部
分

　
　
（
国
立
国
会
図
書
館
一
九
一
│
四
六
〇
）
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四
、『
時
雨
の
炬
燵
』
の
諸
本
（
三
）『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
三
月
二
十
六
日
初
日
、
大
坂
道
頓
堀
東
芝
居
『
蘭
奢
待
新
田

景
図
』
興
行
で
は
、
付
け
物
に
『
天
網
島
』
を
「
上
下
ま
く
な
し
」
と
謳
っ
て
上
演
し
た
。

『
天
網
島
』
の
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
る
が
、「
浮
無
瀬
の
た
ん
」「
茶
屋
の
段
」「
長
町
の
だ
ん
」

「
増
補
紙
屋
の
段
」
と
並
ぶ
段
編
成
か
ら
、
そ
の
本
文
は
④
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
に
拠
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
該
興
行
以
降
、
江
戸
時
代
・
近
世
期
の
⑥
『
心
中
天
の
網
島
』
の
本
文
は
、
上
の
巻

は
④
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』「
新
地
茶
屋
段
」
に
、
中
の
巻
の
前
半
・
端
場
は
、
④
『
心

中
紙
屋
治
兵
衛
』「
紙
屋
の
段
口
」（
内
題
下
）・「
ち
よ
ん
が
れ
の
段
」（
前
表
紙
）
に
、
そ

れ
ぞ
れ
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
。
の
ち
に
は
「
紙
屋
の
段
」
切
は
、『
時
雨
の
炬
燵
』
が

こ
れ
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
寛
政
九
年
の
「
増
補
紙
屋
の
段
」
は
、
そ
の
一

つ
前
の
段
階
の
、
従
来
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
本
文
な
の
だ
と
推
定
す
る
。
対
校
表
の
②

『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
節
に
紹
介
す
る
。

　

内
題
「
増
補
紙
屋
の
段
」、
前
表
紙
に
「
増
・
補
／
紙
屋
治
兵
衛　

紙
屋
段　

竹
本
綱

太
夫
章
」
と
記
す
。「
大
坂
船
町
天
満
屋
玉
水
源
次
郎
新
版
」（
前
表
紙
）。
小
豆
島
の
中
山

歌
舞
伎
保
存
会
所
蔵
本
を
知
る
。
大
坂
板
五
行
本
の
常
と
し
て
刊
行
年
を
記
さ
な
い
の

で
、
厳
密
に
は
不
明
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
内
題
「
増
補
紙
屋
の
段
」
と
、
寛
政
九
年
三

月
興
行
の
番
付
に
掲
げ
る
段
名
と
が
一
致
す
る
こ
と
を
素
直
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
当
該

上
演
時
の
刊
行
と
推
定
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

　

対
校
表
の
②
『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』
で
二
代
綱
太
夫
が
行
っ
た
添
削
の
内
容
は
細
か
く
、

全
面
に
わ
た
る
た
め
、
一
見
す
る
と
③
『
増
補
天
網
島
』
や
⑤
『
置
土
産
今
織
上
布
』
か

ら
離
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
③
『
増
補
天
網
島
』
を
利
用
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
前
節
に
述
べ
た
「
Ｆ
お
さ
ん
荷
造
り
」
の
金
貨
換
算
を
継
承
す
る
点
に
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
「
Ｃ
治
兵
衛
の
言
訳
」
で
治
兵
衛
は
小
春
の
身
請
け
を
断
念
し
た
こ

と
を
、
④
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』、
⑥
『
心
中
天
の
網
島
』
で
は
、「
治
兵
衛
が
身
代
い
き

つ
い
て
の
。
ヤ
銀
に
詰
つ
て
の
」（
引
用
は
④
）
と
噂
さ
れ
る
の
が
無
念
だ
と
い
っ
て
泣
く

の
だ
が
、
⑤
『
置
土
産
今
織
上
布
』
で
は
「
金
の
工
面
に
尽
た
故
。
小
春
を
退
た
」
と
表

現
が
違
っ
て
い
る
。
③
『
増
補
天
網
島
』
は
⑤
の
系
統
に
立
つ
も
の
の
、
⑤
の
「
尽
た
故
」

を
「
つ
き
し
ゆ
へ
。」
と
改
め
て
い
て
、
こ
の
点
で
も
②
『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』
は
、
忠

実
に
③
『
増
補
天
網
島
』
を
継
承
し
て
い
る
。
ま
た
「
Ｇ
お
さ
ん
の
今
後
」
末
尾
で
も
、

⑤
『
置
土
産
今
織
上
布
』
は
「
跡
に
成
て
は
か
へ
ら
ぬ
事
。
サ
ア
〳
〵
早
ふ
」
と
す
る
の

に
対
し
、
①
〜
③
は
一
致
し
て
、「
跡
の
間
で
は
せ
ん
な
い
事
。
サ
ア
〳
〵
は
や
ふ
」（
引

用
は
③
）
と
、
③
で
改
ま
っ
た
表
現
を
継
承
し
て
い
る
。
本
文
の
系
統
と
し
て
、
②
『
増

補
紙
屋
治
兵
衛
』
は
、
③
『
増
補
天
網
島
』
と
親
子
関
係
に
あ
る
と
判
定
す
る
。

　

②
『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』
の
最
大
の
特
徴
は
、「
Ｈ
三
五
郎
登
場
」
の
長
さ
に
あ
る
が
、

こ
れ
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
四
月
京
竹
本
座
初
演
『
京
羽
二
重
娘
気
質
』
の
、
七
冊

目
「
刀
屋
」
の
本
文
を
移
植
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

近
松
半
二
作
『
京
羽
二
重
娘
気
質
』
は
「
お
花
半
七
物
」
で
、
近
松
門
左
衛
門
作
・
正

徳
二
年
（
一
七
一
二
）
秋
『
長
町
女
腹
切
』
の
改
作
と
さ
れ
る
が
、
改
作
の
方
法
は
人
物

関
係
な
ど
を
利
用
す
る
ば
か
り
で
、
七
冊
目
「
刀
屋
」
の
物
語
そ
の
も
の
は
、
⑥
『
心
中

天
の
網
島
』「
紙
屋
内
」
を
利
用
し
て
も
い
て
、
こ
の
点
が
二
代
綱
太
夫
の
、
②
『
増
補

紙
屋
治
兵
衛
』
改
作
の
動
機
、
着
想
の
も
と
に
な
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
。

　
『
京
羽
二
重
娘
気
質
』
七
冊
目
「
刀
屋
」
の
、
物
語
の
概
略
を
述
べ
る
。

京
間
の
町
の
刀
屋
半
七
は
、
同
家
の
入
聟
で
あ
る
。
妻
お
岩
と
の
間
に
竹
松
と
い
う

子
を
設
け
る
が
、
祇
園
町
の
遊
女
お
花
に
馴
染
む
。
松
原
屋
善
右
衛
門
の
た
め
に
刀

を
奪
わ
れ
た
半
七
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
、
ま
た
お
花
は
今
夜
に
迫
っ
た
身
請
け
を

嫌
い
、
と
も
に
死
を
覚
悟
す
る
。
今
生
の
名
残
に
竹
松
の
顔
が
見
た
い
と
半
七
は
帰

宅
し
て
、
竹
松
の
帯
へ
書
置
を
忍
ば
せ
る
。
所
に
義
母
お
辻
と
お
岩
が
帰
る
の
で
、

と
っ
さ
に
お
花
を
押
入
に
隠
す
【
1
】。
お
辻
は
、
半
七
を
連
れ
て
奥
へ
通
る
。
以

上
が
「
刀
屋
」
の
端
場
で
、
以
下
が
切
。
お
岩
は
、
半
七
の
書
置
を
見
付
け
て
動
揺

す
る
。
お
辻
は
、
半
七
に
お
花
と
別
れ
る
と
い
う
誓
紙
（
誓
約
書
）
を
書
か
せ
、
舅

を
宥
め
る
た
め
に
帰
宅
す
る
。
書
置
を
読
ん
だ
お
岩
は
、
半
七
に
恨
み
言
を
い
う

【
2
】
が
、
刀
を
取
り
戻
す
資
金
に
と
衣
装
類
を
質
種
に
取
り
出
す
【
3
】。
お
岩
の

目
を
盗
ん
で
、
お
花
を
半
舁
（
は
ん
が
い
。
葛
籠
。
大
き
な
収
納
具
）
へ
移
し
た
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
へ
舅
の
道
寿
が
来
、
今
夜
か
ら
泊
ま
り
込
む
と
い
っ
て
、
半
七
を
妨
げ
る
。
そ

の
深
夜
。
盗
賊
が
入
っ
て
、
家
人
を
縛
っ
た
上
で
、
半
舁
を
持
ち
去
る
。
続
い
て
祇

園
町
の
舛
屋
か
ら
お
花
を
探
索
す
る
人
数
が
来
る
が
、
見
付
け
ら
れ
な
い
。
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さ
ら
に
三
助
が
、
舅
の
家
に
盗
賊
が
入
っ
た
と
知
ら
せ
る
の
で
、
道
寿
は
帰
る
。
す

る
と
お
辻
が
「
盗
賊
と
三
助
は
自
分
が
手
配
し
て
、
お
花
を
守
っ
た
。
そ
れ
は
半
七

に
生
き
て
欲
し
い
か
ら
だ
」
と
事
情
を
明
か
す
。
半
七
は
お
花
を
連
れ
、
立
ち
退
く
。

　

前
述
し
た
「
Ｈ
三
五
郎
登
場
」
は
、『
京
羽
二
重
娘
気
質
』
で
は
【
3
】
の
位
置
に
あ

る
出
来
事
で
あ
る
。

　

ま
た
【
1
】
の
押
入
に
身
を
潜
め
る
件
は
、
⑤
『
置
土
産
今
織
上
布
』「
紙
屋
」
の
、「
開

幕
前
の
時
点
で
小
春
が
来
訪
し
て
、
お
さ
ん
に
戸
棚
に
匿
わ
れ
る
」
と
い
う
件
と
共
通
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
十
月
初
演
『
桂
川
連
理
柵
』
下
の
巻
「
帯
屋
」
で
、
帯
屋
長
右
衛
門
の
死
の

動
機
を
刀
の
紛
失
と
設
定
す
る
こ
と
と
も
思
い
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
⑤
『
置
土
産
今
織
上

布
』
の
作
者
菅
専
助
も
、『
京
羽
二
重
娘
気
質
』「
刀
屋
」
の
物
語
を
知
悉
し
て
い
る
と
捉

え
る
べ
き
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

　

ま
た
【
2
】
の
箇
所
に
は
次
の
本
文
が
あ
っ
て
、

「
半
七
様
お
前
は
わ
し
が
憎
い
か
へ
。」「
コ
レ
〳
〵
そ
り
や
何
い
や
る
ぞ
い
の
。
子

中
迄
な
し
た
中
に
。」「
イ
ヱ
〳
〵
〳
〵
憎
い
そ
ふ
な
。
憎
ま
し
や
ん
す
が
無
理
で
も

な
い
。（
中
略
）
あ
ん
ま
り
む
ご
い
半
七
様
。
何
ぼ
お
前
に
ど
の
様
な
せ
つ
な
い
義
理

が
有
迚
も
。
竹
松
と
い
ふ
子
を
お
い
て
死
で
仕
廻
ふ
と
い
う
様
な
。
胴
欲
な
事
が
有

物
か
」
と
。
心
の
限
り
く
ど
き
立
。
恨
歎
く
ぞ
誠
な
る
。

と
、
右
に
傍
線
を
引
い
た
部
分
が
、
②
『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』
の
「
Ｂ
お
さ
ん
の
口
説
」

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
「
Ｉ
五
左
衛
門
訪
問
」
末
尾
は
、
道
寿
が
来
訪
し
て
出
発
を
妨
げ
ら
れ
た
箇

所
に
『
京
羽
二
重
娘
気
質
』
の
「
う
ぢ
〳
〵
三
五
郎
は
。
く
ん
に
や
り
拍
子
抜
参
り
の
。

宵
に
知
た
る
心
地
也
。」（
羽
七
十
一
丁
表
一
行
目
）、「
Ｏ
小
春
訪
問
」
で
治
兵
衛
が
漏
ら
す

お
さ
ん
へ
の
感
歎
の
詞
は
、【
3
】
の
件
で
、
半
七
が
お
岩
に
向
か
い
「
そ
な
た
の
様
の

女
房
が
。
三
千
世
界
に
有
か
い
の
。」（
羽
六
十
八
裏
六
行
目
）
と
漏
ら
し
た
詞
を
や
は
り
『
京

羽
二
重
娘
気
質
』
か
ら
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
代
綱
太
夫
は
、
稀
代
の
浄
瑠
璃
本
の
読
書
家
で
も
あ
り
、
上
演
の
絶
え
た
作
品
か
ら

一
幕
物
・
付
け
物
の
演
目
を
手
掛
け
た
こ
と
は
筆
者
が
予
て
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』
に
お
け
る
、『
京
羽
二
重
娘
気
質
』「
刀
屋
」
の
利
用
の
仕
方
は
、

二
代
綱
太
夫
に
あ
っ
て
こ
そ
可
能
な
も
の
で
、
残
念
な
が
ら
文
才
に
乏
し
い
三
代
綱
太
夫

に
は
為
し
得
な
い
も
の
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

五
、『
時
雨
の
炬
燵
』
の
諸
本
（
四
）『
時
雨
の
炬
燵
』

　

内
題
「
増
補
紙
屋
の
段
」、
前
表
紙
に
「
治
兵
衛
・
小
春
／
時
雨
の
炬
燵　

竹
本
紋
太

夫
章
」
と
記
す
。「
大
坂
天
満
屋
源
治
郎
。
京　

菱
屋
治
兵
衛
・
松
原
通
麩
屋
町
角
墨
屋

吉
兵
衛
」（
前
表
紙
）。
京
板
六
行
本
。
豊
竹
呂
勢
太
夫
師
の
私
蔵
本
。

　

同
文
の
大
坂
板
五
行
本
は
、
内
題
「
時
雨
の
炬
燵　

紙
屋
段
」、
前
表
紙
「
時
雨
の
炬

燵　

増
・
補
／
紙
屋
次
兵
衛　

竹
本
綱
太
夫
章
」
と
記
す
。「
大
坂
船
町
天
満
屋
玉
水
源

次
郎
新
版
」（
前
表
紙
）。
徳
島
県
立
文
書
館
・
三
木
文
庫
・
伊
賀
市
立
上
野
図
書
館
な
ど
。

本
稿
冒
頭
に
述
べ
る
、
三
代
竹
本
綱
太
夫
の
改
名
歴
に
よ
っ
て
、
京
板
六
行
本
は
同
人
の

三
代
紋
太
夫
時
代
、
大
坂
板
五
行
本
は
同
人
の
綱
太
夫
改
名
後
の
刊
行
と
知
ら
れ
る
。
文

化
八
年
（
一
八
一
一
）
閏
二
月
、
大
坂
い
な
り
境
内
芝
居
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
興
行
の
、

付
け
物
に
『
増
補
天
網
島
』
と
外
題
し
て
「
か
み
や
の
だ
ん
」
切
を
勤
め
た
の
が
、
三
代

綱
太
夫
改
名
後
の
最
初
の
上
演
で
あ
る
の
で
、
大
坂
板
五
行
本
の
刊
行
を
こ
の
と
き
と
推

定
す
る
。
京
板
六
行
本
は
、
京
で
の
上
演
に
関
連
し
た
刊
行
と
考
え
ら
れ
る
が
、
該
当
す

る
上
演
記
録
が
見
当
た
ら
ず
、
大
き
く
「
三
代
紋
太
夫
時
代
」
と
捉
え
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

　
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
が
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
九
月
か
十
月
と
推
定
し
た
、

図
三
の
江
戸
結
城
座
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
興
行
に
お
い
て
、
三
代
紋
太
夫
は
付
け
物
に

『
増
補
天
網
島
』「
紙
屋
の
段
」
奥
を
語
っ
て
い
る
。「
御
目
見
へ
」「
下
り
」
と
肩
書
し
た

図
三　
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
番
付
部
分
（
石
水
博
物
館
）
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の
は
、
当
該
座
組
へ
初
め
て
合
流
し
た
こ
と
を
含
意
す
る
の
で
あ
る
が
、
新
出
の
番
付
に

よ
っ
て
文
化
三
年
十
一
月
に
は
京
で
三
代
綱
太
夫
の
改
名
興
行
に
出
演
し
た
と
知
ら
れ
る

の
で
、
右
の
江
戸
下
り
は
、
享
和
末
か
ら
文
化
二
年
頃
へ
遡
ら
せ
て
考
え
る
べ
き
か
と
思

う
が
い
ま
は
確
証
を
得
な
い
。
し
か
る
に
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
新
た
に
紋
太
夫
を
継
い

だ
者
が
江
戸
で
披
露
す
べ
き
演
目
は
（
改
作
を
施
し
て
い
る
と
し
て
も
）、
二
代
紋
太
夫
（
此

村
屋
治
兵
衛
）
が
得
意
と
し
た
『
増
補
天
網
島
』
で
あ
る
べ
き
だ
、
と
考
え
た
ら
し
い
点

で
あ
る
。
三
代
紋
太
夫
の
三
味
線
は
、
前
掲
の
『
音
曲
高
名
集
』
を
聞
書
し
た
故
実
家
・

三
代
八
兵
衛
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
選
曲
に
は
大
き
く
関
わ
る
と
こ
ろ
か
と
思
わ
れ
る
。

　

顧
み
て
、
二
代
紋
太
夫
か
ら
名
跡
を
預
か
っ
た
人
物
は
、
二
代
綱
太
夫
と
考
え
ら
れ
る

（
三
代
綱
太
夫
が
直
接
に
譲
ら
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
代
綱
太
夫
は
②
『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』
を
手

掛
け
な
い
だ
ろ
う
）。
継
承
の
筋
目
に
関
わ
る
二
代
綱
太
夫
、
三
代
紋
太
夫
に
お
い
て
、
名

跡
相
続
の
象
徴
と
し
て
代
表
曲
『
増
補
天
網
島
』
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
て
、
改
作
が
重

ね
ら
れ
た
も
の
と
筆
者
は
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
「
紋
太
夫
」
の
名
前
は
、
仮
に
も

上
方
の
芝
居
で
「
紋
下
」
と
な
っ
た
格
式
あ
る
名
跡
で
あ
っ
た
が
、
三
代
綱
太
夫
が
前
名

と
し
て
以
降
、
の
ち
に
は
綱
太
夫
の
門
弟
筋
の
名
前
と
し
て
継
承
さ
れ
る
に
至
る
。

　

三
代
紋
太
夫
の
①
『
時
雨
の
炬
燵
』
は
、
師
・
二
代
綱
太
夫
の
②
『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』

の
添
削
（『
京
羽
二
重
娘
気
質
』「
刀
屋
」
の
利
用
）
を
活
か
し
つ
つ
も
、
基
本
的
に
二
代
紋
太

夫
の
③
『
増
補
天
網
島
』
の
文
辞
へ
近
付
け
直
す
と
い
う
作
業
を
施
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
「
Ａ
治
兵
衛
の
様
子
」
の
「
治
兵
衛
は
傍
に
有
合
す
定
木
を
枕
転
寝
の
。」
を
⑤
③
の

線
に
沿
っ
て
補
い
直
す
。
他
に
も
、「
Ｊ
去
状
要
求
」
末
尾
の
「
お
上
に
ど
つ
さ
り
大
臼

な
り
。」
を
採
る
こ
と
、
ま
た
「
Ｋ
お
さ
ん
の
抗
議
」（
②
『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』
は
削
除
し
た

も
の
）
を
再
び
採
る
こ
と
、
に
同
様
の
作
業
を
認
め
ら
れ
る
。

　

な
お
①
『
時
雨
の
炬
燵
』
独
自
の
改
変
と
し
て
は
、「
Ｌ
小
春
登
場
」
で
、
従
来
⑤
『
置

土
産
今
織
上
布
』（
そ
の
先
行
作
『
京
羽
二
重
娘
気
質
』「
刀
屋
」）
で
は
切
に
至
る
前
の
時
点
で

来
訪
し
て
押
入
に
潜
ん
で
い
た
遊
女
小
春
を
、
こ
こ
で
初
め
て
来
訪
さ
せ
る
と
い
う
工
夫

を
施
し
た
。
顧
み
る
な
ら
ば
、
従
来
の
設
定
で
は
小
春
は
押
入
の
中
で
、
お
さ
ん
の
苦
衷

を
聴
き
続
け
て
い
た
訳
で
、
な
ぜ
飛
び
出
し
て
応
じ
ぬ
の
か
、
と
の
疑
問
が
生
じ
る
。
こ

の
点
、
小
春
を
未
到
着
と
し
た
三
代
綱
太
夫
（
三
代
紋
太
夫
）
の
新
工
夫
に
、
合
理
性
が
あ

る
。
ま
た
「
Ｎ
お
さ
ん
の
離
縁
」
末
尾
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
③
『
増
補
天
網
島
』
へ
寄

せ
直
す
こ
と
を
せ
ず
、
②
『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』
が
採
用
し
た
、
④
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』

の
「
跡
に
見
捨
る
子
を
捨
る
。
藪
に
夫
婦
の
双
股
竹
。
な
が
き
。
別
れ
と
。
出
て
行
」
を

そ
の
ま
ま
残
し
た
。
取
捨
選
択
の
理
由
は
、
文
辞
の
良
さ
に
も
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
は

師
・
二
代
綱
太
夫
の
語
り
口
を
こ
こ
に
活
か
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
推
考
す
る
。

　

以
上
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
・
義
太
夫
節
の
現
行
曲
『
時
雨
の
炬
燵
』
に
関
し
て
、
新
出

し
た
二
つ
の
改
作
を
含
め
て
成
立
過
程
を
考
証
し
た
。
結
論
と
し
て
は
、
第
一
に
⑤
『
置

土
産
今
織
上
布
』
の
改
作
で
あ
っ
て
④
『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
の
改
作
で
は
無
い
こ
と
、

第
二
に
、
最
初
に
付
け
物
化
・
一
幕
物
化
を
遂
げ
た
の
は
二
代
紋
太
夫
で
あ
り
、
さ
ら
に

二
代
綱
太
夫
の
改
作
を
経
て
、
最
終
的
に
三
代
綱
太
夫
が
現
行
本
文
の
基
本
を
ま
と
め
た

こ
と
、
を
重
ね
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

六
、
三
代
竹
本
綱
太
夫
の
添
削
活
動

　

三
代
綱
太
夫
に
は
、『
時
雨
の
炬
燵
』「
紙
屋
の
段
」
以
外
に
も
、
添
削
を
施
し
た
作
品

が
あ
る
。
本
節
に
ま
と
め
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

前
名
紋
太
夫
時
代
の
営
為
で
あ
る
、『
時
雨
の
炬
燵
』
が
第
一
例
。
第
二
例
は
、
三
代

綱
太
夫
時
代
の
、
文
化
五
年
（
一
八
一
一
）
九
月
、
大
坂
御
霊
社
内
芝
居
『
小
野
道
風
青

柳
硯
』
興
行
の
、
付
け
物
『
艶
容
婦
舞
衣
』「
上
し
ほ
町
の
だ
ん
」
切
で
あ
る
。
大
坂
で

は
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
の
初
演
以
来
、
三
十
六
年
振
り
の
再
演
で
あ
っ
た
。
大
坂
板

五
行
本
が
残
り
、
内
題
「
艶
容
女
舞
衣　

下
の
巻
の
切
」、
前
表
紙
「
増
・
補
／
艶
容
女

舞
衣　

酒
屋
の
だ
ん　

竹
本
綱
太
夫
」
と
記
す
。「
京
墨
屋
吉
兵
衛
・
大
坂
平
野
町
御
霊

筋
西
天
満
屋
安
兵
衛
新
板
」（
前
表
紙
）。
志
摩
市
立
磯
部
図
書
館
。
三
代
綱
太
夫
の
工
夫

は
半
兵
衛
の
咳
を
入
れ
た
こ
と
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
本
文
と
し
て
は
原
作
「
鴛
鴦
の
か
た

羽
の
。
と
ぼ
〳
〵
と
。」
の
直
前
に
、
お
そ
の
が
剃
刀
で
自
害
し
か
け
る
と
い
う
件
を
増

補
し
た
点
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
例
は
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
三
月
、
京
四
条
道
場
芝
居
『
苅
萱
桑
門
筑
紫

』

興
行
の
、
付
け
物
『
関
取
千
両
幟
』「
猪
名
川
内
の
段
」
切
で
あ
る
。
明
和
四
年
（
一
七
六

七
）
の
初
演
以
来
、上
演
を
重
ね
た
作
品
で
あ
っ
た
が
、こ
の
と
き
原
作
の
主
人
公
「
岩
川
」

を
当
時
京
都
に
実
在
の
関
取
「
猪
名
川
」
と
改
め
て
語
っ
た
点
に
新
規
の
工
夫
が
あ
っ
た
。

近
時
、
内
題
「
関
取
千
両
幟
」、
前
表
紙
「
猪
名
川
内
段　

増
・
補
／
千
両
幟　

竹
本
綱
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太
夫
章
」
と
記
す
京
板
六
行
本
が
新
出
し
た
。「
大
坂
舟
町
天
満
屋
源
次
郎
。
京　

四
条

通
寺
町
西
ヘ
入
吉
野
屋
勘
兵
衛
・
松
原
通
富
小
路
西
ヘ
入
墨
屋
吉
兵
衛
／
合
板
」（
前
表

紙
）。
個
人
蔵
。
た
だ
し
同
年
十
一
月
大
坂
上
演
時
に
は
原
作
の
「
岩
川
」
に
戻
る
の
で
、

「
猪
名
川
」
の
名
前
へ
の
関
心
は
薄
い
模
様
で
、
む
し
ろ
女
房
の
ク
ド
キ
「
モ
ウ
相
撲
取

を
男
に
持
。」
以
下
を
増
補
し
た
点
に
、
添
削
の
狙
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
四
例
は
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
七
月
、
大
坂
い
な
り
境
内
芝
居
『
三
国
無
双

奴
請
状
』
興
行
の
、
付
け
物
『
薫
樹
累
物
語
』「
土
橋
の
段
」
切
で
あ
る
。
原
題
『
伊
達

競
阿
国
戯
場
』
を
、『
薫
樹
累
物
語
』
と
改
題
す
る
の
は
、
大
坂
で
の
最
初
の
再
演
と
な

る
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
以
来
の
こ
と
だ
が
、
九
ツ
目
「
土
橋
」
の
本
文
に
、
添
削
の

手
を
入
れ
た
の
は
、
抜
き
本
を
刊
行
さ
せ
た
三
代
綱
太
夫
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

京
板
五
行
本
は
、
内
題
「
か
さ
ね
土
橋
の
段
」、
前
表
紙
「
増
・
補
／
新
累
土
橋
の
段　

竹
本
綱
太
夫
・
野
沢
庄
治
郎
」
と
記
す
。「
京
松
原
通
富
小
路
西
エ
入
墨
屋
吉
兵
衛
板
」（
前

表
紙
）。
豊
竹
呂
勢
太
夫
師
私
蔵
本
。

　

大
坂
板
五
行
本
は
、
内
題
「
薫
樹
累
物
語　

土
橋
の
だ
ん
」、
前
表
紙
「
薫
樹
累
物
語　

土
橋
の
段　

竹
本
綱
太
夫
場
」
と
記
す
。「
大
坂
平
野
町
御
霊
筋
西
天
満
屋
安
兵
衛
板
」

（
前
表
紙
）。
南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
・
那
賀
町
教
育
委
員
会
・
豊
竹
呂
勢

太
夫
師
。

　

年
譜
で
は
文
化
十
四
年
七
月
が
初
回
と
な
る
が
、
こ
れ
は
三
回
目
の
上
演
で
あ
っ
た
と

捉
え
て
お
くＤ
。「
土
橋
」
の
添
削
に
つ
い
て
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
94
『
近
松
半
二
・

江
戸
作
者
／
浄
瑠
璃
集
』
の
脚
注
に
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
同
書
三
九
八
頁
の
脚

注
二
三
に
「
こ
の
段
の
五
行
本
は
総
体
に
簡
略
に
な
る
。
文
章
と
し
て
は
原
作
が
よ
い
。」

と
評
価
す
る
が
、
筆
者
も
同
意
で
あ
る
。
前
々
節
に
「
文
才
に
乏
し
い
三
代
綱
太
夫
」
と

記
し
た
の
は
、
こ
の
「
土
橋
」
の
ほ
か
、「
猪
名
川
内
」
の
増
補
し
た
ク
ド
キ
に
「
女
夫

に
成
た
今
迄
を
。
か
ぞ
へ
立
〳
〵
恨
涙
に
時
う
つ
る
。」
と
記
し
な
が
ら
、
本
文
中
に
そ

の
内
容
は
数
え
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
点
な
ど
、
の
拙
さ
に
拠
る
。
こ
の
点
か
ら
推
考
す
る

な
ら
ば
、
三
代
綱
太
夫
時
代
の
添
削
作
品
の
タ
イ
ト
ル
が
、
単
に
「
増
補
」
を
冠
す
る
か
、

既
成
の
改
題
を
再
使
用
す
る
、
工
夫
や
拘
り
の
無
さ
を
示
す
の
に
対
し
て
、『
時
雨
の
炬

燵
』
の
題
名
は
、
美
し
い
。
原
作
⑥
『
心
中
天
の
網
島
』
に
も
無
く
、
小
春
と
治
兵
衛
が

心
中
し
た
十
月
の
季
語
で
あ
る
「
時
雨
」
を
引
い
て
く
る
文
才
は
、
対
校
表
「
Ａ
治
兵
衛

の
様
子
」
の
、
②
『
増
補
紙
屋
治
兵
衛
』
の
末
尾
の
「
背
け
る
顔
の
北
時
雨
。」
と
書
き

替
え
た
、
二
代
綱
太
夫
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
三
代
紋
太
夫
時
代
の
添
削
で
あ
る
『
時

雨
の
炬
燵
』
の
タ
イ
ト
ル
の
良
さ
と
、
三
代
綱
太
夫
時
代
の
作
品
名
の
工
夫
の
無
さ
は
、

二
代
綱
太
夫
の
指
導
の
有
無
に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

以
上
、
前
節
に
み
た
『
時
雨
の
炬
燵
』
の
改
作
の
内
容
、
お
よ
び
本
節
に
指
摘
す
る
内

容
か
ら
、
添
削
活
動
（
既
成
の
作
品
を
添
削
し
て
、
一
幕
物
化
し
て
再
演
す
る
こ
と
）
の
概
要
を

理
解
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。
三
代
綱
太
夫
の
添
削
活
動
は
、
単
な
る
再
演
で
な
く
し
て
、

語
り
手
で
あ
る
太
夫
自
身
が
主
導
し
て
上
演
本
文
の
改
変
を
進
め
た
事
例
で
あ
る
が
、
何

よ
り
重
要
な
の
は
そ
の
添
削
本
文
が
以
後
、
こ
ん
に
ち
に
至
る
ま
で
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
・

義
太
夫
節
の
現
行
本
文
と
し
て
活
き
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
人
形
浄
瑠
璃
興
行
界
（
特
に

義
太
夫
節
の
）
は
、
十
八
世
紀
に
は
新
作
初
演
を
続
け
た
が
、
十
九
世
紀
以
降
、
旧
作
の

再
演
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
るＥ
。
三
代
綱
太
夫
を
含
む
、
同
時
代
の
太
夫
た
ち
が
進
め
た

添
削
活
動
は
、
当
時
に
お
い
て
は
旧
作
発
掘
の
積
極
的
な
意
義
を
も
つ
行
為
で
あ
っ
た
、

と
評
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

本
稿
冒
頭
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
竹
本
綱
太
夫
」
の
初
代
・
二
代
に
お
い
て
も
添
削
活

動
は
行
わ
れ
て
い
て
、
先
々
代
・
先
代
の
添
削
作
品
の
再
演
と
い
う
こ
と
も
、
三
代
綱
太

夫
は
手
掛
け
て
い
る
。
初
代
綱
太
夫
、
二
代
綱
太
夫
の
添
削
作
品
を
こ
の
頁
の
左
、
次
頁

の
上
の
表
に
ま
と
め
た
。
三
代
綱
太
夫
は
年
譜
に
示
す
範
囲
で
、
初
代
綱
太
夫
の
添
削
作

品
で
は
、「
秋
津
島
切
腹
」
四
回
、「
無
筆
書
置
」
一
回
を
上
演
し
た
。
二
代
綱
太
夫
の
添

削
作
品
で
は
、「
合
邦
内
」
四
回
、「
志
渡
寺
」
七
回
、「
平
治
住
家
」
九
回
を
上
演
し
た
。

自
身
の
添
削
作
品
で
は
、「
紙
屋
」
六
回
、「
酒
屋
」
四
回
、「
猪
名
川
内
」
三
回
、「
土
橋
」

二
回
、
を
上
演
し
て
い
る
。
二
代
の
添
削
作
品
の
上
演
回
数
が
自
ら
の
添
削
作
品
よ
り
も

多
い
の
は
、
芸
質
が
師
・
二
代
綱
太
夫
と
近
い
た
め
と
も
、
ま
た
師
風
へ
の
憧
れ
と
も
解

初
代
竹
本
綱
太
夫
の
添
削
作
品

改
題

原
題
（
初
演
年
）

1
『
関
取
二
代
鑑
』「
秋
津
島
切
腹
」

関
取
二
代
勝
負
附
（
明
和
五
年
）

2
『
恨
鮫
鞘
』「
無
筆
書
置
」

裙
重
浪
花
八
文
字
（
明
和
六
年
）
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釈
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

文
化
三
年
の
三
代
綱
太
夫
改
名
の
最
初
、
ま
た
文
化
七
年
「
故
竹
本
綱
太
夫
七
回
忌
追

善
」
に
い
ず
れ
も
「
志
渡
寺
」
を
選
ん
で
い
る
の
は
、
二
代
綱
太
夫
の
代
表
曲
と
自
他
共

に
認
め
ら
れ
る
曲
で
あ
っ
た
た
め
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
ん
に
ち
に
は
初
演
者
・
初
代
竹

本
住
太
夫
の
曲
風
と
認
識
さ
れ
る
が
、
そ
の
本
文
は
二
代
綱
太
夫
の
添
削
（
砂
書
す
る
養
い

子
・
坊
太
郎
に
、
乳
母
お
つ
ぢ
が
尋
ね
る
詞
の
冒
頭
に
一
句
「
何
書
し
や
る
。」
を
添
え
た
）
本
文
で

伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
前
節
に
述
べ
た
紋
太
夫
と
『
増
補
天
網

島
』、
い
ま
指
摘
す
る
綱
太
夫
と
「
志
渡
寺
」
の
あ
り
方
か
ら
は
、
名
跡
の
相
続
が
先
代

の
代
表
曲
の
継
承
を
伴
っ
て
行
な
わ
れ
る
、
と
い
う
伝
統
演
劇
の
基
本
的
な
慣
習
の
存
在

が
認
識
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
綱
太
夫
の
代
々
に
お
け
る
添
削
活
動
も
、
そ
の
一
環
な
の
だ

と
考
え
る
。ま

と
め
に
か
え
て

　

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
・
義
太
夫
節
の
現
行
曲
に
は
、
原
作
・
初
演
本
文
と
異
同
の
あ
る
作

品
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
多
く
は
、
本
稿
の
『
時
雨
の
炬
燵
』「
紙
屋
」
の
例
に
み
た
よ

う
に
、
過
去
の
あ
る
段
階
で
行
わ
れ
た
添
削
を
忠
実
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
、
と
筆
者
は

考
え
る
。
一
節
に
述
べ
た
二
代
・
三
代
の
綱
太
夫
の
伝
記
に
関
わ
る
新
見
解
や
、
二
節
か

ら
六
節
に
述
べ
る
、
諸
本
調
査
に
基
づ
く
新
た
な
発
見
は
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
・
義
太
夫

節
の
歴
史
研
究
が
、
よ
う
や
く
資
料
の
裏
付
け
を
以
て
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
状
況

に
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

近
松
門
左
衛
門
の
作
品
研
究
が
進
展
し
て
以
降
、『
時
雨
の
炬
燵
』「
紙
屋
」
は
、
近
松

『
心
中
天
の
網
島
』
の
原
作
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
忌
避
さ
れ
た
。
八
代
竹
本
綱
太
夫

は
著
書
『
芸
談
で
ん
で
ん
虫
』
の
、「
近
松
物
と
私
」
で
『
時
雨
の
炬
燵
』
に
触
れ
て
、

近
代
人
の
頭
で
考
え
る
と
随
分
お
か
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
原
作
で
は
「
誓
紙
書

か
ぬ
が
よ
い
わ
い
の
」
か
ら
す
ぐ
に
「
一
昨
年
の
十
月
」
に
つ
づ
い
て
、「
憎
ま
し

や
ん
す
が
嘘
か
い
な
」
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

云
々
と
、
近
松
原
作
へ
の
思
い
入
れ
を
語
る
の
で
あ
る
が
、
当
該
箇
所
は
二
代
綱
太
夫
が

『
京
羽
二
重
娘
気
質
』
か
ら
移
植
し
た
も
の
で
、
本
曲
『
時
雨
の
炬
燵
』
が
二
代
・
三
代

の
綱
太
夫
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
近
代
出
来

の
『
心
中
天
の
網
島
』「
紙
屋
内
」
で
な
く
、『
時
雨
の
炬
燵
』「
紙
屋
」
を
丸
一
段
の
ま

ま
堂
々
と
語
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
が
芸
系
の
伝
統
な
の
だ
、
と
い
う
姿
勢
こ
そ
が
、
将
来
に

生
ま
れ
る
べ
き
新
し
い
綱
太
夫
や
伝
統
演
劇
と
し
て
の
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
に
は
相
応
し

い
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

本
論
は
、
江
戸
の
豊
竹
紋
太
夫
本
と
、
京
都
の
竹
本
紋
太
夫
本
の
、
ふ
た
つ
の
資
料
の

新
出
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
い
づ
れ
も
豊
竹
呂
勢
太
夫
氏
の
長
年
の
熱
心
な
資
料
収
集
に

よ
る
発
見
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
、
御
厚
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
写
真
の
掲
載
を
許
さ
れ
ま
し
た
黄
台
山
長
楽
寺
、
国
立
国

会
図
書
館
、
石
水
博
物
館
、
八
木
書
店
へ
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
資
料
の
閲
覧
を
許

さ
れ
た
所
蔵
機
関
・
所
蔵
者
の
皆
様
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
、
平
成
二
十
八
年

度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
本
研
究
はJSPS

科
研
費JP16H

07120

の
助
成
を
受
け
た
も

の
で
す
。

註（1
）　

杉
山
其
日
庵
著
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』（
一
九
二
六
年
刊
）
を
原
著
と
し
、
こ
れ
に
校
注
を
加

え
て
、
復
刊
し
た
も
の
。
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
刊
。
上
巻
六
十
三
頁
よ
り
引
用
。

（
2
）　

本
作
浄
瑠
璃
本
に
「
中
の
巻
」
の
標
題
は
な
く
、
標
題
の
な
い
前
半
と
、「
下
の
巻
」
と
記
す

後
半
か
ら
成
る
、
上
下
二
巻
構
成
。
中
の
巻
で
な
く
、
上
の
巻
ノ
切
に
相
当
す
る
も
の
。

（
3
）　

四
代
竹
本
綱
太
夫
は
三
代
綱
太
夫
の
門
弟
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
十
二
月
大
坂
い
な
り
境

内
芝
居
『
祇
園
祭
礼
信
仰
記
』
興
行
で
「
む
ら
太
夫
事
竹
本
綱
太
夫
」
と
改
名
し
た
。
三
代
綱
太

夫
は
、天
保
三
年
正
月
を
最
後
に
以
後
の
出
演
が
確
認
で
き
な
い
の
で
、引
退
お
よ
び
隠
居
名
「
三

綱
翁
」
へ
の
改
名
は
、
天
保
三
年
か
ら
五
年
の
こ
と
、
と
考
え
る
。

二
代
竹
本
綱
太
夫
の
添
削
作
品

改
題
（『
作
品
名
』「
段
名
」）

原
題
（
初
演
年
）

1
『
摂
州
合
邦
辻
』
下
の
巻
ノ
切
「
合
邦
内
」
摂
州
合
邦
辻
（
安
永
二
年
）

2
『
花
上
野
誉
の
旧
跡
』
四
ツ
目
「
志
渡
寺
」
花
上
野
誉
の
石
碑
（
天
明
八
年
）

3
『
勢
州
阿
漕
浦
』「
平
治
住
家
」

田
村
麿
鈴
鹿
合
戦
（
寛
保
元
年
）

4
『
中
将
姫
古
跡
之
松
』「
雪
勢
免
」

山
姫
舎
松
（
元
文
五
年
）
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（
4
）　

神
戸
女
子
大
学
図
書
館
（
森
修
文
庫‒

五‒3-5-14

）
は
、
大
判
縦
長
の
一
枚
摺
。
石
水
博
物
館

（
21
京
そ
の
他041

）
は
、
通
常
・
横
長
の
役
割
番
付
。

（
5
）　

藝
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
七
巻
「
人
形
浄
瑠
璃
」（
三
一
書
房
、
一

九
七
五
年
）
に
翻
刻
が
あ
る
。引
用
は
、香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
近
石
泰
秋
資
料
」
本
に
拠
る
。

（
6
）　

国
立
劇
場
調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
編
集
、
法
月
俊
彦
校
訂
、〈
演
芸
資
料
選
書
・
6
〉『
増
補

浄
瑠
璃
大
系
図
』
上
中
下
三
巻
と
別
巻
の
全
四
冊
（
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
一
九
九
三
│
九
六

年
刊
）
に
翻
刻
が
あ
る
。

（
7
）　

寛
政
二
年
『
分
而
在
』、
寛
政
四
年
『
京
・
大
坂
／
浄
瑠
理　

太
夫
方
・
素
人
方
』『
役
者
・
位

附
／
見
競
角
力　

ニ
実
名
所
附
』
に
該
当
す
る
人
物
を
確
認
で
き
な
い
の
で
、
の
ち
に
三
代
綱

太
夫
と
な
る
浜
太
夫
の
初
出
座
を
、
寛
政
五
年
か
ら
七
年
五
月
の
間
、
と
推
定
す
る
。

（
8
）　

正
面
・
右
面
は
本
文
中
に
記
す
通
り
で
あ
る
。
裏
面
は
文
字
な
し
。
左
面
の
碑
文
は
長
文
で
あ

る
の
で
、
こ
こ
に
全
文
を
翻
刻
す
る
。
改
行
は
、
碑
文
の
通
り
。

翁
諱
佐
明
字
万
右
衛
門
幼
名
万
太
郎
号
綱
太
夫
性

人
見
京
師
人
也
有
才
情
長
嗜
歌
曲
遊

圃
而
師
緒

熊
竹
本
綱
太
夫
廼
一
家
之
曲
者
也
翁
為
其
高
第
究

其
閫
奥
逐
継
其
緒
而
後
翁
第
子
愈
多
世
人
深
嘆
其

妙
伎
亦
不
小
道
之
器
耶
世
之
弄
詞
曲
者
率
伏
従
翁

執
矩
範
則
及
其
門
者
曰
若
百
有
余
人
今
歳
為
禱
翁

寿
期
択
清
潔
之
地
以
建
朱
字
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前
医
員
藤
子
徳
識

（
9
）　
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
所
載
「
心
中
天
の
網
島
」

項
（
諏
訪
春
雄
氏
執
筆
）
に
、「
幕
末
に
、『
心
中
紙
屋
治
兵
衛
』
か
ら
『
時
雨
炬
燵
』
が
生
れ
た
。」

と
す
る
。

（
10
）　

同
氏
著
『
近
世
演
劇
論
叢
』、
清
文
堂
出
版
株
式
会
社
、
一
九
七
六
年
刊
所
収
。

（
11
）　

国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
、
一
九
八
一
年
刊
。
二
一
四
頁
よ
り
引
用
。

（
12
）　

天
明
二
│
三
年
、
大
坂
道
頓
堀
東
芝
居
と
江
戸
肥
前
座
に
、
ふ
た
り
の
「
竹
本
綱
太
夫
」
が
並

存
す
る
時
期
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
猪
熊
甚
兵
衛
の
二
代
綱
太
夫
の
名
跡
相
続
は
必
ず
し
も

順
調
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
西
い
ず
れ
の
綱
太
夫
が
、
猪
熊
な
の
か
は
定
か
で
無
い
が
、

二
代
紋
太
夫
は
天
明
三
年
正
月
江
戸
肥
前
座
興
行
で
接
点
を
持
つ
。
お
そ
ら
く
は
名
跡
相
続
に
関

わ
っ
て
二
代
紋
太
夫
が
働
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
。

（
13
）　

大
坂
板
五
行
本
は
、
板
元
の
住
所
表
記
か
ら
文
化
十
二
年
十
月
の
移
転
以
前
の
刊
行
と
判
断
さ

れ
る
の
で
、
当
該
抜
き
本
の
刊
行
と
同
時
期
に
三
代
綱
太
夫
の
上
演
が
あ
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
。

ま
た
京
板
五
行
本
は
、
大
坂
板
五
行
本
よ
り
前
に
出
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
二
種

の
抜
き
本
に
連
動
す
る
上
演
は
二
回
あ
っ
た
と
推
考
す
る
。

（
14
）　

拙
著
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
で
は
、
初
代
豊
竹
巴
太
夫
の
添
削

活
動
を
、『
奥
州
安
達
原
』
三
段
目
切
「
袖
萩
祭
文
」
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
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三
代
竹
本
綱
太
夫
出
演
年
譜
（
稿
）

一
、
本
表
は
三
代
竹
本
綱
太
夫
の
活
動
を
概
観
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
、
三
代
綱
太
夫
の
名
前
お
よ
び
前
名
「
紋
太
夫
」
で
出
演
す
る
興
行
を
網
羅
し
た
。

一
、
記
載
事
項
は
、「
齢
」「
初
日
年
月
日
」「
興
行
地
」「
劇
場
」「
上
演
作
品
」「『
出
演
作
品
』「
段
数
も
し
く
は
段
名
」
段
区
分
」「
近
世
篇
」
と
し
た
。

一
、「
齢
」
項
に
は
、
文
政
四
年
を
還
暦
・
六
十
歳
と
仮
に
見
定
め
た
三
代
綱
太
夫
の
年
齢
を
記
し
た
（
数
え
。
満
年
齢
で
は
一
つ
減
る
）。

一
、「
初
日
年
月
日
」
項
は
、
当
該
興
行
の
初
日
を
以
て
示
し
た
。「
元
号
年
数
・
月
・
日
」
の
要
領
で
記
し
た
。

一
、「
興
行
地
」
項
は
、
公
演
の
行
わ
れ
た
劇
場
の
所
在
地
を
、
示
し
た
。

一
、「
劇
場
」
項
は
、
劇
場
の
名
称
を
、
番
付
に
記
載
の
通
り
に
記
し
た
。

一
、「
上
演
作
品
」
項
は
、
番
付
に
記
載
の
作
品
を
、
番
付
に
記
載
の
通
り
に
記
し
た
。
通
し
・
立
て
の
興
行
の
場
合
、
最
初
に
作
品
名
か
ら
記
す
が
、
通
し
・
立
て
の
作
品
の
無
い
場
合
は
、﹇
見
取

り
興
行
﹈
と
示
し
た
。

一
、「『
出
演
作
品
』「
段
数
も
し
く
は
段
名
」
段
区
分
」
項
は
、
綱
太
夫
の
役
場
を
、『　

』
内
に
作
品
名
、「　

」
内
に
段
数
（
何
段
目
・
何
冊
目
な
ど
）
あ
る
い
は
段
名
（
紙
屋
な
ど
）、
段
区
分
（
口
・

中
・
切
）
の
要
領
で
、
番
付
に
記
載
の
通
り
に
記
し
た
。
な
お
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
も
の
は
、
初
代
・
二
代
の
綱
太
夫
の
添
削
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
頭
に
「
▼
」
を
付
し
た
も
の
は
、
三

代
綱
太
夫
の
添
削
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
、「
近
世
篇
」
項
は
、『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
の
番
付
写
真
番
号
を
示
し
た
。
同
書
に
記
載
が
あ
る
が
番
付
が
新
出
し
た
も
の
は
【
番
付
新
出
】、
同
書
に
記
載
の
無
か
っ
た
興
行
で
あ
る
場
合
は
、

﹇
記
載
な
し
﹈、
と
示
し
た
。

（
1
）
前
名
「
紋
太
夫
」
時
代

齢

初
日
年
月
日

興
行
地

劇
場

上
演
作
品

『
出
演
作
品
』「
段
数
も
し
く
は
段
名
」
段
区
分

近
世
篇

37

寛
政
08
・
03
・
03

大
坂

道
頓
堀
大
西
芝
居

妹
背
山
婦
女
庭
訓

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』「
弐
段
目
」
中

588

寛
政
08
・
09
・
15

大
坂

北
ほ
り
江
市
の
側
東
が

わ
芝
居

双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
・
勢
州
阿
漕
浦

『
双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
』「
第
弐
」
口
、
同
「
第
八
」
口

﹇
記
載
な
し
﹈

寛
政
08
・
10
・
11

大
坂

市
の
か
わ
東
芝
居

祇
園
祭
礼
信
仰
記

『
祇
園
祭
礼
信
仰
記
』「
四
段
目
」
奥

591

39

寛
政
10
・
11
・
15

大
坂

道
と
ん
ぼ
り
東
の
芝
居

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』「
第
五
」、
同
「
第
七
」
か
け
合

0615A

40

寛
政
11
・
02
・
27

大
坂

北
ほ
り
へ
市
の
側
西
ノ

芝
居

松
位
姫
氏
常
盤
木

『
松
位
姫
氏
常
盤
木
』「
第
四
」、
同
「
第
六
」、
同
「
第
十
」

0622

・0653

42

享
和
01
・
08
・
04

京

四
条
南
側
大
芝
居

箱
根
霊
験
躄
仇
討

『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』「
三
冊
目
聚
楽
御
殿
黒
百
合
献
上
」
中
掛
合
・

同
切
、
同
「
十
冊
目
境
の
天
神
」
奥

補
訂
28

享
和
01
・
12
・
27

大
坂

道
頓
堀
東
芝
居

豊
応
丸
万
歳
艤
諷

『
豊
応
丸
万
歳
艤
諷
』「
第
三　

小
ぜ
き
村
」、
同
「
第
十　

与
次
兵

へ
住
家
」

665

43

享
和
02
・
01
・
29

大
坂

道
頓
堀
東
の
芝
居

双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
・
苅
萱
桑
門
築
紫

『
双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
』「
三
つ
目
」
お
く
、

『
苅
萱
桑
門
築
紫

』「
三
段
目
」
次

668

44

享
和
末
・
11
・
01

大
坂

ほ
り
へ
市
ノ
か
は
西
か

は

廿
四
孝
・
箱
根
山
・
曾
根
崎
村
噂
・
一
ノ
谷
・

む
か
し
八
丈
・
そ
う
ぜ
ん
じ
・
四
季
の
寿

『
箱
根
山
』「
山
」

687

45

文
化
03
・
未
詳
・
12

江
戸

ふ
き
や
丁
結
城
座

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
嫗
山
姥
・
堀
川
・
増
補

天
網
島
・
鏡
山
・
礒
馴
松

▼『
天
網
島
』「
紙
屋
」
奥

0728

・0729



『
時
雨
の
炬
燵
』
成
立
考

（13）150

（
2
）
三
代
「
綱
太
夫
」
時
代

齢

初
日
年
月
日

興
行
地

劇
場

上
演
作
品

『
出
演
作
品
』「
段
数
も
し
く
は
段
名
」
段
区
分

近
世
篇

45

文
化
03
・
11
・
20

京

寺
町
道
場
芝
居

花
上
野
誉
の
石
碑
・
男
作
五
雁
金
・
国
性
爺

合
戦
・
増
補
時
頼
記
・
花
扇
邯
鄲
枕

『
花
上
野
誉
の
石
碑
』「
志
渡
寺
」
切

﹇
記
載
な
し
﹈

46

文
化
04
・
01
・
14

大
坂

座
本
荒
木
与
次
兵
衛
芝

居

会
𥡴
宮
城
野
錦
繍

『
会
𥡴
宮
城
野
錦
繍
』「
湯
が
し
ま
天
城
山
」、
同
「
島
原
揚
屋
」

731

文
化
04
・
08
・
08

大
坂

御
霊
社
内
芝
居

今
様
殺
生
石
・
最
明
寺
百
人
上
臈

『
今
様
殺
生
石
』「
な
す
の
ゝ
は
ら
」、

『
最
明
寺
百
人
上
臈
』「
経
世
住
家
」

743

文
化
04
・
09
・
10

大
坂

御
霊
境
内
芝
居

桜
姫
操
大
全

『
桜
姫
操
大
全
』「
清
水
」、
同
「
蝦
蟇
丸
住
家
」

0748

・0749

文
化
04
・
12
・
28

大
坂

御
霊
芝
居

彦
山
権
現
誓
助
剣
・
用
明
天
王
職
人
鑑

『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』「
第
二
」、
▼
同
「
第
七
」

752

47

文
化
05
・
01
・
28

大
坂

御
霊
芝
居

一
谷
嫩
軍
記
・
小
田
館
双
生
日
記
・
勢
州
阿

漕
浦
・
加
々
見
山
旧
錦
絵
・
義
経
千
本
桜

『
小
田
館
双
生
日
記
』「
四
つ
目
」
口
、

『
勢
州
阿
漕
浦
』「
平
治
内
」

755

文
化
05
・
03
・
02

大
坂

御
霊
芝
居

玉
黒
髪
七
人
化
粧

『
玉
黒
髪
七
人
化
粧
』「
安
か
た
内
」
切
、
同
「
一
つ
家
」
切

0758a

文
化
05
・
08
・
20

大
坂

て
ん
ま
天
神
芝
居

鎌
倉
三
代
記
・
勢
州
阿
漕
浦
・
碁
太
平
記
白

石
噺

『
鎌
倉
三
代
記
』「
秀
盛
や
し
き
」
中
、

『
勢
州
阿
漕
浦
』「
平
治
内
」

770

文
化
05
・
09
・
11

大
坂

御
霊
社
内
芝
居

桑
名
屋
徳
三
入
船
物
語
・
三
日
太
平
記

『
桑
名
屋
徳
三
入
船
物
語
』「
遠
州
灘
」
掛
合
、
同
「
作
太
夫
住
家
」

771

文
化
05
・
09
・
27

大
坂

御
霊
社
内
芝
居

小
野
道
風
青
柳
硯
・
艶
容
婦
舞
衣

『
小
野
道
風
青
柳
硯
』「
三
段
」
中
、

▼『
艶
容
婦
舞
衣
』「
上
し
ほ
町
」
切

773

49

文
化
07
・
08
・
16

大
坂

道
頓
堀
大
西
芝
居

三
日
太
平
記
・
花
の
上
野
誉
石
碑
・
大
塔
宮

曦
鎧
・
京
鹿
子
娘
道
成
寺

『
三
日
太
平
記
』「
松
永
館
」
切
、

『
花
の
上
野
誉
石
碑
』「
志
渡
寺
」
切

0803

・0804

文
化
07
・
10
・
01

大
坂

曾
根
崎
新
地
芝
居

三
日
太
平
記
・
大
塔
宮
曦
鎧
・
京
鹿
子
娘
道

成
寺

『
三
日
太
平
記
』「
松
永
館
」
切

0809A

50

文
化
08
・
02
閏
・
05

大
坂

い
な
り
境
内

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
増
補
天
網
島

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』「
弐
段
」
次
、

▼『
増
補
天
網
島
』「
か
み
や
」
切

822

51

文
化
09
・
04
・
04

大
坂

稲
荷
境
内

四
天
王
寺
伽
藍
鑑

『
四
天
王
寺
伽
藍
鑑
』「
浪
花
堀
江
よ
り
弥
陀
如
来
出
現
」
切
、
同
「
稲

木
の
内
裏
に
て
清
上
守
や
と
問
答
」
掛
合

847

文
化
09
・
09
・
06

大
坂

い
な
り
社
内

八
陣
守
護
城

『
八
陣
守
護
城
』「
第
三
」
切
か
け
合
、
同
「
第
十
」
切

862

文
化
09
・
10
・
18

京

和
泉
式
部
境
内
芝
居

四
天
王
寺
伽
藍
鑑
・
四
季
寿
景
事

『
四
天
王
寺
伽
藍
鑑
』「
夢
殿
」
切
か
け
あ
い
、
同
「
善
光
住
家
」
切

865

文
化
09
・
12
・
26

大
坂

道
と
ん
ぼ
り
大
西
芝
居

瓢
馬
印
黄
金
千
生

『
瓢
馬
印
黄
金
千
生
』「
第
四
」、
同
「
第
十
四
」

0867A

文
化
09

筑
前

（
無
記
）

箱
根
霊
験
躄
仇
討
・
関
取
千
両
幟

『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』「
阿
弥
陀
寺
」
切

870

52

文
化
10
・
02
・
05

堺

宿
院
芝
居

瓢
馬
印
黄
金
千
生

『
瓢
馬
印
黄
金
千
生
』「
捻
兵
衛
住
家
」
切

873

文
化
10
・
09
・
08

大
坂

い
な
り
境
内

糸
桜
本
町
育

『
糸
桜
本
町
育
』「
守
山
」
お
く
、
同
「
浅
草
」
切

0890A
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文
化
10
・
11
・
13

大
坂

稲
荷
境
内

箱
根
霊
験
躄
仇
討

『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』「
だ
い
ご
坂
口
」
お
く
、
同
「
あ
み
だ
寺
」
切

0896A

文
化
10
・
12
・
22

大
坂

い
な
り
社
内

下
総
国
累
語

『
下
総
国
累
語
』「
田
糸
姫
ほ
つ
し
ん
」
お
く
、
同
「
垣
生
村
」
切

899
53

文
化
11
・
02
・
22

大
坂

い
な
り
境
内

酒
呑
童
子
話

『
酒
呑
童
子
話
』「
八
瀬
の
里
」
切
、
同
「
土
ぐ
も
退
治
」
切

0902A
文
化
11
・
03
・
上
旬

伊
勢

勢
州
中
地
蔵
大
芝
居

鎌
倉
三
代
記

『
鎌
倉
三
代
記
』「
第
六
」
切

904

文
化
11
・
03
・
22

伊
勢

勢
州
中
地
蔵
大
芝
居

絵
本
太
功
記
・
立
春
姫
小
松

『
絵
本
太
功
記
』「
光
秀
館
」、
同
「
尼
ヶ
崎
」
切

906

文
化
11
・
04
・
11

伊
勢

勢
州
中
地
蔵
大
芝
居

花
襷
会
𥡴
掲
布
染
・
芦
屋
道
満
大
内
鑑

『
花
襷
会
𥡴
掲
布
染
』「
第
六
」、

『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』「
四
段
目
」
詰
か
け
合

908

文
化
11
・
05
・
04

伊
勢

勢
州
中
地
蔵
大
芝
居

﹇
見
取
り
興
行
﹈・
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
心
中

天
網
島
・
芦
屋
道
満
大
内
鑑

▼『
心
中
天
網
島
』「
紙
や
」
切
、

『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』「
四
段
目
」
詰
か
け
合

911

文
化
11
・
05
・
15

伊
勢

勢
州
中
ノ
地
蔵
常
芝
居

双
蝶
々
曲
輪
日
記
・
加
々
見
山
旧
錦
絵
・
浪

花
形
伊
勢
浜
荻

『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
』「
八
段
目
」
切

913

54

文
化
12
・
01
・
24

京

四
条
道
場
芝
居

鄙
島
原
由
緒
菊
水

『
鄙
島
原
由
緒
菊
水
』「
菊
谷
」
口
、

同
「
杣
木
根
住
家
」
切

﹇
記
載
な
し
﹈

文
化
12
・
03
・
03

京

四
条
道
場
芝
居

苅
萱
桑
門
筑
紫

・
関
取
千
両
幟

『
苅
萱
桑
門
筑
紫

』「
監
物
屋
敷
」
口
、

▼『
関
取
千
両
幟
』「
猪
名
川
内
」

補
訂
45

文
化
12
・
11
・
02

大
坂

い
な
り
社
内

菅
原
伝
授
手
習
鑑
・
関
取
千
両
幟

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』「
三
段
目
」
切
、

▼『
関
取
千
両
幟
』「
岩
川
内
」

953

文
化
12
・
11
・
17

大
坂

い
な
り
社
内

和
田
合
戦
女
舞
鶴
・
勢
州
阿
漕
浦
・
風
流
戯

曾
我
・
ひ
ら
か
な
盛
衰
記

『
和
田
合
戦
女
舞
鶴
』「
弐
段
目
」
中
、

『
勢
州
阿
漕
浦
』「
平
治
住
家
」

955

文
化
12
・
12
・
24

大
坂

い
な
り
社
内

日
本
賢
女
鑑
・
檀
浦
兜
軍
記

『
日
本
賢
女
鑑
』「
十
冊
目
」
切
、

『
檀
浦
兜
軍
記
』「
琴
責
」
か
け
合
重
忠

957

55

文
化
13
・
02
・
12

大
坂

い
な
り
社
内

新
う
す
ゆ
き
物
語
・
桂
川
連
理
柵

『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』「
清
水
で
ら
」
中
、
同
「
た
へ
ま
」
切

962

文
化
13
・
03
・
21

大
坂

い
な
り
社
内

伊
賀
越
道
中
双
六
・
迎
駕
籠
死
期
茜
染
・
桂

川
連
理
柵

『
伊
賀
越
道
中
双
六
』「
第
五
」
切
、
同
「
第
八
」
切

965

文
化
13
・
05
・
03

大
坂

稲
荷
境
内

比
良
嶽
雪
見
陣
立
・
摂
州
渡
辺
橋
供
養
・
艶

容
女
舞
衣

▼『
艶
容
女
舞
衣
』「
半
七
内
」
切

967

文
化
13
・
06
・
06

大
坂

い
な
り
社
内

一
谷
嫩
軍
記
・
摂
州
合
邦
辻
・
初
嵐
元
文
噺
『
一
谷
嫩
軍
記
』「
弐
段
目
」
口
、

『
初
嵐
元
文
噺
』「
茶
屋
」
切

968

文
化
13
・
08
・
15

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内

伊
賀
越
道
中
双
六
・
摂
州
合
邦
辻
・
慣
ち
よ

つ
と
七
化

『
伊
賀
越
道
中
双
六
』「
大
広
間
」、
同
「
岡
崎
」

0972A

文
化
13
・
08
閏
・
08

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内

双
蝶
々
曲
輪
日
記
・
伽
羅
先
代
萩
・
艶
容
女

舞
衣

『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
』「
八
幡
」、

▼『
艶
容
女
舞
衣
』「
酒
屋
」

0974A
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文
化
13
・
09
・
05

名
古
屋

清
寿
院
芝
居

新
う
す
ゆ
き
物
語
・
桂
川
連
理
柵

『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』「
詮
義
」、

『
桂
川
連
理
柵
』「
帯
屋
」

977

文
化
13
・
10
・
05

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内

日
蓮
聖
人
御
法
海

『
日
蓮
聖
人
御
法
海
』「
勘
作
住
家
」、
同
「
御
会
式
」

980
文
化
13
・
12
・
26

大
坂

い
な
り
社
内

蝶
花
形
名
歌
島
台
・
箱
根
霊
験
躄
仇
討
・
関

取
二
代
鑑
・
義
臣
伝
読
切
講
釈

『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』「
あ
み
だ
寺
」
切

0984C

56

文
化
14
・
03
・
02

大
坂

い
な
り
社
内

祇
園
祭
礼
信
仰
記
・
京
鹿
子
娘
道
成
寺

『
祇
園
祭
礼
信
仰
記
』「
て
ん
が
茶
や
ぜ
さ
い
内
」
切
、

同
「
鼠
」
切

986

文
化
14
・
04
・
15

大
坂

い
な
り
社
内

太
平
記
忠
臣
講
釈
・
裙
重
浪
花
八
文
字

『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』「
白
川
」
切
、

『
裙
重
浪
花
八
文
字
』「
鰻
谷
」
切

989

文
化
14
・
05
・
04

大
坂

い
な
り
社
内

近
江
源
氏
先
陣
館

『
近
江
源
氏
先
陣
館
』「
第
六
」
切

991

文
化
14
・
07
・
14

大
坂

い
な
り
境
内

三
国
無
双
奴
請
状
・
大
塔
宮
曦
鎧
・
薫
樹
累

物
語
・
苅
萱
桑
門
築
紫

『
三
国
無
双
奴
請
状
』「
三
段
目
」
切
、

▼『
薫
樹
累
物
語
』「
土
橋
」
切

993

文
化
14
・
08
・
14

大
坂

い
な
り
芝
居

小
野
道
風
青
柳
硯
・
花
上
野
誉
の
石
碑

『
小
野
道
風
青
柳
硯
』「
弐
段
目
」
切
、

『
花
上
野
誉
の
石
碑
』「
志
渡
寺
」
切

0996A

文
化
14
・
09
・
24

大
坂

い
な
り
社
内

鬼
一
法
眼
三
略
巻
・
芦
屋
道
満
大
内
鑑

『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』「
弐
段
目
」
切
、

『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』「
狐
別
」
切

998

文
化
14
・
10
・
20

大
坂

い
な
り
社
内

義
経
千
本
桜

『
義
経
千
本
桜
』「
三
段
目
」
切

﹇
記
載
な
し
﹈

文
化
14
・
11
・
08

大
坂

稲
荷
境
内

古
戦
場
鐘
懸
の
松
・
三
日
太
平
記
・
忠
臣
一

力
祇
園
曙

『
古
戦
場
鐘
懸
の
松
』「
弐
段
目
」
口
、

『
忠
臣
一
力
祇
園
曙
』「
宮
内
住
家
」
切

1001

文
化
14
・
11
・
20

大
坂

い
な
り
境
内

彦
山
権
現
誓
助
剣

『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』「
第
弐
」
お
く
、
同
「
第
九
」
切

1003

57

文
政
01
・
01
・
吉

大
坂

い
な
り
境
内

勝
鬨
莩
源
氏
・
曾
我
会
𥡴
山

『
勝
鬨
莩
源
氏
』「
山
中
」、
同
「
十
作
住
家
」
切

1007

文
政
01
・
01
・
24

大
坂

い
な
り
社
内

本
朝
廿
四
孝
・
心
中
天
網
島

▼『
心
中
天
網
島
』「
紙
屋
」
切

1008A

文
政
01
・
03
・
25

大
坂

い
な
り
境
内

鎌
倉
三
代
記
・
新
板
歌
さ
い
も
ん

『
新
板
歌
さ
い
も
ん
』「
野
崎
村
」
切

1012

文
政
01
・
05
・
04

大
坂

い
な
り
境
内

蘭
奢
待
新
田
系
図
・
織
合
団
七
島

『
織
合
団
七
島
』「
団
七
内
」

1014A

文
政
01
・
05
・
28

大
坂

い
な
り
境
内

有
職
鎌
倉
山
・
恋
伝
授
文
武
陣
立
・
岸
姫
松

轡
鑑
・
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子

『
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
』「
吉
祥
院
」
跡
掛
合
、
同
「
鈴
が
森
」

1016A

文
政
01
・
08
・
08

大
坂

北
堀
江
市
ノ
側
芝
居

一
谷
嫩
軍
記
・
摂
州
合
邦
辻
・
芦
屋
道
満
大

内
鑑

『
一
谷
嫩
軍
記
』「
弐
段
目
」
お
く
、

『
摂
州
合
邦
辻
』「
合
邦
住
家
」
切

1019A

文
政
01
・
09
・
01

大
坂

北
堀
江
市
の
側
芝
居

住
吉
詣
婦
女
行
烈

『
住
吉
詣
婦
女
行
烈
』「
加
茂
川
」、
同
「
江
口
揚
や
」
切

1021

文
政
01
・
10
・
12

京

錦
天
神
芝
居

蝶
花
形
名
歌
島
台
・
摂
州
合
邦
辻
・
芦
屋
道

満
大
内
鑑

『
蝶
花
形
名
歌
島
台
』「
六
ツ
目
」
切
、

『
摂
州
合
邦
辻
』「
合
邦
住
家
」
切

1022A

文
政
01
・
11
・
吉

京

錦
天
神
芝
居

本
朝
廿
四
孝
・
伊
賀
越
道
中
双
六

『
本
朝
廿
四
孝
』「
三
ツ
目
」
中
、

『
伊
賀
越
道
中
双
六
』「
岡
ざ
き
村
」
切

1025A
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58

文
政
02
・
01
・
07

大
坂

御
霊
境
内

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
伊
賀
越
道
中
双
六

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』「
弐
段
目
」
切
、

『
伊
賀
越
道
中
双
六
』「
岡
崎
」
切

1027A

文
政
02
・
02
・
28

大
坂

ざ
ま
境
内

﹇
見
取
り
興
行
﹈・
傾
城
阿
古
屋
の
松
・
寿
門

松
・
廓
色
上
・
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
蝶
花
形

名
歌
島
台
・
壇
浦
兜
軍
記

『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』「
三
段
目
」
切
、

『
壇
浦
兜
軍
記
』「
琴
責
」
掛
合

1032
文
政
02
・
04
・
中
旬

伊
勢

中
之
地
蔵
常
芝
居

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
花
上
野
誉
石
碑

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』「
四
段
目
」
お
く
、

『
花
上
野
誉
石
碑
』「
志
渡
寺
」
切

1035a

文
政
02
・
05
・
04

伊
勢

中
之
地
蔵
常
大
芝
居

蝶
花
形
名
歌
島
台
・
伊
賀
越
道
中
双
六
・
義

経
千
本
桜

『
伊
賀
越
道
中
双
六
』「
岡
崎
」

1040

文
政
02
・
09

名
古
屋

七
ツ
寺

〔
外
題
未
詳
〕

〔
外
題
未
詳
〕

1050

59

文
政
03
・
01
・
20

大
坂

御
霊
社
内

日
本
賢
女
鑑

『
日
本
賢
女
鑑
』「
六
冊
目
」
切
、
同
「
十
冊
目
」
切

1055

文
政
03
・
02
・
10

大
坂

東
竹
田
芝
居

日
本
賢
女
鑑

『
日
本
賢
女
鑑
』「
六
冊
目
」
切
、
同
「
十
冊
目
」
切

1058

文
政
03
・
03
・
25

大
坂

角
丸
芝
居

玉
藻
前
旭
袂

『
玉
藻
前
旭
袂
』「
十
作
内
」
切
、
同
「
い
の
り
」
か
け
合

1060A

文
政
03
・
05
・
01

大
坂

北
の
新
地
芝
居

玉
藻
前
旭
袂

『
玉
藻
前
旭
袂
』「
十
作
内
」
切
、
同
「
い
の
り
」
か
け
合

1062

文
政
03
・
05
・
15

京

因
幡
薬
師
芝
居

玉
藻
前
旭
袂

『
玉
藻
前
旭
袂
』「
十
作
内
」
切
、
同
「
い
の
り
」
か
け
合

1064

文
政
03
・
07
・
21

大
坂

御
霊
社
内

奥
州
安
達
原
・
初
嵐
元
文
噺
・
近
頃
河
原
の

立
引

『
初
嵐
元
文
噺
』「
茶
屋
」
切

1065A

文
政
03
・
09
・
21

大
坂

い
な
り
社
内

苅
萱
桑
門
築
紫

・
勢
州
阿
漕
浦

『
勢
州
阿
漕
浦
』「
平
治
内
」

1068

文
政
03
・
11
・
01

大
坂

い
な
り
社
内

行
平
礒
馴
松
・
新
板
歌
さ
い
も
ん

『
新
板
歌
さ
い
も
ん
』「
野
崎
村
」
切

1071

文
政
03
・
11
・
11

大
坂

い
な
り
社
内

﹇
見
取
り
興
行
﹈・
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
日
蓮

聖
人
御
法
海
・
義
経
腰
越
状
・
新
板
歌
さ
い

も
ん

『
新
板
歌
さ
い
も
ん
』「
野
崎
」
切

1074

文
政
03
・
12
・
25

大
坂

い
な
り
社
内

新
う
す
ゆ
き
物
語
・
桂
川
連
理
柵

『
桂
川
連
理
柵
』「
帯
屋
」
切

1077A

60

文
政
04
・
02
・
晦
日

大
坂

稲
荷
社
内

伊
賀
越

『
伊
賀
越
』「
岡
崎
」
切

1079

文
政
04
・
05
・
13

大
坂

い
な
り
社
内

鎌
倉
三
代
記
・
織
合
襤
褸
錦

『
織
合
襤
褸
錦
」「
身
売
」
切

1081A

文
政
04
・
08
・
吉

京

四
条
南
側
大
芝
居

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
・
花
上
野
誉
礎
・
朧
桂
川

恋
柵

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』「
二
つ
目
」
切
、

『
花
上
野
誉
礎
』「
志
渡
寺
」
切

1084

・1085

文
政
04
・
09
・
09

大
坂

道
頓
堀
角
丸
芝
居

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』「
第
六
」
切
、
同
「
第
十
」
中

1086A

文
政
04
・
10
・
20

大
坂

道
頓
堀
角
丸
芝
居

菅
原
伝
授
手
習
鑑
・
箱
根
霊
験
躄
仇
討

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』「
三
段
目
」
お
く
、

『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』「
あ
み
だ
寺
」
切

1091A

文
政
04
・
11
・
13

大
坂

道
頓
堀
角
丸
芝
居

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
碁
太
平
記
白
石
噺
・

加
々
見
山
旧
錦
絵

『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』「
三
段
目
」
切
か
け
合
、

『
加
々
見
山
旧
錦
絵
』「
七
つ
目
」
切
か
け
合

1095
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61

文
政
05
・
01
・
08

大
坂

道
頓
堀
角
丸
芝
居

出
世
奴
稚
話

『
出
世
奴
稚
話
』「
小
巻
山
」、
内
「
内
蔵
の
介
や
し
き
」
切

1098

文
政
05
・
01
・
28

大
坂

道
頓
堀
角
丸
芝
居

彦
山
権
現
誓
助
剣
・
傾
城
阿
波
の
鳴
門

『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』「
五
つ
目
」
中
、
▼
同
「
七
つ
目
」
切

1099
文
政
05
・
03
・
03

京

因
幡
薬
師
芝
居

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
増
補
天
網
島

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』「
三
段
目
」
切
か
け
合
、

▼『
増
補
天
網
島
』「
紙
屋
」
切

1102
文
政
05
・
04
・
下
旬

兵
庫

兵
庫
芝
居

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
増
補
天
網
島

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』「
三
段
目
」
掛
合
、

▼『
増
補
天
網
島
』「
紙
屋
」
切

【
番
付
新
出
】

文
政
05
・
06
・
11

京

四
条
北
側
東
芝
居

日
吉
丸
稚
桜
・
夏
祭
浪
花
鑑

『
日
吉
丸
稚
桜
』「
つ
ぼ
わ
り
」、

『
夏
祭
浪
花
鑑
』「
団
七
内
」

1107A

文
政
05
・
07
・
23

金
沢

川
上
芝
居

伊
賀
越
接
合
駅
路
梅
・
檀
浦
兜
軍
記

『
伊
賀
越
接
合
駅
路
梅
』「
岡
ざ
き
」
切
、

『
檀
浦
兜
軍
記
』「
琴
責
」
岩
永

1109

文
政
05
・
08
・
吉

京

四
条
南
側
大
芝
居

接
合
駅
路
梅
・
嫗
山
姥

『
接
合
駅
路
梅
』「
岡
崎
」
切

1111

・1112

文
政
05
・
09
・
09

大
坂

道
頓
堀
角
丸
芝
居

接
合
駅
路
梅
・
嫗
山
姥

『
接
合
駅
路
梅
』「
岡
崎
」
切

1113A

文
政
05
・
11
・
29

大
坂

御
霊
社
内

小
野
道
風
青
柳
硯
・
花
上
野
誉
の
石
碑
・
恋

娘
昔
八
丈

『
小
野
道
風
青
柳
硯
』「
弐
段
目
」
中
、

『
花
上
野
誉
の
石
碑
』「
志
渡
寺
」
切

1116

62

文
政
06
・
01
・
吉

京

四
条
北
側
芝
居

義
経
千
本
桜
・
け
い
せ
い
倭
荘
子

『
義
経
千
本
桜
』「
二
の
切
」
次
、

『
け
い
せ
い
倭
荘
子
』「
郡
治
兵
へ
内
」
切

1118

文
政
06
・
02
・
吉

京

四
条
北
側
芝
居

絵
合
太
功
記
・
芦
屋
道
満
大
内
鑑

『
絵
合
太
功
記
』「
杉
の
森
籠
城
」
切
、

『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』「
信
田
の
森
」
か
け
合

1119

文
政
06
・
04
・
16

大
坂

い
な
り
社
内

神
霊
矢
口
渡
・
傾
城
阿
波
の
鳴
戸

『
神
霊
矢
口
渡
』「
弐
段
目
」
お
く
、
同
「
四
段
目
」
切

1124A

文
政
06
・
05
・
05

大
坂

い
な
り
社
内

日
吉
丸
稚
桜
・
宿
無
団
七
時
雨
傘

『
日
吉
丸
稚
桜
』「
東
吉
部
や
」
切
、

『
宿
無
団
七
時
雨
傘
』「
岩
井
風
呂
」

1126

文
政
06
・
06
・
12

大
坂

北
新
地
芝
居

日
吉
丸
稚
桜
・
初
あ
ら
し
元
文
噺

『
初
あ
ら
し
元
文
噺
』「
し
ん
ち
茶
や
」
切

1129

文
政
06
・
09
・
吉

京

四
条
北
側
大
芝
居

本
朝
廿
四
孝
・
勢
州
阿
漕
浦
・
容
艶
花
娘
道

成
寺

『
本
朝
廿
四
孝
』「
二
ノ
切
」
中
、

『
勢
州
阿
漕
浦
』「
平
治
住
家
」

1139A

文
政
06
・
11
・
01

大
坂

い
な
り
社
内

彦
山
権
現
誓
助
剣
・
往
古
曾
根
崎
村
噂

『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』「
九
つ
目
」
切

1143

63

文
政
07
・
04
・
中
旬

〜
08
・
22
以
前

江
戸

大
薩
摩
座

八
陣
守
護
城
・
伊
賀
越
・
通
矢
数
・
花
上

野
・
嫗
山
姥
・
万
代
曾
我

『
伊
賀
越
』「
沼
津
」、

『
花
上
野
』「
志
渡
寺
」
切

【
番
付
新
出
】

文
政
07
・
08
・
22

江
戸

大
薩
摩
座

太
平
記
忠
臣
講
釈
・
兜
軍
記

『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』「
四
段
目
」
切
、
同
「
八
段
目
」
切
、

『
兜
軍
記
』「
琴
責
」
か
け
合

1164a

文
政
07
・
09
・
吉

江
戸

大
薩
摩
座

箱
根
霊
験
躄
仇
討
・
名
筆
け
い
せ
い
鑑

『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』「
九
十
九
屋
敷
」
切
、
同
「
滝
」
切

補
訂
56

64

文
政
08
・
01
・
02

江
戸

結
城
座

鎮
西
八
郎
誉
弓
勢
・
関
取
千
両
幟
・
契
情
阿

波
の
鳴
戸

▼『
関
取
千
両
幟
』「
岩
川
内
」
切

1182

・1183
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65

文
政
09
・
01
・
02

大
坂

い
な
り
社
内

箱
根
霊
験
躄
仇
討
・
艶
容
婦
舞
衣

『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』「
阿
弥
陀
寺
」
切
、

▼『
艶
容
婦
舞
衣
』「
酒
や
」
切

1210

文
政
09
・
02
・
04

大
坂

い
な
り
社
内

有
職
鎌
倉
山
・
加
賀
見
山
旧
錦
絵

『
有
職
鎌
倉
山
』「
七
冊
目
」
切
、

『
加
賀
見
山
旧
錦
絵
』「
長
局
」
切
か
け
合

1214A
文
政
09
・
03
・
18

大
坂

い
な
り
境
内

伊
賀
越

『
伊
賀
越
』「
木
辻
揚
屋
」
か
け
合
、
同
「
岡
崎
」
切

1219A

文
政
09
・
05
・
15

大
坂

稲
荷
社
内

夏
祭
浪
花
鑑
・
傾
城
恋
飛
脚

『
夏
祭
浪
花
鑑
』「
大
序
」、
同
「
第
八
団
七
内
」

1227

文
政
09
・
08
・
16

京

四
条
北
側
大
芝
居

一
谷
嫩
軍
記
・
三
日
太
平
記
・
女
舞
剣
紅

楓
・
紅
狩
剣
本
地
・
最
中
秋
七
種

『
一
谷
嫩
軍
記
』「
弐
」
奥
、
同
「
三
」
切

1234A

文
政
09
・
08
・
25

京

四
条
北
側
大
芝
居

箱
根
霊
験
躄
仇
討
・
猿
曳
門
出
諷
・
最
中
秋

七
種

『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』「
阿
弥
陀
寺
」
切

1237

文
政
09
・
09
・
15

京

四
条
道
場
芝
居

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
新
板
歌
祭
文
・
壇
浦
兜

軍
記

『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』「
三
」
切
、

『
壇
浦
兜
軍
記
』「
琴
責
」
か
け
合
岩
永
左
衛
門

1239A

文
政
09
・
10
・
14

兵
庫

兵
庫
芝
居

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
新
板
歌
祭
文
・
壇
浦
兜

軍
記

『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』「
三
段
目
」
切
、

『
壇
浦
兜
軍
記
』「
琴
責
」
か
け
合
岩
永

1244

文
政
09
・
10
・
20
以

後

奈
良

奈
良
瓦
堂
芝
居

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
琴
責

『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』「
三
段
目
」
切
、

「
琴
責
」
か
け
合
岩
永

1251A

66

文
政
10
・
01
・
02

大
坂

稲
荷
社
内

絵
本
太
功
記
・
博
多
小
女
郎
恋

『
絵
本
太
功
記
』「
杉
の
森
」
切
、

『
博
多
小
女
郎
恋

』「
柳
町
」

1252a

文
政
10
・
01
・
27

大
坂

い
な
り
社
内

大
内
裏
大
友
真
鳥
・
摂
州
合
邦
辻

『
摂
州
合
邦
辻
』「
合
邦
住
家
」
切

1256A

文
政
10
・
03
・
16

大
坂

あ
み
だ
池
境
内

ひ
ら
か
な
盛
衰
記

『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』「
三
段
目
逆
櫓
」
切

1261

文
政
10
・
07
・
11

大
坂

ほ
り
江
荒
木
芝
居

伊
賀
越
・
隅
田
川
黄
金
入
船

『
隅
田
川
黄
金
入
船
』「
甚
三
内
」

1275

文
政
10
・
07
・
吉

京

四
条
道
場
芝
居

軍
法
富
士
見
西
行
・
初
あ
ら
し
元
文
噺
・
山

姥

『
初
あ
ら
し
元
文
噺
』「
茶
や
」
切

1277A

文
政
10
・
08
・
13

大
坂

堀
江
荒
木
芝
居

酒
呑
童
子
話
・
関
取
二
代
鏡

『
酒
呑
童
子
話
』「
矢
背
」
切
、

『
関
取
二
代
鏡
』「
秋
津
島
内
」
切

1279

・1280

文
政
10
・
09

堺

堺
大
寺
芝
居

﹇
見
取
り
興
行
﹈・
い
ざ
り
仇
討
・
の
ざ
き

村
・
す
み
だ
川

『
い
ざ
り
仇
討
』「
あ
み
だ
寺
」
切

1286

文
政
10
・
10
・
24

名
古
屋

な
ご
や
若
宮
御
社
内

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
芦
屋
道
満
大
内
鑑

『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』「
二
段
目
」
切
、
同
「
三
段
目
」
切

1289

文
政
10
・
11
・
08

名
古
屋

若
宮
御
社
内

伊
賀
越
道
中
双
六

『
伊
賀
越
道
中
双
六
』「
沼
津
」

1292

文
政
10
・
11
・
14

名
古
屋

若
宮
御
社
内

立
春
姫
小
松
・
関
取
二
代
鑑
・
恋
飛
脚
大
和

往
来

『
立
春
姫
小
松
』「
二
段
目
」
切
、

『
関
取
二
代
鑑
』「
あ
き
つ
し
ま
内
」
切

1293

67

文
政
11
・
01
・
吉

京

四
条
南
側
大
芝
居

新
う
す
ゆ
き
物
語
・
伽
羅
先
代
萩
・
関
取
二

代
鑑
・
恋
娘
昔
八
丈
・
博
多
織

『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』「
鍛
冶
屋
」
切
、

『
関
取
二
代
鑑
』「
秋
津
島
内
」
切

1302A
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文
政
11
・
02
・
10

名
古
屋

若
宮
御
境
内
芝
居

伽
羅
先
代
萩
・
三
国
無
双
奴
請
状
・
博
多
織

▼『
伽
羅
先
代
萩
』「
土
橋
」
切
、

『
三
国
無
双
奴
請
状
』「
三
ノ
切
」
切

1304A

文
政
11
・
03
・
03

名
古
屋

名
古
屋
若
宮
御
社
内
大

芝
居

本
朝
廿
四
孝
・
傾
城
阿
波
の
鳴
戸

『
本
朝
廿
四
孝
』「
二
だ
ん
め
」
跡
、
同
「
三
段
目
」
切

1308
文
政
11
・
03
・
24

名
古
屋

名
古
屋
若
宮
御
社
内
大

芝
居

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
檀
浦
兜
軍
記

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』「
山
」
カ
ケ
合
、
同
「
ふ
か
七
上
使
御
て
ん
」、

『
檀
浦
兜
軍
記
』「
琴
責
」
岩
永

1311

文
政
11
・
04
・
14

名
古
屋

名
古
屋
若
宮
御
社
内
大

芝
居

〔
外
題
未
詳
〕・
楓
狩
剣
本
地
・
花
上
野
誉
の

石
碑

『
花
上
野
誉
の
石
碑
』「
志
渡
寺
」
切

1314

文
政
11
・
04
・
吉

伊
勢

勢
州
古
市
芝
居

本
朝
廿
四
孝
・
御
所
桜
堀
川
夜
討
・
檀
浦
兜

軍
記

『
本
朝
廿
四
孝
』「
三
段
目
」
切
、

『
檀
浦
兜
軍
記
』「
琴
責
」
岩
永

1318

文
政
11
・
08
・
08

名
古
屋

若
宮
芝
居

酒
呑
童
子
話
・
摂
州
合
邦
辻
・
猿
曳
門
出
諷
『
酒
呑
童
子
話
』「
矢
背
」、

『
摂
州
合
邦
辻
』「
合
邦
内
」

1327A

文
政
11
・
08
・
28

名
古
屋

若
宮
芝
居

絵
本
太
功
記
・
廓
文
章

『
絵
本
太
功
記
』「
妙
心
寺
」
切
、
同
「
尼
ヶ
崎
」
切

1330

文
政
11
・
09
・
27

京

四
条
北
側
大
芝
居

八
陳
守
護
城
・
紙
子
仕
立
両
面
鑑
・
三
国
無

双
奴
請
状

『
八
陳
守
護
城
』「
三
浦
之
助
や
し
き
」
切
、

『
三
国
無
双
奴
請
状
』「
三
段
目
」
切

1332

・1333

文
政
11
・
11
・
15

堺

宿
院
芝
居

木
下
蔭
狭
間
合
戦
・
勢
州
阿
漕
浦
・
嫗
山
姥
『
木
下
蔭
狭
間
合
戦
』「
第
五
」
中
、

『
勢
州
阿
漕
浦
』「
平
治
住
家
」

1336

68

文
政
12
・
01
・
吉

大
坂

北
堀
江
市
の
側
芝
居

伊
賀
越
敵
討
・
楠
昔
噺

『
伊
賀
越
敵
討
』「
鳥
居
」、
同
「
岡
崎
」
切

1341A

文
政
12
・
03
・
吉

大
坂

北
ほ
り
へ
市
の
か
わ
芝

居

小
野
道
風
青
柳
硯
・
紙
子
仕
立
両
面
鏡
・
持

丸
長
者
黄
金
筓
・
い
ろ
は
縁
起

『
小
野
道
風
青
柳
硯
』「
弐
段
目
」
お
く
、
同
「
三
段
目
」
切

1345A

文
政
12
・
03
・
吉

大
坂

北
堀
江
市
の
側
芝
居

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
鬼
一
法
眼
三
略
巻

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』「
三
段
目
」
切
か
け
合
、
同
「
四
段
目
」
中

1346A

文
政
12
・
05
・
吉

大
坂

北
の
新
地
芝
居

立
春
姫
小
松
・
三
国
無
双
奴
請
状
・
義
経
千

本
桜
・
往
古
曾
根
崎
村
噂

『
立
春
姫
小
松
』「
弐
段
」
中
、

『
三
国
無
双
奴
請
状
』「
三
段
目
」
切

1350A

文
政
12
・
05
・
吉

大
坂

北
の
新
地
芝
居

苅
萱
桑
門
築
紫

・
心
中
天
網
島
・
女
舞
剣

紅
楓

『
苅
萱
桑
門
築
紫

』「
三
段
目
」
切

1351A

文
政
12
・
07
・
吉

京

四
条
北
側
大
芝
居

立
春
姫
小
松
・
小
野
道
風
青
柳
硯
・
女
舞
剣

紅
葉
・
粧
水
絹
川
堤

『
小
野
道
風
青
柳
硯
』「
三
だ
ん
目
」
切

1353

文
政
12
・
08
・
吉

京

四
条
道
場
芝
居

立
春
姫
小
松
・
小
野
道
風
青
柳
硯
・
粧
水
絹

川
堤
・
妹
背
山
婦
女
庭
訓

『
小
野
道
風
青
柳
硯
』「
三
だ
ん
目
」
切
、

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』「
三
だ
ん
目
」
カ
ケ
合
大
判
事

1355

文
政
12
・
09
・
吉

京

四
条
南
側
大
芝
居

木
下
蔭
狭
間
合
戦
・
傾
城
阿
波
の
鳴
門
・
嬢

景
清
八
島
日
記
・
染
模
様
妹
背
門
松
・
芦
屋

道
満
大
内
鑑

『
木
下
蔭
狭
間
合
戦
』「
壬
生
村
」
切
、

『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』「
道
行
信
田
づ
ま
」
や
か
ん
平

1358
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文
政
12
・
10
・
14

兵
庫

兵
庫
津
芝
居

木
下
蔭
狭
間
合
戦
・
紙
子
仕
立
両
面
鑑
・
伊

賀
越
道
中
双
六
・
傾
城
阿
波
の
鳴
門
・
芦
屋

道
満
大
内
鑑

『
木
下
蔭
狭
間
合
戦
』「
九
つ
目
」
切
、

『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』「
道
ゆ
き
信
田
の
二
人
妻
」
や
か
ん
平

1360
69

天
保
01
・
02
・
12

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内
芝
居

三
日
太
平
記
・
小
野
道
風
青
柳
硯
・
娘
景
清

八
島
日
記
・
け
い
せ
い
博
多
織

『
三
日
太
平
記
』「
小
田
居
茶
屋
」
中
、

『
小
野
道
風
青
柳
硯
』「
三
段
目
」
切

1369a
天
保
01
・
03
・
03

名
古
屋

清
寿
院
境
内
芝
居

傾
城
墨
染
桜
・
勢
州
阿
漕
浦
・
阿
波
ノ
鳴

戸
・
迎
駕
籠
・
粂
の
仙
人
吉
野
花
王

『
勢
州
阿
漕
浦
』「
平
治
住
家
」
切
、

『
粂
の
仙
人
吉
野
花
王
』「
山
」
カ
ケ
合

1373a

天
保
01
・
03
・
25

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内

箱
根
霊
験
躄
仇
討
・
近
頃
川
原
達
引
・
双

蝶
々
曲
輪
日
記

『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』「
筆
助
住
家
」
中
、
同
「
阿
弥
陀
寺
」
切

1375

天
保
01
・
03
閏
・
09

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内

蝶
花
形
名
歌
島
台
・
国
言
詢
音
頭
・
楠
昔
噺
『
蝶
花
形
名
歌
島
台
』「
六
段
目
」
中
、

『
国
言
詢
音
頭
』「
茶
屋
場
」
切

1377

天
保
01
・
04
・
10

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内
芝
居

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
・
本
朝
廿
四
孝

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』「
七
つ
目
」
カ
ケ
合
、
同
「
喜
内
住
家
」
切

1381

天
保
01
・
05
・
13

名
古
屋

清
寿
院
芝
居

﹇
見
取
り
興
行
﹈・
摂
津
国
長
柄
人
柱
・
加
々

見
山
旧
錦
絵
・
彦
山
誓
助
剣
・
曾
根
崎
村

噂
・
本
朝
廿
四
孝

『
加
々
見
山
旧
錦
絵
』「
長
局
」
切
カ
ケ
合
、

『
曾
根
崎
村
噂
』「
敬
興
寺
村
」
切

1386A

天
保
01
・
06
・
12

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内
芝
居

新
薄
雪
物
語
・
恋
伝
授
文
武
陣
立
・
夏
祭
浪

花
鑑
・
万
戸
将
軍
唐
日
記

『
新
薄
雪
物
語
』「
六
原
」
切
、

『
夏
祭
浪
花
鑑
』「
団
七
九
郎
兵
へ
住
家
」

1392

天
保
01
・
08
・
10

大
坂

御
霊
境
内

絵
合
太
功
記
・
勢
州
阿
漕
浦
・
義
経
千
本
桜
『
勢
州
阿
漕
浦
』「
平
治
住
家
」
切

1399D

天
保
01
・
09
・
25

大
坂

御
霊
境
内

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
近
頃
河
原
の
達
引
・
勢

州
阿
漕
浦
・
双
子
隅
田
川

『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』「
弐
段
目
」
中
、

『
勢
州
阿
漕
浦
』「
平
治
住
家
」
切

1401

天
保
01
・
10
・
17

大
坂

御
霊
境
内

菅
原
伝
授
手
習
鑑
・
加
賀
見
山
旧
錦
絵

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』「
三
段
目
」
切
、

『
加
賀
見
山
旧
錦
絵
』「
七
つ
目
」
切
か
け
合

1407

天
保
01
・
11
・
01

大
坂

御
霊
境
内

彦
山
権
現
誓
助
剣

『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』「
五
つ
目
」
切
、
同
「
九
つ
目
」
切

1408

70

天
保
02
・
01
・
吉

京

四
条
南
側
大
芝
居

本
朝
廿
四
孝
・
七
草
若
菜
切
・
由
良
湊
千
軒

長
者
・

山
姫
捨
松

『
本
朝
廿
四
孝
』「
弐
」
口
、

『
七
草
若
菜
切
』「
山
名
館
」
切

1412a

天
保
02
・
08
・
01

大
坂

道
頓
堀
若
太
夫
芝
居

国
性
爺
合
戦
・
関
取
二
代
鑑
・
万
戸
将
軍
唐

日
記

『
関
取
二
代
鑑
』「
秋
津
島
内
」
切

1431a

天
保
02
・
09
・
吉

大
坂

道
頓
堀
若
太
夫
芝
居

彦
山
権
現
誓
助
剣
・
摂
津
国
長
柄
人
柱
・
万

戸
将
軍
唐
日
記

『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』「
六
つ
目
」
切
、
同
「
九
つ
目
」
切

1438

天
保
02
・
10
・
08

大
坂

道
頓
堀
若
太
夫
芝
居

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』「
六
つ
目
」
切

1440

71

天
保
03
・
01
・
05

大
坂

御
霊
社
内

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
隅
田
川
続
俤

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』「
三
段
目
」
か
け
合
、
同
「
四
段
目
」
お
く

1447A

天
保
03
・
01
・
下
旬

兵
庫

兵
庫
芝
居

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
東
街
道
四
谷
怪
談

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』「
三
段
目
」
か
け
合
、
同
「
四
段
目
」
お
く

1452
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表　
『
時
雨
の
炬
燵
』
関
係
諸
作
対
校
表

一
、
本
表
は
『
時
雨
の
炬
燵
』
の
諸
本
間
の
異
同
を
み
る
た
め
に
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
（
本
文
の
み
を
翻
刻
し
た
。
節
章
・
振
り
仮
名
・
捨
て
仮
名
は
省
略
し
た
）。

一
、「
№
」
項
に
は
、
異
同
の
詳
細
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
の
分
節
を
設
け
た
。

Ａ　

治
兵
衛
の
様
子　
　
　
　

Ｈ　

三
五
郎
登
場　
　
　
　
　
　
　

Ｏ　

小
春
訪
問

Ｂ　

お
さ
ん
の
口
説　
　
　
　

Ｉ　

五
左
衛
門
訪
問　
　
　
　
　
　

Ｐ　

三
五
郎
お
さ
ん
の
命
令
実
行

Ｃ　

治
兵
衛
の
言
い
訳　
　
　

Ｊ　

去
状
要
求　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ　

お
さ
ん
の
手
紙

Ｄ　

お
さ
ん
の
告
白　
　
　
　

Ｋ　

お
さ
ん
の
抗
議　
　
　
　
　
　

Ｒ　

五
左
衛
門
の
手
紙

Ｅ　

小
春
の
救
命
策　
　
　
　

Ｌ　

小
春
登
場　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ　

治
兵
衛
小
春
号
泣

Ｆ　

お
さ
ん
荷
造
り　
　
　
　

Ｍ　

五
左
衛
門
簞
笥
の
確
認　
　
　

Ｔ　

訪
問
者

Ｇ　

お
さ
ん
の
今
後　
　
　
　

Ｎ　

お
さ
ん
の
離
縁

一
、「
①
時
雨
の
炬
燵
」
項
に
は
、
京
板
六
行
本
（
内
題
「
増
補
紙
屋
の
段
」、
前
表
紙
「
治
兵
衛
・
小
春
／
時
雨
の
炬
燵　

竹
本
紋
太
夫
章
」）
の
本
文
を
記
し
た
。

一
、「
②
増
補
紙
屋
治
兵
衛
」
項
に
は
、
大
坂
板
五
行
本
（
内
題
「
増
補
紙
屋
の
段
」、
前
表
紙
「
増
・
補
／
紙
屋
治
兵
衛　

紙
屋
段　

竹
本
綱
太
夫
章
」）
の
本
文
を
記
し
た
。

一
、「
③
増
補
天
網
島
」
項
に
は
、
江
戸
板
六
行
本
（
内
題
「
増
・
補
／
天
網
島
紙
屋
の
段　

豊
竹
紋
太
夫
改
章
」、
前
表
紙
「
豊
竹
紋
太
夫
改
章　

増
補
天
網
島　

紙
屋
の
段
」）
の
本
文
を
記
し
た
。

一
、「
④
心
中
紙
屋
治
兵
衛
」
項
に
は
、
通
し
本
・
初
板
七
行
本
の
本
文
を
記
し
た
。

一
、「
⑤
置
土
産
今
織
上
布
」
項
に
は
、
通
し
本
・
初
板
七
行
本
の
本
文
を
記
し
た
。

一
、「
⑥
心
中
天
の
網
島
」
項
に
は
、
通
し
本
・
初
板
七
行
本
の
本
文
を
記
し
た
。

№

①
時
雨
の
炬
燵

②
増
補
紙
屋
治
兵
衛

③
増
補
天
網
島

④
心
中
紙
屋
治
兵
衛

⑤
置
土
産
今
織
上
布

⑥
心
中
天
の
網
島

Ａ

〽
す
ぐ
に
仏
な
り
。

門
送
り
。
さ
へ
そ
こ
〳
〵

に
。
治
兵
衛
は
傍
に
有
合
す

定
木
を
枕
転
寝
の
。
あ
た
る

火
燵
の
小
春
時
。

「
ま
だ
曾
根
崎
を
忘
れ
ず
か
」

と
。
退
る
ふ
と
ん
の
内
さ
へ

も
。
涙
に
し
め
る
其
風
情
。

跡
見
送
つ
て
明
ん
と
す
る
襖

よ
り
先
こ
な
た
の
襖
。
出
る

女
房
に
そ
ら
さ
ぬ
顔
。

お
さ
ん
は
夫
の
傍
に
寄
。

「
こ
ち
の
人
さ
つ
き
に
嚊
様

の
。
私
を
除
て
云
し
や
ん
し

た
は
。（
紙
屋
一
ノ
二
オ
）
何

の
事
で
有
た
へ
」「
ヤ
夫
か
。

そ
れ
は
ア
ノ
夫
〳
〵
用
心
が

悪
い
程
に
。
夜
ざ
と
ふ
寝
い

て
ゝ
。」「
ヲ
ヽ
嚊
様
も
そ
ん

な
事
な
ら
。
何
の
わ
し
に
隠

す
事
。」「
サ
イ
ノ
お
れ
も
何

や
角
や
で
ほ
つ
と
り
と
気
草

臥
。
酒
一
ぱ
い
呑
し
て
た

も
。
あ
（
紙
屋
一
ノ
二
ウ
）
い

ら
に
云
へ
ば
仰
山
な
。
太
義

な
が
ら
間
し
て
来
て
。
吾
儕

も
一
つ
呑
で
寝
や
」
と
。
背

け
る
顔
の
北
時
雨
。

〽
す
ぐ
に
仏
な
り
。

門
お
く
り
。
さ
へ
そ
こ
〳
〵

に
。
次
兵
衛
は
そ
ば
に
有
合

す
定
木
を
枕
う
た
ゝ
ね
の
。

顔
に
あ
ふ
ぎ
の
小
夜
が
う
し

「
ま
だ
曾
根
崎
を
わ
す
れ
ず

か
」
と
。
の
け
る
あ
ふ
ぎ
の

ぢ
が
み
さ
へ
。
涙
に
し
め
る

其
ふ
ぜ
い
。

〽
す
ぐ
に
仏
成
。

門
送
り
さ
へ
そ
こ
〳
〵
に
敷

居
も
越
や
越
ぬ
中
。
巨
燵
に

治
兵
衛
又
こ
ろ
り
。
か
ぶ
る

蒲
団
の
格
子
島
。「
ま
だ
曾

根
崎
を
忘
れ
ず
か
」
と
。

れ
な
が
ら
立
寄
て
。
蒲
団
を

取
て
引
退
れ
ば
。
枕
に
つ
た

ふ
涙
の
瀧
身
も
う
く
。
計
り

泣
居
る
。

〽
さ
し
て
ぞ
立
帰
る
。（
今

織
三
十
二
ウ
）

門
送
り
さ
へ
そ
こ
〳
〵
に
。

次
兵
衛
は
傍
に
有
合
す
。
定

木
を
枕
転
寝
の
。
顔
に
扇
の

小
夜
格
子
。「
ま
だ
曾
根
崎

を
忘
れ
ず
か
」
と
。
思
ひ
な

が
ら
も
傍
に
寄
。「
さ
つ
き

に
聞
ば
精
進
を
落
さ
し
や
ん

し
た
で
は
な
い
か
い
な
。
勘

太
も
寝
入
て
居
る
そ
ふ
な

り
。
傍
に
人
も
な
い
程
に
。

序
に
精
進
落
て
い
な
」
と
。

退
る
扇
の
地
紙
さ
へ
涙
に
し

め
る
其
風
情
。

す
ぐ
に
仏
成
。

門
お
く
り
さ
へ
そ
こ
〳
〵
に

し
き
ゐ
も
こ
す
や
こ
さ
ぬ

中
。
こ
た
つ
に
治
兵
衛
又
こ

ろ
り
。
か
ぶ
る
ふ
と
ん
の
か

う
し
島
。「
ま
だ
そ
ね
さ
き

を
わ
す
れ
（
紙
二
十
三
オ
）

ず
か
」
と
。
あ
き
れ
な
が
ら

立
よ
つ
て
。
ふ
と
ん
を
取
て

引
の
く
れ
は
枕
に
つ
た
ふ
涙

の
た
き
身
も
う
く
計
泣
ゐ
た

る
。
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お
さ
ん
は
あ
き
れ
つ
く
〴
〵

と
。
顔
打
守
り
〳
〵
。「
ヱ
ヽ

あ
ん
ま
り
（
紙
屋
ノ
二
オ
）
じ

や
ぞ
へ
治
兵
衛
様
。
夫
程
名

残
が
惜
い
な
ら
。
せ
い
し
書

ぬ
が
よ
ご
ざ
ん
す
。
な
せ
に

お
前
は
其
様
に
。
私
が
憎
ふ

ご
ざ
ん
す
へ
。」「
コ
レ
〳
〵
ソ
リ
ヤ

ま
あ
何
を
い
や
る
ぞ
い
の
。子

中
迄
な
し
た
中
に
。」「
イ
ヱ
ア

〳
〵
〳
〵
。
に
く
い
そ
ふ
な

〳
〵
〳
〵
。
に
く
ま
し
や
ん

す
が
嘘
か
い
な
ア
。
お
と
ゝ

し
の
十
月
。
中
の
亥
の
子
に

火
燵
明
た
祝
義
迚
。
コ
レ
爰

で
。
枕
な
ら
べ
て
（
紙
屋
ノ

二
ウ
）
此
か
た
は
。
女
房
の

懐
に
は
鬼
が
住
か
蛇
が
住

か
。
そ
れ
程
心
残
り
な
ら
泣

し
や
ん
せ
〳
〵
。
其
涙
が
蜆

川
へ
な
が
れ
た
ら
小
春
が
汲

で
呑
み
や
ら
ふ
ぞ
。
余
り
む

ご
い
治
兵
衛
様
。
何
ぼ
お
ま

へ
に
ど
の
様
な
せ
つ
な
い
義

理
が
有
迚
も
。
二
人
の
子
供

は
。
お
前
何
共
な
い
か
い

な
」
と
心
の
限
り
く
ど
き
立

恨
歎
く
ぞ
誠
な
る
。

お
さ
ん
は
つ
く
〴
〵
打
守

り
。「
ヱ
ヽ
余
り
じ
や
治
兵
衛

様
。
な
せ
に
お
前
は
其
様

に
。
私
が
憎
ふ
ご
ざ
ん
す

へ
。」「
コ
レ
〳
〵
（
紙
屋
三
オ
）

そ
り
や
何
云
や
る
ぞ
い
の
。

子
中
迄
な
し
た
中
に
。」「
イ
ヱ

〳
〵
〳
〵
。
憎
い
そ
ふ
な

〳
〵
。
憎
ま
し
や
ん
す
が
嘘

か
い
な
。
一
昨
年
の
十
月
。

中
の
亥
の
子
に
火
燵
明
た
祝

義
迚
。
コ
レ
爰
で
。
枕
な
ら

べ
て
以
来
は
。
女
房
の
懐
に

は
。
鬼
が
（
紙
屋
三
ウ
）
住

か
蛇
が
住
か
。
そ
れ
程
心
残

り
な
ら
泣
し
や
ん
せ
〳
〵
。

其
涙
が
蜆
川
へ
流
れ
た
ら
小

春
が
汲
で
呑
み
や
ら
ふ
ぞ
。

余
り
む
ご
い
治
兵
衛
様
。
何

ぼ
お
ま
へ
に
ど
の
様
な
せ
つ

な
い
義
理
が
有
迚
も
。
二
人

の
子
供
は
。
お
前
何
（
紙
屋

四
オ
）
共
な
い
か
い
な
」
と

心
の
限
り
く
ど
き
立
恨
み
歎

く
ぞ
誠
な
る
。

お
さ
ん
は
あ
き
れ
つ
く
〴
〵

と
。
顔
打
ま
も
り
〳
〵
。

「
ヱ
ヽ
あ
ん
ま
り
じ
や
ぞ
へ

次
兵
衛
さ
ん
。
そ
れ
程
な
ご

り
が
お
し
い
な
ら
。
せ
い
し

か
ゝ
ぬ
が
よ
ご
ざ
ん
す
。
一

昨
年
の
十
月
中
の
（
紙
屋
上

壱
オ
）
亥
の
こ
に
こ
た
つ
明
。

其
し
う
ぎ
と
て
是
こ
ゝ
で
。

枕
な
ら
べ
て
こ
の
か
た
は
。

女
房
の
ふ
と
こ
ろ
に
は
鬼
が

す
む
か
蛇
が
す
む
か
。
そ
れ

程
心
が
残
る
な
ら
泣
し
や
ん

せ
〳
〵
。
其
涙
が
し
ゞ
み
川

へ
な
が
れ
。
寄
べ
の
小
は
る

殿
。
大
か
た
く
ん
で
の
ま
し

や
ん
し
よ
。
つ
れ
そ
ふ
女
房

の
心
に
も
成
て
見
て
く
れ
た

が
よ
い
。
聞
へ
ぬ
は
い
な
ど

う
よ
く
」
と
す
が
り
。
付
た

る
な
い
じ
や
く
り
。

引
起
し
引
立
。（
紙
屋
四
十
九

ウ
）
巨
燵
の
や
ぐ
ら
に
つ
き

す
へ
。
顔
つ
く
〴
〵
と
打
な

が
め
。「
ヱ
ヽ
余
り
じ
や
治
兵

衛
殿
。
夫
程
名
残
お
し
く

ば
。
誓
紙
書
ぬ
が
よ
い
わ
い

の
。
一
昨
年
の
十
月
。
中
の

亥
の
子
に
。
巨
燵
明
た
祝
義

迚
。
マ
ア
爰
で
。
枕
な
ら
べ

て
以
来
。
女
房
の
懐
に
は
。

鬼
が
住
か
蛇
が
住
か
二
年
と

い
ふ
物
を
す
も
り
に
し
て
。

漸
は
ゝ
様
伯
父
様
の
お
か
げ

で
。
睦
じ
い
女
夫
ら
し
い
。

寝
物
語
り
も
せ
ふ
物
と
。
楽

し
む
間
も
な
く
。
ほ
ん
に
む

こ
い
難
面
。
さ
ほ
ど
心
残
ら

ば
。
泣
し
や
ん
せ
。
〳
〵
其

涙
が
蜆
川
へ
流
れ
て
小
春
の

汲
で
呑
み
や
ら
ふ
ぞ
。
エ
ヽ

曲
も
な
い
恨
め
し
や
」
と
。

膝
に
抱
つ
き
。
身
を
投
ふ
し

く
ど
き
。立
て
ぞ
歎
き
け
る
。

お
さ
ん
は

れ
つ
く
〴
〵

と
。
顔
打
守
〳
〵
。「
余
り

じ
や
そ
へ
次
兵
衛
様
。
夫
程

名
残
惜
い
な
ら
誓
紙
書
ぬ
が

よ
こ
さ
ん
す
。
一
昨
年
の
十

月
中
の
亥
猪
に
巨
燵
明
。
其

祝
義
迚
是
爰
で
。
枕
な
ら
べ

て
以
来
は
。
女
房
の
懐
に

は
。
鬼
が
住
か
蛇
が
住
か
。

夫
程
心
が
残
る
な
ら
泣
し
や

ん
せ
〳
〵
。
其
涙
が
蜆
川

へ
。
流
れ
よ
る
べ
の
小
春

殿
。
大
方
汲
で
飲
し
や
ん
し

よ
。
連
添
女
房
（
今
織
三
十

三
ノ
五
オ
）
の
心
に
も
成
て

見
て
く
れ
た
が
よ
い
。
聞
へ

ぬ
わ
い
な
胴
欲
」
と
縋
り
付

た
る
な
い
じ
や
く
り
。

引
お
こ
し
引
立
こ
た
つ
の
や

ぐ
ら
に
つ
き
す
へ
。
か
ほ
つ

く
〳
〵
と
打
な
が
め
。「
あ

ん
ま
り
し
や
治
兵
衛
殿
。
そ

れ
程
な
こ
り
お
し
く
ば
せ
い

し
か
ゝ
ぬ
が
よ
い
わ
い
の
。

お
と
ゝ
し
の
十
月
中
の
ゐ
の

子
に
こ
た
つ
明
た
祝
義
と

て
。
ま
あ
是
こ
ゝ
で
枕
な
ら

べ
て
此
か
た
。
女
房
の
ふ
と

こ
ろ
に
は
鬼
が
す
む
か
じ
や

が
す
む
か
。
二
年
と
い
ふ
物

す
も
り
に
し
て
や
う
〳
〵

は
ゝ
さ
ま
お
ぢ
様
の
お
か
げ

で
。
む
つ
ま
じ
い
め
を
と
ら

し
い
ね
物
か
た
り
も
せ
う
物

と
。
た
の
し
む
間
も
な
く
ほ

ん
に
む
ご
い
つ
れ
な
い
さ
程

心
残
ら
ば
な
か
し
や
ん
せ

〳
〵
。
其
涙
が
し
ゞ
み
が
は

へ
（
紙
二
十
三
ウ
）
な
が
れ

て
小
は
る
の
く
ん
で
の
み
や

ら
ふ
ぞ
。
エ
ヽ
き
よ
く
も
な

い
う
ら
め
し
や
」
と
。
ひ
ざ

に
だ
き
付
身
を
な
げ
ふ
し
く

ど
き
。
た
て
ゞ
ぞ
な
げ
き
け

る
。

「
ヲ
ヽ
尤
じ
や
誤
（
紙
屋
ノ
三

オ
）
た
悲
し
い
涙
は
目
よ
り

出
。
無
念
な
涙
は
耳
か
ら
な

り
共
出
る
な
ら
ば
。
云
ず
と

心
見
す
べ
き
に
。
同
じ
目
よ

り
こ
ぼ
る
ゝ
涙
。
足
か
け
三

年
が
其
間
。
露
程
も
悋
気
せ

ぬ
。
そ
な
た
に
い
ふ
も
恥
し

な
が
ら
。
此
間
も
曾
根
崎

で
。
残
ら
ず
聞
た
小
春
め
が

治
兵
衛
も
今
更
理
に
せ
め
ら

れ
。「
尤
共
道
理
共
。
一
言

返
す
詞
は
な
い
。
足
か
け
三

年
が
其
間
。
露
程
も
悋
気
せ

ぬ
。
そ
な
た
に
い
ふ
も
恥
し

な
が
ら
。
此
（
紙
屋
四
ウ
）

間
も
曾
根
崎
で
。
残
ら
ず
聞

た
小
春
め
が
不
心
中
。
今
と

い
ふ
今
夢
も
さ
め
。
思
ひ
切

て
は
居
る
け
れ
ど
。
ア
ノ
太

次
兵
衛
も
今
さ
ら
め
ん
ぼ
く

の
。
涙
ぬ
ぐ
ふ
て
お
き
上

り
。「
ヲ
ヽ
尤
じ
や
あ
や
ま
つ

た
。
か
な
し
い
涙
は
目
よ
り

出
。
無
念
な
涙
は
（
紙
屋
上

壱
ウ
）
み
ゝ
か
ら
成
共
出
る

な
ら
ば
。
云
ず
と
心
見
へ
べ

き
に
。
お
な
じ
目
よ
り
こ
ぼ

る
ゝ
涙
。
あ
し
か
け
三
年
が

其
間
。
つ
ゆ
程
も
り
ん
き
せ

治
兵
衛
涙
押
拭
ひ
。「
悲
し

い
涙
は
眼
（
紙
屋
五
十
オ
）

よ
り
出
。
無
念
涙
は
耳
か
ら

な
り
共
出
る
な
ら
ば
。
い
は

ず
と
心
を
見
す
べ
き
に
。
同

じ
目
よ
り
盈
る
ゝ
。
涙
の
色

の
か
は
ら
ね
ば
。
心
の
見
へ

ぬ
は
尤
々
。
人
の
か
は
着
た

畜
生
女
が
。
名
残
も
へ
ち
ま

も
何
共
な
い
。
遺
恨
有
身
す

次
兵
衛
も
今
更
面
目
の
。
涙

拭
ふ
て
起
上
り
。「
ヲ
ヽ
尤
じ

や
誤
つ
た
。
足
か
け
三
年
が

其
間
。
ふ
つ
つ
り
共
悋
気
せ

ぬ
。
そ
な
た
に
い
ふ
も
恥
し

な
が
ら
。
此
間
山
崎
で
残
ら

ず
聞
た
小
春
め
が
ぶ
心
中
。

今
と
い
ふ
今
夢
も
覚
。
思
ひ

切
て
は
居
る
け
れ
ど
。
さ
つ

き
に
咄
し
た
身
す
が
ら
太
兵

治
兵
衛
眼
お
し
の
こ
ひ
。

「
悲
し
い
涙
は
め
よ
り
出
。

無
念
涙
は
耳
か
ら
成
共
出
る

な
ら
ば
。
い
は
ず
と
心
を
見

す
べ
き
に
。
お
な
し
め
よ
り

こ
ぼ
る
ゝ
涙
の
色
の
か
は
ら

ね
は
。
心
の
見
へ
ぬ
は
尤
々
。

人
の
か
は
き
た
ち
く
し
や
う

女
が
。
な
ご
り
も
へ
ち
ま
も

な
ん
共
な
い
。
ゐ
こ
ん
有
身
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不
心
中
。
今
と
い
ふ
今
夢
も

さ
め
。
思
ひ
切
て
は
居
る
け

れ
ど
。
ソ
レ
さ
つ
き
（
紙
屋

ノ
三
ウ
）
に
も
咄
せ
し
こ
と

く
。
ア
ノ
太
兵
衛
め
が
。
急

に
身
請
を
す
る
と
の
噂
。
退

て
十
日
も
立
ぬ
中
。
請
出
さ

る
ゝ
義
理
し
ら
ず
の
。
小
春

め
が
事
は
心
残
ら
ね
ど
。
問

屋
中
の
付
合
に
も
。『
金
の

工
面
に
尽
し
故
。
小
春
を
退

た
』
の
何
の
迚
。
ゑ
し
れ
ぬ

や
つ
ら
が
口
の
端
に
。
か
ゝ

る
が
無
念
な
口
惜
い
と
。
思

は
ず
涙
を
こ
ぼ
し
（
紙
屋
ノ

四
オ
）
た
は
い
の
ふ
。」

兵
衛
め
が
急
に
身
請
を
す
る

と
の
噂
。
退
て
十
日
も
立
ぬ

中
。
請
出
さ
る
ゝ
義
理
し
ら

ず
の
。（
紙
屋
五
オ
）
小
春
に

心
は
残
ら
ね
ど
。
問
屋
中
の

付
合
に
も
。『
金
の
工
面
に

尽
し
故
。
小
春
を
退
た
』
の

何
の
迚
。
ゑ
し
れ
ぬ
や
つ
ら

の
口
の
端
に
。
か
ゝ
る
が
無

念
な
口
惜
い
。」

ぬ
。
そ
な
た
に
い
ふ
も
は
づ

か
し
な
が
ら
。
此
間
も
曾
根

崎
で
。
残
ら
ず
聞
た
小
は
る

め
が
不
心
中
。
今
と
い
ふ
今

夢
も
さ
め
。
思
ひ
切
て
は
ゐ

る
け
れ
ど
。
さ
つ
き
に
も
は

な
せ
し
ご
と
く
。
あ
の
太
兵

衛
め
が
急
に
身
受
を
す
る
と

の
う
は
さ
。
の
い
て
十
日
も

立
ぬ
中
。
受
出
さ
れ
る
ぎ
り

し
ら
ず
の
。
小
は
る
め
が
事

は
心
の
こ
ら
ね
ど
。
問
屋
中

の
附
合
に
も
。『
金
の
く
め

ん
に
（
紙
屋
上
二
オ
）
つ
き

し
ゆ
へ
。
小
は
る
を
の
い

た
』
と
様
々
の
。
か
げ
口
を

聞
口
お
し
さ
。
す
い
り
や
う

し
て
た
も
い
の
」
と
。
お
つ

と
の
詞
に
お
ど
ろ
く
お
さ

ん
。「
ヱ
ヽ
何
と
云
し
や
ん

す
。
ソ
リ
ヤ
お
ま
へ
し
ん
じ
つ

で
ご
ざ
ん
す
か
へ
。」「
ヲ
イ
ノ

か
う
成
上
は
何
の
偽
り
。
こ

と
に
あ
の
太
兵
衛
め
は
。
わ

る
者
附
合
を
す
る
や
つ
。
ゑ

し
れ
ぬ
や
つ
ら
が
口
の
は

に
。
か
ゝ
る
が
む
ね
ん
な
口

お
し
い
と
。
思
は
ず
涙
を
こ

ぼ
し
た
は
い
の
ふ
。」

が
ら
の
太
兵
衛
。
銀
は
自
由

妻
子
は
な
し
。
請
出
す
工
面

仕
つ
れ
共
。
其
時
迄
は
小
春

め
が
。
太
兵
衛
が
心
に
随
は

ず
。『
少
し
も
気
づ
か
ひ
な

さ
れ
な
。
た
と
へ
こ
な
さ
ん

と
縁
き
れ
。
添
れ
ぬ
身
に
成

た
り
共
。
太
兵
衛
に
は
請
出

さ
れ
ぬ
。
若
金
ぜ
き
で
親
方

か
ら
や
る
な
ら
ば
。
物
の
見

事
に
死
で
見
し
よ
』
と
。

度
々
詞
を
放
ち
し
が
。
是
見

や
退
て
十
日
も
立
ぬ
中
。
太

兵
衛
め
に
請
出
さ
る
ゝ
。
く

さ
り
女
の
四
つ
足
め
に
。
心

は
ゆ
め
〳
〵
残
ら
ね
共
。

（
紙
屋
五
十
ウ
）
太
兵
衛
め
が

ゐ
ん
げ
ん
こ
き
。『
治
兵
衛

が
身
代
い
き
つ
い
て
の
。
ヤ

銀
に
詰
つ
て
の
』
な
ん

ど
ゝ
。
大
坂
中
を
ふ
れ
廻

り
。
問
屋
中
の
付
合
に
も
。

頬
を
ま
ぶ
ら
れ
生
恥
か
く
。

胸
が
裂
る
身
が
も
へ
る
。

ヱ
ヽ
口
惜
い
。
無
念
な
。
あ

つ
い
涙
血
の
涙
。
ね
ば
い
涙

を
打
こ
へ
。
熱
鉄
の
涙
か
盈

る
ゝ
」
と
と
う
ど
ふ
し
て
。

泣
け
れ
ば
。
は
つ
と
お
さ
ん

が
興
さ
め
顔
。

衛
。
急
に
身
受
を
す
る
と
の

噂
。
退
て
十
日
も
立
ぬ
中
。

受
出
さ
れ
る
義
理
し
ら
ず

め
。
少
し
も
心
は
残
ら
ね

ど
。
悪
者
共
か
口
の
端
に

『
金
の
工
面
に
尽
た
故
。
小

春
を
退
た
』
と
様
々
の
影
口

を
聞
口
惜
さ
。
推
量
し
て
た

も
い
の
」
と
。
夫
の
詞
に
驚

く
お
さ
ん
「
ヱ
ヽ
何
と
い
は

し
や
ん
す
。
そ
り
や
真
実
で

ご
ざ
ん
す
か
へ
。

す
が
ら
の
太
兵
衛
。
か
ね
は

じ
ゆ
う
さ
い
し
は
な
し
請
出

す
ぐ
め
ん
し
つ
れ
共
。
其
時

迄
は
こ
は
る
め
が
。
太
兵
衛

が
心
に
し
た
が
は
ず
。『
少

も
き
つ
か
ひ
な
さ
れ
な
た
と

へ
こ
な
さ
ん
と
縁
き
れ
。
そ

は
れ
ぬ
身
（
紙
二
十
四
オ
）
に

成
た
り
共
。
太
兵
衛
に
は
請

出
さ
れ
ぬ
も
し
か
ね
ぜ
き
で

親
か
た
か
ら
や
る
な
ら
ば
。

物
の
見
こ
と
に
死
ん
で
見
し

よ
』
と
。
た
び
〳
〵
詞
を
は

な
ち
し
が
こ
れ
見
や
の
い
て

十
日
も
た
ゝ
ぬ
中
。
太
兵
衛

め
に
請
出
さ
る
ゝ
く
さ
り
女

の
四
ツ
足
め
に
。
心
は
ゆ
め

〳
〵
の
こ
ら
ね
共
。
太
兵
衛

め
が
い
ん
げ
ん
こ
き
。『
治

兵
衛
し
ん
だ
い
い
き
つ
い
て

の
か
ね
に
つ
ま
つ
て
』
な
ん

ど
ゝ
。
大
坂
中
を
ふ
れ
廻
り

と
い
屋
中
の
付
合
に
も
。
つ

ら
を
ま
ぶ
ら
れ
い
き
恥
か
く

胸
が
さ
け
る
身
が
も
へ
る
。

エ
ヽ
口
お
し
い
無
念
な
あ
つ

い
涙
血
の
涙
。
ね
ば
い
涙
を

打
こ
へ
。
ね
つ
て
つ
の
涙
が

こ
ぼ
る
ゝ
」
と
ど
う
（
紙
二
十

四
ウ
）
と
ふ
し
て
泣
け
れ
ば
。

は
つ
と
お
さ
ん
が
け
う
さ
め

顔
。

「
ヱ
ヽ
そ
ん
な
ら
ほ
ん
ま
に
小

春
様
は
。
お
前
に
あ
い
そ
づ

か
し
を
い
ふ
て
。
太
兵
衛
が

所
へ
行
は
づ
か
へ
。」「
ハ
テ

き
よ
と
〳
〵
し
い
其
声
は
い

の
。」「
ヲ
ヽ
そ
ん
な
ら
小
春

「
ヱ
ヽ
ア
ノ
小
春
様
は
お
前
に

あ
い
そ
を
つ
か
し
。
真
実
太

兵
衛
が
所
へ
（
紙
屋
五
ウ
）
行

し
や
ん
す
か
へ
。
そ
ん
な
ら

小
春
様
は
生
て
居
る
気
じ
や

な
い
は
い
な
。」「
ヱ
ヽ
ア
ノ

「
ヱ
ヽ
そ
ん
な
り
や
ほ
ん
ま

に
小
は
る
は
お
ま
へ
に
あ
い

そ
づ
か
し
を
い
ふ
て
。
太
兵

衛
が
所
へ
行
は
づ
か
へ
。」

「
ハ
テ
き
よ
と
〳
〵
し
い
其

こ
へ
は
い
の
。」「
ヲ
ヽ
そ
ん

「
ヤ
ヤ
ア
ハ
ア
そ
れ
な
れ
ば
い

と
し
や
小
春
は
死
に
や
る
ぞ

や
。」「
ハ
テ
扨
。
何
ぼ
利
発

で
も
。
遉
町
の
女
房
じ
や

の
。
あ
の
不
心
中
者
何
の
死

ふ
。
灸
を
す
へ
薬
呑
で
。
命

そ
ん
な
ら
ば
小
春
殿
は
。
死

し
や
ん
す
は
い
な
〳
〵
。

（
今
織
三
十
三
ノ
五
ウ
）
こ
り

や
ど
ふ
せ
ふ
」
と
立
つ
居

つ
。
騒
ぐ
女
房
騒
が
ぬ
夫

「
ハ
テ
扨
。
何
ぼ
発
明
で
も

「
ヤ
ア
ウ
ハ
ア
そ
れ
な
れ
ば
い

と
し
や
小
は
る
は
し
に
や
る

そ
や
。」「
ハ
テ
サ
テ
な
ん
ぼ

り
は
つ
で
も
さ
す
が
町
の
女

房
じ
や
の
。
あ
の
ぶ
心
中
者

な
ん
の
し
な
ふ
。
き
う
を
す
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様
は
生
て
居
る
気
じ
や
な
い

は
い
な
。
ア
ヽ
死
し
や
ん
す

は
い
な
。
コ
リ
ヤ
ど
ふ
せ
ふ
」

と
立
つ
居
つ
。
さ
は
ぐ
女
房

騒
が
ぬ
夫
。「
ハ
テ
扨
何
ぼ
発

明
で
も
。
さ
す
が
町
の
（
紙

屋
ノ
四
ウ
）
女
房
じ
や
。
ア
ノ

不
心
中
者
が
何
の
死
ふ
ぞ
。」

「
イ
ヱ
〳
〵
そ
ふ
じ
や
ご
ざ
ん

せ
ぬ
。
小
春
様
に
不
心
中

は
。
芥
子
程
も
な
い
け
れ

ど
。
日
外
よ
り
お
前
の
そ
ぶ

り
何
を
い
ふ
て
も
う
か
〳
〵

と
。
若
悲
し
い
目
を
見
よ
ふ

か
と
案
し
過
し
て
小
春
様

へ
。『
い
と
し
い
と
思
は
ん

す
治
兵
衛
殿
の
為
じ
や
程

に
。
思
ひ
切
て
下
さ
ん
せ
』

と
書
く
ど
い
て
や
つ
た
文
。

引
れ
（
紙
屋
ノ
五
オ
）
ぬ
義

理
と
合
点
し
て
『
親
に
も
か

へ
ぬ
恋
な
れ
ど
。
思
ひ
切
』

と
の
嬉
し
い
返
事
。
是
程
真

実
な
心
で
。
何
の
太
兵
衛
の

所
へ
行
し
や
ん
し
よ
。
請
出

さ
れ
た
ら
其
儘
に
。
死
る
覚

悟
に
違
ひ
は
な
い
。
小
春
様

を
殺
し
て
は
此
さ
ん
が
義
理

立
ず
。
ど
ふ
ぞ
命
が
助
け
た

い
。
思
案
し
て
下
さ
ん
せ
。

ひ
よ
ん
な
事
ど
ふ
せ
ふ
」

と
。
始
て
明
す
女
房
（
紙
屋

ノ
五
ウ
）
の
誠
。

不
心
中
者
が
何
の
死
ふ
ぞ
い

の
。」「
イ
ヱ
〳
〵
〳
〵
。
小
春

様
に
不
心
中
は
芥
子
程
も
な

い
け
れ
ど
。
日
外
よ
り
お
前

の
そ
ぶ
り
。
何
を
云
て
も

（
紙
屋
六
オ
）
う
か
〳
〵
と
。

若
悲
し
い
目
も
見
よ
ふ
か

と
。
案
じ
過
し
て
小
春
様

に
。『
い
と
し
い
と
思
は
ん

す
。
治
兵
衛
様
の
為
じ
や
程

に
。
思
ひ
切
て
下
さ
ん
せ
』

と
。
書
く
ど
い
て
や
つ
た

文
。『
引
れ
ぬ
義
理
と
合
点

し
て
親
に
も
か
へ
（
紙
屋
六

ウ
）
ぬ
恋
な
れ
ど
。
思
ひ
切
』

と
の
嬉
し
い
返
事
。
是
程
真

実
な
心
で
。
何
の
太
兵
衛
の

所
へ
行
し
や
ん
し
よ
。
請
出

さ
れ
た
ら
其
儘
に
。
死
る
覚

悟
に
違
ひ
は
な
い
。
小
春
様

を
殺
し
て
は
此
さ
ん
が
義
理

立
ず
」
と
。
始
め
て
（
紙
屋

七
オ
）
明
す
女
房
の
誠
。

な
ら
小
（
紙
屋
上
二
ウ
）
は

る
殿
は
生
て
ゐ
る
き
じ
や
な

い
は
い
な
。
〳
〵
ア
ヽ
死
し

や
ん
す
は
い
な
〳
〵
コ
リ
ヤ

ど
ふ
せ
ふ
」
と
立
つ
ゐ
つ
。

さ
は
ぐ
女
房
さ
は
が
ぬ
お
つ

と
。「
ハ
テ
扨
。
何
ぼ
は
つ
め

い
で
も
さ
す
が
町
の
女
房
じ

や
。
ア
ノ
不
心
中
者
が
何
の

死
ふ
ぞ
。」「
イ
ヱ
〳
〵
〳
〵
そ

ふ
じ
や
ご
ざ
ん
せ
ぬ
。
小
は

る
殿
に
不
心
中
は
。
け
し
程

も
な
い
け
れ
ど
。
い
つ
ぞ
や

よ
り
お
ま
へ
の
そ
ぶ
り
。
何

を
い
ふ
て
も
う
か
〳
〵
と
。

若
か
な
し
い
め
も
見
よ
ふ
か

と
あ
ん
じ
す
ご
し
て
小
は
る

殿
へ
。『
い
と
し
い
と
思
は

ん
す
。
次
兵
衛
殿
の
為
じ
や

程
に
。
思
ひ
切
て
下
さ
ん

せ
』
と
。（
紙
屋
上
三
オ
）
書

く
ど
い
て
や
つ
た
文
。『
引

れ
ぬ
ぎ
り
と
が
て
ん
し
て
。

親
に
も
か
へ
ぬ
恋
な
れ
ど
。

思
ひ
切
』
と
の
う
れ
し
い
へ

ん
じ
。
是
程
に
し
ん
じ
つ
な

心
で
。
何
の
太
兵
衛
の
所
へ

行
し
や
ん
し
よ
。
受
出
さ
れ

た
ら
其
ま
ゝ
に
。
死
る
か
く

ご
に
ち
が
ひ
は
な
い
。
小
は

る
殿
を
こ
ろ
し
て
は
此
さ
ん

が
ぎ
り
立
ず
。
ど
ふ
ぞ
命
が

た
す
け
た
い
。
コ
レ
し
あ
ん

し
て
下
さ
ん
せ
。
ア
ヽ
ひ
よ

ん
な
事
ど
ふ
せ
ふ
」
と
。
は

じ
め
て
明
す
女
房
の
誠
。

の
養
生
す
る
は
い
の
。」「
イ

ヤ
〳
〵
そ
ふ
で
な
い
。
わ
し

が
一
生
い
ふ
ま
い
と
は
思
へ

共
。
か
く
し
つ
ゝ
ん
で
む
ざ

〳
〵
殺
す
。
其
罪
も
恐
ろ
し

く
。
大
事
の
事
を
打
明
る
。

小
春
殿
に
不
（
紙
屋
五
十
一

オ
）
心
中
け
し
程
も
な
け
れ

共
。
二
人
の
手
を
切
せ
し
は

此
さ
ん
が
か
ら
く
り
。
こ
な

様
が
う
か
〳
〵
と
。
死
る
気

色
も
見
へ
し
故
。
余
り
悲
し

さ
『
女
は
あ
い
み
互
こ
と
。

切
れ
ぬ
所
を
思
ひ
切
。
夫
の

命
を
頼
〳
〵
』
と
か
き
く
ど

い
た
文
を
か
ん
じ
。『
身
に

も
命
に
も
か
へ
ぬ
大
事
の
殿

な
れ
ど
。
引
れ
ぬ
義
理
合
思

ひ
。
切
』
と
の
返
事
わ
し
や
。

是
守
り
に
身
を
は
な
さ
ぬ
。

是
程
の
賢
女
が
。
こ
な
様
と

の
契
約
違
へ
。
お
め
〳
〵
太

兵
衛
に
添
ふ
物
か
。
女
は
我

人
一
む
き
に
思
ひ
か
へ
し
の

な
い
も
の
。
死
に
や
る
は
い

の
〳
〵
。
ア
ヽ
ア
ヽ
ひ
よ
ん

な
事
。
サ
ア
〳
〵
サ
と
う
ぞ
助

け
て
〳
〵
」
と
。
さ
は
げ
ば

遉
町
の
女
房
じ
や
。
無
心
中

者
何
の
死
ふ
。」「
イ
ヱ
〳
〵

そ
ふ
じ
や
ご
ざ
ん
せ
ぬ
。
小

春
殿
に
無
心
中
は
。
芥
子
程

も
な
い
け
れ
ど
。
日
外
か
ら

の
お
前
の
そ
ぶ
り
。
何
を
い

ふ
て
も
う
か
〳
〵
と
。
若
悲

し
い
目
も
見
よ
ふ
か
と
案
じ

過
し
て
小
春
殿
へ
。『
い
と

し
ぼ
が
つ
て
下
さ
ん
す
夫
の

為
じ
や
と
諦
め
て
。
思
ひ
切

て
下
さ
ん
せ
』
と
か
き
詢
い

て
や
つ
た
文
。『
ひ
か
れ
ぬ

義
理
と
合
点
し
て
身
に
も
替

ぬ
恋
な
れ
ど
。
思
ひ
切
』
と

の
嬉
し
い
返
事
。
是
程
に
真

実
な
心
で
何
の
約
束
違
へ
。

太
兵
衛
と
や
ら
に
請
出
さ

る
ゝ
の
は
。
死
る
心
に
違
ひ

は
な
い
。
小
春
殿
を
殺
し
て

は
女
子
同
士
の
義
理
立
ず
。

ど
ふ
ぞ
命
か
助
け
た
い
。
思

案
し
て
（
今
織
三
十
六
オ
）

下
さ
ん
せ
」
と
始
め
て
明
す

女
房
の
誠
。

ゑ
く
す
り
の
ん
で
い
の
ち
の

や
う
じ
や
う
す
る
は
い
の
。」

「
い
や
そ
う
で
な
い
わ
し
が

一
生
い
ふ
ま
い
と
は
思
へ

共
。
か
く
し
つ
ゝ
ん
で
む
ざ

〳
〵
こ
ろ
す
其
つ
み
も
お
そ

ろ
し
く
。
大
じ
の
事
を
打
あ

け
る
。
小
は
る
殿
に
不
心
中

け
し
程
も
な
け
れ
共
。
ふ
た

り
の
手
を
き
ら
せ
し
は
此
さ

ん
が
か
ら
く
り
。
こ
な
様
が

う
か
〳
〵
と
し
ぬ
る
け
し
き

も
見
へ
し
ゆ
へ
。
あ
ま
り
か

な
し
さ
『
女
は
あ
い
み
た
が

び
ご
と
。（
紙
二
十
五
オ
）
き

ら
れ
ぬ
所
を
思
ひ
切
夫
の
命

を
頼
む
〳
〵
』
と
。
か
き
く

ど
い
だ
ふ
み
を
か
ん
じ
。

『
身
に
も
命
に
も
か
へ
ぬ
大

じ
の
と
の
な
れ
ど
。
ひ
か
れ

ぬ
義
理
合
お
も
ひ
切
』
と
の

返
事
。
わ
し
や
是
ま
も
り
に

身
を
は
な
さ
ぬ
。
是
程
の
け

ん
ぢ
よ
が
こ
な
さ
ん
と
の
け

い
や
く
ち
が
へ
。
お
め
〳
〵

太
兵
衛
に
そ
ふ
物
か
。
お
な

ご
は
我
人
一
む
き
に
思
ひ
か

へ
し
の
な
い
物
。
し
に
や
る

は
い
の
〳
〵
。
ア
ヽ
ア
ヽ
ひ

よ
ん
な
こ
と
サ
ア
サ
ア
サ
ど
う

ぞ
た
す
け
て
〳
〵
」
と
。
さ

は
け
ば

「
ム
ヽ
そ
ん
な
ら
ア
ノ
不
心
中

と
見
せ
た
の
は
。
そ
な
た
の
「
ム
ヽ
そ
ん
な
ら
ア
ノ
不
心
中

と
見
せ
た
の
は
。
そ
な
た
の
「
ム
ヽ
そ
ん
な
ら
。
ア
ノ
不
心

中
と
見
せ
た
の
は
。
そ
な
た

夫
も
は
い
も
う
し
。「
取
返

し
た
起
請
の
中
し
ら
ぬ
女
の

夫
も
は
い
も
う
し
。「
取
返

し
た
き
し
や
う
の
中
し
ら
ぬ

「
ス
リ
ヤ
不
心
中
と
見
せ
た
の

は
。
や
つ
ぱ
り
お
れ
を
大
切
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頼
み
か
。」「
ア
イ
。」「
ム
ヽ

す
り
や
や
つ
ぱ
り
お
れ
を
太

切
か
ら
。
ハ
ア
そ
ふ
と
は
し

ら
ず
今
迄
も
。
義
理
し
ら
ず

の
畜
生
の
と
。
恨
だ
心
が
恥

し
い
。」「
ア
ヽ
コ
レ
夫
い
ふ

手
間
で
こ
な
様
往
て
。
ど
ふ

ぞ
殺
さ
ぬ
様
に
し
て
進
ぜ
て

下
さ
ん
せ
い
な
〳
〵
。」「
ハ

テ
小
春
が
命
助
る
は
百
五
十

両
。
せ
め
て
半
金
成
（
紙
屋

ノ
六
オ
）
共
手
附
に
渡
し
。

取
留
る
よ
り
外
は
な
い
。
カ

何
を
い
ふ
て
も
金
の
工
面
に

尽
た
此
身
。」「
ノ
ウ
仰
山
な
。

夫
で
す
む
な
ら
安
い
事
」

と
。
立
て
簞
笥
の
小
引
出
し

明
て
と
り
出
す
な
い
ま
ぜ

の
。
紐
付
帛
紗
押
開
き
。
差

出
す
一
包
。
治
兵
衛
取
上
恟

り
し
。「
ヤ
コ
リ
ヤ
コ
レ
小
判

五
十
両
。
ど
ふ
し
て
マ
ア
そ

な
た
が
。」

頼
み
か
。」「
ア
イ
。」「
ヱ
ヽ

そ
ふ
と
は
し
ら
ず
今
迄
も
恨

ん
だ
心
か
恥
か
し
い
。」

「
ア
ヽ
コ
レ
夫
い
ふ
手
間
で
お

前
様
往
て
。
ど
ふ
ぞ
死
し
や

ん
せ
ぬ
様
に
し
て
下
さ
ん
せ

い
な
。」（
紙
屋
七
ウ
）「
何
云

や
る
ぞ
い
の
。
小
春
が
命
助

ふ
と
思
へ
ば
。
百
五
十
両
金

が
い
る
。
せ
め
て
半
金
也
と

手
附
に
渡
し
取
留
る
よ
り
外

は
な
い
。
ガ
何
を
云
て
も
其

金
が
。」「
ヲ
ヽ
仰
山
な
夫
で

済
な
ら
安
い
事
」
と
。
立
て

簞
笥
の
小
引
出
し
明
て
（
紙

屋
八
オ
）
取
出
す
な
い
交
の
。

紐
付
帛
紗
押
ひ
ら
き
。
差
出

す
一
包
。
治
兵
衛
取
上
恟
り

し
。「
ヤ
コ
リ
ヤ
コ
レ
小
判
五

十
両
。
ど
ふ
し
て
マ
ア
そ
な

た
が
。」

の
頼
み
か
。」「
ア
イ
。」「
ム

ス
リ
ヤ
。
や
つ
ぱ
り
お
れ
を

大
切
か
ら
。（
紙
屋
上
三
ウ
）

ハ
ア
そ
ふ
と
は
し
ら
ず
今
迄

も
。
ぎ
り
し
ら
ず
の
ち
く
し

や
う
の
と
。
う
ら
ん
だ
心
が

は
づ
か
し
い
。」「
ア
ヽ
コ
レ

夫
い
ふ
手
間
で
こ
な
様
い

て
。
ど
ふ
ぞ
こ
ろ
さ
ぬ
様
に

し
て
。
し
ん
ぜ
て
く
だ
さ
ん

せ
〳
〵
。」「
ハ
テ
小
は
る
が

命
た
す
け
る
は
百
五
十
両
。

せ
め
て
半
金
成
共
手
附
に
渡

し
。
取
と
め
る
よ
り
ほ
か
は

な
い
。
ガ
何
を
い
ふ
て
も
金

の
く
め
ん
に
つ
き
た
此
身
。」

「
の
ふ
げ
う
さ
ん
な
。
夫
で

す
む
な
ら
や
す
い
事
」
と
。

立
て
た
ん
す
の
小
引
出
し
明

て
取
出
す
な
い
ま
ぜ
の
。
ひ

も
付
ふ
く
さ
お
し
ひ
ら
き
。

さ
し
出
す
一
つ
ゝ
み
。
次
兵

衛
取
あ
げ
（
紙
屋
上
四
オ
）

び
つ
く
り
し
。「
ヤ
コ
リ
ヤ
コ
レ

五
十
両
。
ど
ふ
し
て
マ
ア
そ

な
た
が
。」

文
一
通
。
兄
貴
の
手
へ
渡
り

し
は
。
お
ぬ
し
か
ら
い
た
文

な
。（
紙
屋
五
十
一
ウ
）
夫
な

れ
ば
此
小
春
死
る
ぞ
。」

「
ア
ヽ
悲
し
や
此
人
を
殺
し

て
は
。
女
子
同
士
の
義
理
立

ぬ
。
先
こ
な
様
早
ふ
往
て
。

ど
ふ
ぞ
殺
し
て
下
さ
る
な
」

と
夫
に
縋
り
泣
し
づ
む
。

「
そ
れ
迚
も
何
と
せ
ん
半
銀

も
手
附
を
打
。
つ
な
ぎ
と
め

て
見
る
ば
か
り
。
小
春
が
命

は
新
銀
七
百
五
十
匁
飲
さ
ね

ば
。
此
世
に
と
ゞ
む
る
事
な

ら
ず
。
今
の
治
兵
衛
が
四
つ

三
貫
目
の
才
覚
。
打
み
し
や

い
で
も
ど
こ
か
ら
出
る
。」

「
な
ふ
仰
山
な
そ
れ
で
済
ば

い
と
や
す
し
」
と
。
立
て
簞

笥
の
小
引
出
し
。
明
て
お
し

げ
も
な
ひ
交
の
。
紐
付
ふ
く

ろ
押
ひ
ら
き
投
出
す
一
包
。

治
兵
衛
取
上
。「
ヤ
か
ね
か
。

し
か
も
新
銀
四
百
目
。
こ
り

や
ど
ふ
し
て
」
と
我
置
ぬ
銀

に
。
目
さ
む
る
計
也
。

か
ら
。
そ
ふ
と
は
知
ず
今
迄

も
義
理
し
ら
ず
の
畜
生
の

と
。
恨
ん
た
心
が
恥
し
い
。

小
春
か
命
助
る
は
半
金
な
り

と
手
附
に
渡
し
。
命
を
つ
な

ぐ
身
請
の
金
は
栄
蔵
の
志
。」

女
の
ふ
み
一
通
。
兄
き
の
手

へ
わ
た
り
し
は
お
ぬ
し
か
ら

い
た
ふ
み
な
。
そ
れ
な
れ
ば

此
小
（
紙
二
十
五
ウ
）
は
る

し
ぬ
る
ぞ
。」「
ア
ヽ
悲
し
や

此
人
を
こ
ろ
し
て
は
。
女
ど

し
の
ぎ
り
た
ゝ
ぬ
ま
づ
こ
な

さ
ん
は
や
う
い
て
。
ど
う
ぞ

こ
ろ
し
て
く
だ
さ
る
な
」
と

夫
に
す
が
り
泣
し
つ
む
。

「
そ
れ
と
て
も
何
と
せ
ん
半

が
ね
も
手
付
を
打
。
つ
な
ぎ

と
め
て
み
る
計
。
小
は
る
が

命
は
新
銀
七
百
五
十
匁
の
ま

さ
ね
ば
此
世
に
と
ゞ
む
る
こ

と
な
ら
ず
。
今
の
治
兵
衛
が

四
ツ
三
貫
目
の
さ
い
か
く
。

打
み
し
や
い
で
も
ど
こ
か
ら

出
る
。」「
な
ふ
き
や
う
さ
ん

な
そ
れ
て
す
ま
ば
い
と
や
す

し
」
と
。
立
て
た
ん
す
の
小

引
出
し
明
て
お
し
げ
も
な
ひ

ま
ぜ
の
。
ひ
ほ
付
ふ
く
ろ
押

ひ
ら
き
な
げ
出
す
一
つ
ゝ

み
。
治
兵
衛
取
上
「
ヤ
か
ね

か
。
し
か
も
新
銀
四
百
め
。

（
紙
二
十
六
オ
）
こ
り
や
ど
う

し
て
」
と
我
置
ぬ
か
ね
に
め

さ
む
る
計
な
り
。

「
サ
ア
此
金
の
出
所
も
。
跡
で

語
れ
ば
知
る
事
。（
紙
屋
ノ
六

ウ
）
此
晦
日
に
岩
国
の
仕
切

銀
に
。
さ
い
か
く
は
し
た
れ

共
。
夫
は
兄
御
と
談
合
し

て
。
商
ひ
の
尾
は
見
せ
ぬ
は

い
な
。
小
春
様
の
方
は
急
な

事
。
ソ
レ
其
小
判
五
十
両
と
。

残
は
わ
し
が
」
と
か
い
立
て

「
サ
ア
此
金
は
岩
国
の
仕
切

金
に
。
才
覚
は
し
た
れ
共
。

身
請
の
方
は
急
な
事
。
ソ
レ

其
小
判
五
十
両
と
。（
紙
屋

八
ウ
）
残
り
は
わ
し
が
」
と

か
い
立
て
。
明
て
取
出
す
。

染
小
袖
羽
織
も
交
て
郡
内

の
。
し
ま
つ
し
て
着
ぬ
浅
黄

裏
。
黒
羽
二
重
の
い
つ
て
う

「
サ
ア
此
金
の
出
所
も
。
跡
で

か
た
れ
ば
し
れ
る
事
。
此
三

十
日
に
岩
国
の
仕
切
銀
に
さ

い
か
く
は
し
た
れ
共
。
そ
れ

は
兄
御
と
だ
ん
か
う
し
て
。

あ
き
な
ひ
の
尾
は
見
せ
ぬ
。

小
は
る
の
方
は
急
な
事
。
夫

其
小
判
五
十
両
と
。
の
こ
り

は
わ
し
が
」
と
か
い
立
て
明

「
其
銀
の
出
所
も
跡
で
語
れ

（
紙
屋
五
十
二
オ
）
ば
知
る
事
。

此
十
七
日
岩
国
の
紙
の
仕
切

銀
に
。
才
覚
は
し
た
れ
共
。

夫
は
兄
御
と
談
合
し
て
。
商

売
の
尾
は
見
せ
ぬ
。
小
春
の

方
は
急
な
事
。
そ
こ
に
四
々

の
壱
貫
六
百
目
。
今
壱
貫
四

百
目
」
と
。
大
引
出
し
の
。

「
ヲ
ヽ
夫
々
。
た
ら
ず
ば
わ
し

が
」
と
か
い
立
て
明
て
取
出

す
百
両
の
。
兼
て
斯
と
は
し

ら
茶
裏
黒
羽
二
重
も
色
か
へ

ぬ
。
浅
紫
の
糸
目
結
。
ひ
つ

た
鹿
の
子
も
惜
げ
な
ふ
。
子

供
の
物
も
か
い
あ
つ
め
「
内

ば
に
見
て
も
三
貫
目
。
よ
も

や
借
ぬ
と
い
ふ
事
は
。
な

「
そ
の
か
ね
の
出
所
も
跡
で

か
た
れ
ば
し
れ
る
こ
と
。
此

十
七
日
い
わ
く
に
の
紙
の
し

き
り
銀
に
さ
い
か
く
は
し
た

れ
共
。
そ
れ
は
兄
ご
と
だ
ん

か
う
し
て
し
や
う
は
い
の
お

は
見
せ
ぬ
。
小
は
る
の
方
は

き
う
な
こ
と
そ
こ
に
四
々
の

壱
〆
六
百
匁
。
ま
壱
〆
四
百
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明
て
取
出
す
染
小
袖
。
兼
て

斯
と
は
白
茶
裏
。
黒
羽
二
重

も
色
か
へ
ぬ
。
浅
紫
の
糸
目

結
。
ひ
つ
た
鹿
子
も
惜
げ
な

ふ
。
子
供
の
物
も
か
い
（
紙

屋
ノ
七
オ
）
集
め
。「
内
端
に

見
て
も
廿
両
。
よ
も
や
借
ぬ

と
い
ふ
事
は
な
い
」
物
迄
も

有
顔
に
。
夫
の
恥
と
我
義
理

を
一
つ
に
包
。
風
呂
敷
の
内

に
涙
ぞ
。
籠
り
け
る
。

ら
。
定
紋
丸
に
蔦
の
葉
の
退

も
。
の
か
れ
も
せ
ぬ
中
は
。

内
裸
て
も
外
錦
男
。
か
ざ
り

の
小
袖
（
紙
屋
九
オ
）
迄
。

「
さ
ら
へ
て
物
数
十
五
色
。

内
端
に
見
て
も
廿
両
。
よ
も

や
借
ぬ
い
ふ
事
は
な
い
」
物

迄
も
有
顔
に
。
夫
の
恥
と
我

義
理
を
。
一
つ
に
包
風
呂
敷

の
内
に
。
涙
ぞ
籠
り
け
る
。

て
取
出
す
そ
め
小
そ
で
。
か

ね
て
か
ふ
と
は
し
ら
ち
や
う

ら
。
く
ろ
は
ぶ
た
へ
も
い
ろ

か
へ
ぬ
。
浅
む
ら
さ
き
の
い

と
め
ゆ
ひ
。
ひ
つ
た
鹿
の
子

も
お
し
げ
な
ふ
。
子
供
の
物

も
か
い
（
紙
屋
上
四
ウ
）
あ

つ
め
。「
内
ば
に
見
て
も
廿

両
。
よ
も
や
か
さ
ぬ
と
い
ふ

事
は
な
い
」
物
迄
も
有
顔

に
。
お
つ
と
の
は
ぢ
と
我
ぎ

り
を
ひ
と
つ
に
つ
ゝ
む
。
ふ

ろ
し
き
の
中
に
な
さ
け
ぞ
。

こ
も
り
け
る
。

錠
明
て
。
簞
笥
を
ひ
ら
り
と

と
び
八
丈
。
京
縮
緬
の
あ
す

は
な
い
。
夫
の
命
白
茶
裏
。

娘
の
お
末
が
両
面
の
。
紅
絹

の
小
袖
に
身
を
こ
が
す
。
是

を
ま
げ
て
は
勘
太
郎
が
。
手

も
綿
も
な
い
袖
な
し
の
。
羽

織
も
交
て
郡
内
の
。
始
末
し

て
着
ぬ
浅
黄
裏
黒
羽
二
重
の

い
つ
て
う
ら
。
定
紋
丸
に
蔦

の
葉
の
。
退
も
退
れ
も
せ
ぬ

中
は
。
内
は
だ
か
で
も
外
錦

お
と
こ
。
か
ざ
り
の
小
袖
迄

さ
。
ら
へ
て
物
数
十
五
色
。

「
内
ば
に
取
て
新
銀
三
百
四

五
十
目
。
よ
も
や
か
さ
ぬ

（
紙
屋
五
十
二
ウ
）
と
い
ふ
事

は
な
い
」
物
迄
も
有
顔
に
。

夫
の
恥
と
我
義
理
を
ひ
と
つ

に
つ
ゝ
む
。
風
呂
敷
の
中

に
。
情
を
こ
め
に
け
る
。

い
」
物
迄
も
有
顔
に
。
夫
の

恥
と
我
義
理
を
ひ
と
つ
に
包

む
風
呂
敷
の
中
に
情
ぞ
。
こ

も
り
け
る
。

匁
」
と
。
大
引
出
し
の
ぢ
や

う
明
て
た
ん
す
を
ひ
ら
り
と

と
び
八
丈
。
け
ふ
ち
り
め
ん

の
あ
す
は
な
い
夫
の
命
し
ら

ち
や
う
ら
。
娘
の
お
末
が
両

め
ん
の
も
み
の
小
袖
に
身
を

こ
が
す
。
是
を
ま
げ
て
は
勘

太
郎
が
手
も
わ
た
も
な
い
そ

で
な
し
の
。
は
お
り
も
ま
ぜ

て
（
紙
二
十
六
ウ
）
ぐ
ん
な

い
の
し
ま
つ
し
て
き
ぬ
あ
さ

き
う
ら
。
く
ろ
は
ふ
た
へ
の

一
ち
や
う
ら
ぢ
や
う
も
ん
丸

に
つ
た
の
は
の
。
の
き
も
の

か
れ
も
せ
ぬ
中
は
内
は
だ
か

で
も
そ
と
に
し
き
。
男
か
ざ

り
の
小
袖
迄
さ
ら
へ
て
物
数

十
五
色
。「
内
ば
に
取
て
新

銀
三
百
四
五
十
匁
。
よ
も
や

か
さ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
な

い
」
物
迄
も
有
顔
に
。
夫
の

恥
と
我
ぎ
り
を
ひ
と
つ
に

つ
ゝ
む
ふ
ろ
し
き
の
中
に
。

な
さ
け
を
こ
め
に
け
る
。

「
私
や
子
供
は
何
着
い
で
も

と
か
く
男
は
世
間
が
大
事
。

身
う
け
し
て
あ
の
太
兵
衛
め

に
。
一
分
立
て
下
さ
ん
せ
」

と
い
へ
ど
い
ら
へ
も
涙
声
。

「
ヲ
ヽ
過
分
な
ぞ
や
。
カ
手
附

渡
し
て
取
（
紙
屋
ノ
七
ウ
）

留
請
出
し
て
囲
て
置
か
。
内

へ
入
る
に
し
て
か
ら
が
。
マ

そ
な
た
は
何
と
」
ゝ
云
さ
し

て
打
し
ほ
る
れ
ば
。「
ア
ヽ
何

の
い
な
ア
。
必
案
じ
て
下
さ

ん
す
な
へ
。
ハ
テ
モ
子
供
の

乳
母
か
。
飯
た
き
か
。
面
倒

「
私
や
子
供
は
何
着
い
で
も
。

と
か
く
男
は
世
間
が
大
事
。

（
紙
屋
九
ウ
）
身
請
し
て
太
兵

衛
め
に
。
一
分
立
て
下
さ
ん

せ
。」「
ヱ
ヽ
過
分
な
ぞ
や
忝

い
手
附
渡
し
て
取
留
。
請
出

し
て
囲
ふ
て
置
か
。
内
へ
入

る
に
し
て
か
ら
が
。
そ
な
た

は
何
と
せ
ふ
ぞ
い
の
ふ
。」

「
ア
ヽ
何
の
い
な
。
必
案
じ
て

下
さ
ん
す
な
。
ハ
テ
モ
子
供

の
乳
（
紙
屋
十
オ
）
母
か
。

飯
焚
か
面
倒
な
が
ら
真
実

の
。
妹
〳
〵
。
〳
〵
。
持
た

「
私
や
子
供
は
何
着
い
で
も
。

と
か
く
男
は
世
間
が
大
事
。

身
受
し
て
ア
ノ
太
兵
衛
め
に

一
ぶ
ん
立
て
下
さ
ん
せ
」
と

い
へ
ど
い
ら
へ
も
涙
ご
へ
。

「
ヲ
ヽ
く
は
ぶ
ん
な
ぞ
や
。
手

附
渡
し
て
取
と
め
。
受
出
し

て
か
こ
ふ
て
お
く
か
。
内
へ

入
る
に
し
て
か
ら
が
。
そ
な

た
は
何
と
」
ゝ
い
ひ
さ
し
て

打
し
ほ
る
れ
ば
「
何
の
い

な
。
か
な
ら
ず
あ
ん
じ
て

（
紙
屋
上
五
オ
）
く
だ
さ
ん
す

な
へ
。
ハ
テ
モ
子
供
の
う
ば

「
わ
た
し
や
子
供
は
何
着
い

で
も
。
男
は
世
間
が
大
事
。

請
出
し
て
小
春
も
助
け
。
太

兵
衛
と
や
ら
に
一
分
立
て
見

せ
て
下
さ
ん
せ
」
と
。
い
へ

共
始
終
指

き
。
し
く
〳
〵

泣
て
居
た
り
し
が
。「
手
付

渡
し
て
と
り
と
め
。
請
出
し

て
其
後
。
囲
ふ
て
置
か
内
へ

入
る
ゝ
に
し
て
か
ら
。
そ
な

た
は
何
と
成
こ
と
ぞ
」
と
。

い
は
れ
て
は
つ
と
行
当
り
。

「
ア
ツ
ア
そ
ふ
じ
や
。
ハ
テ
何

と
せ
ふ
子
供
の
乳
母
か
。
飯

「
わ
た
し
や
子
供
は
何
着
い

で
も
。
兎
角
男
は
世
間
が
大

事
。
身
請
し
（
今
織
三
十
六

ウ
）
て
太
兵
衛
と
や
ら
に
一

分
立
て
下
さ
ん
せ
」
と
。
い

へ
ど
諾
も
涙
声
。「
請
出
し

て
囲
ふ
て
置
か
。
内
へ
入
る

に
し
て
か
ら
が
。
そ
な
た
は

何
と
」
ゝ
云
さ
し
て
打
し
ほ

る
れ
ば
「
何
の
い
な
。
必
案

じ
て
下
さ
ん
す
な
。
子
供
の

乳
母
か
飯
焚
か
。
面
倒
な
が

ら
真
実
の
妹
持
た
と
思
ふ

て
」
と
。
い
ふ
も
胸
迄
突
か

「
わ
た
し
や
子
共
は
何
き
い

で
も
男
は
せ
け
ん
が
大
じ
。

請
出
し
て
小
は
る
も
た
す

け
。
太
兵
衛
と
や
ら
に
一
ぶ

ん
た
て
ゝ
見
せ
て
く
だ
さ
ん

せ
」
と
。
い
へ
共
し
ぢ
う
さ

し
（
紙
二
十
七
オ
）
う
つ
む
き

し
く
〳
〵
泣
て
ゐ
た
り
し
が
。

「
手
付
渡
し
て
と
り
と
め
請

出
し
て
其
後
。
か
こ
ふ
て
置

か
内
へ
入
る
ゝ
に
し
て
か

ら
。
そ
な
た
は
何
と
成
こ
と

ぞ
」
と
い
は
れ
て
は
つ
と
行

あ
た
り
。「
ア
ツ
ア
そ
う
じ
や
。
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な
が
ら
〳
〵
真
実
の
妹
〳
〵

〳
〵
持
た
と
思
ふ
て
」
と
い

ふ
も
胸
迄
突
か
け
る
。
涙
呑

込
〳
〵
て
夫
に
。
立
る
貞
節

は
傍
で
見
る
目
も
。
い
ぢ
ら

し
き
。「
ヘ
ヱ
ヽ
何
に
も
い
は

（
紙
屋
ノ
八
オ
）
ぬ
は
い
の
コ

レ
女
房
共
。
親
の
罰
天
の
罰
。

仏
神
の
罰
は
当
ら
ず
共
。
マ

女
房
の
罰
が
恐
ろ
し
い
。
赦

し
て
た
も
」
と
計
に
て
伏
拝

む
手
を
「
ア
ヽ
コ
レ
〳
〵
〳
〵
。

勿
体
な
い
は
い
な
〳
〵
〳
〵
。

手
足
の
爪
を
放
し
て
も
。
皆

夫
へ
の
為
じ
や
物
。
跡
の
間

で
は
詮
な
い
事
。
サ
ア
〳
〵

早
ふ
」
と

と
思
ふ
て
」
と
い
ふ
も
胸
迄

突
か
け
る
。
涙
呑
込
呑
こ
め

ば
。「
ヘ
ヱ
ヽ
何
に
も
云
ぬ
女

房
共
。
親
の
罰
天
の
罰
。
仏

神
の
罰
は
当
ら
ず
共
。
女
房

の
罰
が
恐
ろ
し
い
。
赦
し
て

た
も
」
と
（
紙
屋
十
ウ
）
伏

拝
む
。「
ア
ヽ
コ
レ
〳
〵
〳
〵
勿

体
な
い
わ
い
な
。
〳
〵

〳
〵
。
皆
夫
へ
の
為
じ
や

物
。
跡
の
間
で
は
詮
な
い

事
。
サ
ア
〳
〵
早
ふ
」
と

か
。
ま
ゝ
た
き
か
。
め
ん
だ

う
な
が
ら
。
し
ん
じ
つ
の
。

妹
〳
〵
。
〳
〵
持
た
と
思
ふ

て
」
と
い
ふ
も
む
ね
迄
つ
つ

か
け
る
。
涙
の
み
こ
み
。

〳
〵
て
お
つ
と
に
。
立
る
て

い
せ
つ
は
そ
ば
で
見
る
目

も
。
い
ぢ
ら
し
き
。「
ヘ
ヱ
何

に
も
云
ぬ
女
房
共
。
親
の
ば

ち
天
の
ば
ち
。
仏
神
の
ば
ち

は
あ
た
ら
ず
共
。
女
房
の
ば

ち
が
お
そ
ろ
し
い
。
ゆ
る
し

て
た
も
」
と
計
に
て
ふ
し
お

が
む
手
を
。「
ア
ヽ
コ
レ
〳
〵

〳
〵
も
つ
た
い
な
い
は
い
な

〳
〵
。
手
あ
し
の
つ
め
を
は

な
し
て
も
。
み
な
お
つ
と
へ

の
た
め
じ
や
物
。
跡
の
間
で

は
（
紙
屋
上
五
ウ
）
せ
ん
な

い
事
。
サ
ア
〳
〵
は
や
ふ
」

と

焚
か
。
隠
居
成
共
し
ま
せ

ふ
」
と
わ
つ
と
叫
び
伏
し
つ

む
。「
余
り
冥
加
恐
ろ
し
い
。

此
治
兵
衛
に
は
親
の
罰
。
天

の
罰
。
仏
神
の
罰
は
当
ら
ず

共
。
女
房
の
罰
一
つ
で
も
し

や
う
ら
い
は
よ
ふ
な
い
筈
。

赦
し
て
た
も
れ
」
と
手
を
合

せ
く
ど
き
歎
け
ば
（
紙
屋
五

十
三
オ
）「
勿
体
な
い
。
夫
を

拝
む
事
か
い
の
。
手
足
の
爪

を
放
し
て
も
。
皆
夫
へ
の
奉

公
紙
問
屋
の
仕
切
銀
。
い
つ

か
ら
か
着
類
を
質
に
間
を
渡

し
。
わ
た
し
が
箪
笥
は
皆
明

が
ら
。
そ
れ
お
し
い
共
思
ふ

に
こ
そ
。
何
云
て
も
跡
へ
ん

で
は
返
ら
ぬ
。
サ
ア
〳
〵
早

ふ
小
袖
も
着
か
へ
て
。
に
つ

こ
り
笑
ふ
て
い
か
し
や
ん

せ
」
と
。
下
に
郡
内
黒
羽
二

重
。
島
の
羽
織
に
紗
綾
の

帯
。
金
拵
へ
の
中
脇
指
。
今

宵
小
春
が
血
に
そ
む
と
は
。

仏
や
し
ろ
し
め
さ
る
ら
ん
。

け
る
。
涙
呑
込
〳
〵
で
。
夫

に
立
る
貞
節
は
傍
で
見
る
目

も
い
ぢ
ら
し
き
。「
ヘ
ヱ
何
に

も
云
ぬ
女
房
共
。
赦
し
て
た

も
」
と
計
に
て
伏
拝
む
手
を

「
ア
ヽ
勿
体
な
い
。
何
事
も
お

前
の
為
。
跡
に
成
て
は
か
へ

ら
ぬ
事
。
サ
ア
〳
〵
早
ふ
」

と

ハ
テ
な
ん
と
せ
う
子
共
の
う

ば
か
。
ま
ゝ
た
き
か
。
ゐ
ん

き
よ
成
共
し
ま
せ
う
」
と
わ

つ
と
さ
け
び
ふ
し
し
づ
む
。

「
あ
ま
り
め
う
が
お
そ
ろ
し

い
此
治
兵
衛
に
は
親
の
ば
ち

天
の
ば
ち
。
仏
神
の
ば
ち
は

あ
た
ら
ず
共
女
房
の
ば
ち
一

ツ
で
も
し
や
う
ら
い
は
よ
う

な
い
は
づ
。
ゆ
る
し
て
た
も

れ
」
と
手
を
合
く
ど
き
な

げ
ゝ
は
「
も
つ
た
い
な
い
。

そ
れ
を
お
が
む
こ
と
か
い

（
紙
二
十
七
ウ
）
の
手
足
の
つ

め
を
は
な
し
て
も
。
皆
お
つ

と
へ
の
は
う
か
う
紙
と
い
や

の
し
き
り
か
ね
。
い
つ
か
ら

か
き
る
い
を
し
ち
に
ま
を
わ

た
し
。
わ
た
し
が
た
ん
す
は

皆
あ
き
が
ら
そ
れ
お
し
い
と

も
思
ふ
に
こ
そ
。

何
い
ふ
て
も
跡
へ
ん
で
は
返

ら
ぬ
。
サ
ア
〳
〵
は
や
ふ
小

袖
も
き
か
へ
て
に
つ
こ
り
笑

ふ
て
い
か
し
や
ん
せ
」
と
。

下
に
く
ん
な
い
く
ろ
は
ふ
た

へ
島
の
は
を
り
に
さ
や
の

帯
。
金
こ
し
ら
へ
の
中
わ
き

ざ
し
こ
よ
ひ
小
は
る
が
血
に

そ
む
と
は
仏
や
し
ろ
し
め
さ

る
ら
ん
。

三
五
郎
呼
出
し
渡
す
ふ
ろ
敷

懐
へ
。
金
押
入
て
立
出
る
。

い
ふ
中
に
。「
イ
ヤ
質
屋
へ
な

ら
わ
し
行
や
ん
し
よ
」
と
。

半
が
い
肩
に
三
五
郎
。
二
人

が
前
に
し
ば
〳
〵
目
。「
お

家
様
聞
へ
ま
せ
ぬ
ぞ
へ
。
余

の
（
紙
屋
十
一
オ
）
奉
公
人
と

違
ふ
て
。
十
一
の
年
か
ら
勤

三
五
郎
よ
び
出
し
わ
た
す
ふ

ろ
し
き
ふ
と
こ
ろ
へ
。
金
お

し
入
て
立
出
る
。

三
五
郎
爰
へ
と
風
呂
敷
包
。

背
に
負
せ
て
供
に
つ
れ
。
銀

も
は
だ
身
に
し
つ
か
と
付
立

出
る
門
の
口
。

三
五
郎
呼
出
し
。
渡
す
風
呂

敷
懐
へ
。金
押
入
て
立
出
る
。
三
五
郎
爰
へ
と
ふ
ろ
し
き

づ
ゝ
み
か
た
に
お
ほ
せ
て
供

に
つ
れ
。
金
も
は
だ
身
に
し

つ
か
と
付
立
出
る
門
の
口
。
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た
わ
し
じ
や
。
斯
云
事
な
ら
。

な
ぜ
に
お
れ
に
も
云
て
下
さ

れ
ぬ
。
お
前
の
着
物
は
質
に

置
し
や
ん
せ
ふ
と
。
坊
様
や

お
末
様
の
着
物
計
は
。
マ
ア

待
て
下
さ
ん
せ
」
と
。
こ
て

〳
〵
明
る
半
が
い
の
。「
コ
レ

（
紙
屋
十
一
ウ
）
此
布
子
は
一

昨
年
の
仕
着
せ
。
単
物
帷
子

も
有
。
こ
い
つ
は
隠
居
の
お

家
様
に
貰
ふ
た
京
島
の
袷
羽

織
。
あ
た
ら
し
い
革
足
袋
一

足
。
た
つ
た
一
度
し
た
紅
木

綿
の
褌
も
有
ぞ
へ
。
又
日
外

新
地
で
旦
那
様
が
。
コ
リ
ヤ

三
五
郎
よ
。
小
（
紙
屋
十
二
オ
）

春
が
事
を
お
さ
ん
に
い
ふ
な

て
ゝ
。
下
ん
し
た
こ
ま
銀
二

匁
八
分
。
金
が
た
ら
に
や
何

ぼ
で
も
有
ぞ
へ
。
是
も
足
に

し
て
。
ほ
ん
様
の
物
は
質
に

置
て
下
さ
ん
す
な
。
ヱ
ヽ
隠

居
の
五
左
衛
門
様
が
。
小
胴

欲
に
呵
ら
し
や
ん
す
を
。
お

家
様
が
影
へ
な
り
。（
紙
屋
十

二
ウ
）
日
南
に
な
り
。
夫
は

〳
〵
き
つ
い
苦
労
。
必
悪
ふ

思
は
し
や
ん
す
な
へ
。
斯
云

や
迚
小
春
様
を
。
思
ひ
切
ん

せ
じ
や
な
い
。
一
夜
さ
は
小

春
様
。
又
一
夜
は
お
さ
ん
様

と
。
ま
ん
べ
ん
に
廻
つ
て
。

今
の
所
の
片
荷
づ
ら
ぬ
様
に

頼
ま
す
。
ぼ
ん
様
が
お
さ
ん

（
紙
屋
十
三
オ
）
様
に
抱
れ
て

寝
て
。
夜
さ
り
目
が
明
と
三

五
郎
よ
。
と
ゝ
様
が
見
へ
ぬ
。

と
ゝ
様
呼
で
来
て
く
れ
と
。
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せ
が
ま
し
や
る
時
は
。
此
寝

ご
い
わ
し
の
目
が
。
皿
の
様

に
成
て
。
泣
て
ば
つ
か
り
。

居
ま
す
る
」
と
。
し
や
く
り

上
た
る
正
直
涙
。
異
見
（
紙

屋
十
三
ウ
）
は
あ
ほ
う
の
鏡
也

「
ヲ
ヽ
馴
染
迚
よ
ふ
云
て
く
れ

た
。
シ
タ
ガ
そ
ち
が
物
は
質
に

置
い
で
も
。
最
こ
ち
ら
で
有

程
に
。そ
り
や
取
置
て
く
れ
。」

「
ヱ
ヽ
な
ぜ
に
そ
ふ
云
ん
す
。

コ
リ
ヤ
お
れ
を
侮
ら
し
や
る
か

い
の
ぼ
ん
様
の
物
は
何
ぼ
で

も
や
ら
ぬ
。
ま
だ
此
（
紙
屋

十
四
オ
）
着
て
居
る
物
も
脱
」

と
。
帯
解
か
ゝ
れ
ば
。「
コ
レ

〳
〵
三
五
郎
。
成
程
吾
儕
の

が
尤
じ
や
。
治
兵
衛
様
よ
く

〳
〵
ぼ
ん
を
可
愛
い
と
思
や

こ
そ
。
あ
れ
が
身
体
有
た
け
。

足
て
く
れ
た
志
。
一
緒
に
や

つ
た
が
よ
ご
ざ
ん
す
。」「
ヲ
ヽ

そ
ん
な
ら
皆
借
ほ
ど
に
。（
紙

屋
十
四
ウ
）
サ
ヽ
泣
ず
と
機
嫌

直
し
て
く
れ
。
泣
な
〳
〵
」

と
ふ
い
て
や
る
。
涙
斑
の

す
ゝ
け
顔
如
在
な
く
〳
〵
仕

着
せ
の
衣
装
。
風
呂
敷
取
出

し
押
包
。「
ド
リ
ヤ
わ
つ
さ
り

と
質
置
て
こ
ふ
。
旦
那
様
ご

ん
せ
」
と
出
る
門
口
。

「
治
兵
衛
殿
お
宿
（
紙
屋
ノ
八

ウ
）
に
か
」
と
。
門
口
は
い

る
五
左
衛
門
。「
ヲ
ヽ
是
は
し

た
り
舅
殿
。」「
マ
よ
ふ
御
出
」

も
夫
婦
は
う
ぢ
〳
〵
。
三
五

郎
が
背
負
た
る
。
風
呂
敷
見

付
て
。「
コ
リ
ヤ
あ
ほ
う
め
。

「
治
兵
衛
内
に
お
居
（
紙
屋
十

五
オ
）
や
る
か
」
と
。
ず
つ

と
は
い
る
五
左
衛
門
。「
ヤ
イ

あ
ほ
う
め
。
風
呂
敷
夯
げ
て

と
こ
へ
う
せ
る
。」「
ハ
イ
〳
〵

〳
〵
此
包
に
は
段
々
様
子

が
。」「
又
馬
鹿
つ
く
し
お

「
次
兵
衛
殿
お
や
ど
に
か
」

と
。
門
口
は
い
る
五
左
衛

門
。「
ヲ
ヽ
コ
レ
ハ
し
た
り
し

う
と
殿
。」「
マ
よ
ふ
御
出
」

も
ふ
う
ふ
は
う
ぢ
〳
〵
。
三

五
郎
が
せ
お
ふ
た
る
。
ふ
ろ

し
き
取
て
ふ
み
と
ば
し
。

「
治
兵
衛
は
内
に
お
居
や
る

か
」
と
。
毛
頭
巾
取
て
入
を

見
れ
ば
。
な
む
三
宝
舅
五
左

衛
門
。「
是
は
扨
。
お
り
も

折
よ
ふ
お
帰
り
な
さ
れ
た
」

と
夫
婦
は
。
転
倒
狼
狽
る
。

（
紙
屋
五
十
三
ウ
）

「
次
兵
衛
殿
お
宿
に
か
」
と
。

門
口
這
入
五
左
衛
門
。「
コ
レ
ハ

し
た
り
舅
殿
。」「
よ
ふ
マ
ア

お
出
」も
夫
婦
は
う
ぢ
〳
〵
。

三
五
郎
が
背
負
た
る
風
呂
敷

取
て
踏
飛
し
。

「
治
兵
衛
は
内
に
お
い
や
る

か
」（
紙
二
十
八
オ
）
と
け
づ

き
ん
取
て
入
を
見
れ
ば
。
な

む
三
ほ
う
し
う
と
五
左
衛
門

「
是
は
扨
。
お
り
も
お
り
よ

ふ
お
帰
り
な
さ
れ
た
」
と
夫

婦
は
て
ん
ど
う
う
ろ
た
ゆ
る
。
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其
包
を
ど
こ
へ
持
て
行
。
又

質
屋
へ
う
せ
る
の
か
。
こ
つ

ち
へ
お
こ
せ
」
と
引
た
く
ら

れ
。
ひ
つ
く
り
拍
子
抜
参
り

の
。宵
に
知
た
る
心
地
な
り
。

る
。
じ
た
い
う
ぬ
が
合
点
の

行
ぬ
た
わ
け
め
」
と
。
睨
み

廻
せ
ば
夫
婦
は
吐
胸
。
う
ぢ

〳
〵
（
紙
屋
十
五
ウ
）
も
ぢ

〳
〵
三
五
郎
は
。
ぐ
ん
に
や

り
拍
子
抜
参
り
の
。
宵
に
知

た
る
心
地
也
。

三
五
郎
が
負
た
る
風
呂
敷
も

ぎ
取
て
ど
つ
か
と
居
り
と
が

り
声
。

三
五
郎
が
お
ふ
た
る
ふ
ろ
し

き
も
ぎ
取
て
ど
つ
か
と
す
は

り
と
が
り
声
。

「
大
方
斯
で
有
ふ
と
思
ふ
た

は
い
。
着
（
紙
屋
ノ
九
オ
）

類
着
そ
け
を
質
に
ま
げ
て
。

お
山
狂
ひ
に
仕
上
る
の
じ
や

な
。
コ
リ
ヤ
ヤ
イ
。
女
郎
の
誠

と
な
。
鬼
瓦
の
笑
ひ
顔
と
は

な
い
物
じ
や
ぞ
よ
。
サ
ア
手

短
に
お
さ
ん
に
ひ
ま
や
り

や
。
女
の
子
は
母
へ
付
が
世

界
の
大
法
。
お
末
は
さ
つ
き

に
連
て
い
ん
だ
は
い
。

ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。
又
今
祖
母
が
戻

り
コ
レ
。
此
誓
紙
を
ひ
け
ら

か
し
て
渡
し
た
。
ア
ヽ
ゑ
ら

い
様
で
も
（
紙
屋
ノ
九
ウ
）

ど
こ
ぞ
が
女
。
こ
ん
な
で
行

の
じ
や
な
い
ぞ
よ
。
せ
い
し

の
代
り
に
去
状
書
。
あ
ん
だ

ら
く
さ
い
」
と
引
さ
き

〳
〵
。
治
兵
衛
が
顔
へ
打
付

て
。
お
上
に
ど
つ
さ
り
大
臼

な
り
。

「
大
方
斯
で
有
ふ
と
思
ふ
た

は
い
着
類
着
そ
け
を
質
に
ま

げ
て
。
色
狂
ひ
に
仕
上
る
の

じ
や
な
。
コ
リ
ヤ
ヤ
イ

の
誠

と
鬼
瓦
の
笑
ひ
顔
と
は
な
い

物
じ
や
（
紙
屋
十
六
オ
）
そ

よ
。
サ
ア
手
短
に
お
さ
ん
は

隙
や
り
や
。
女
の
子
は
母
親

へ
付
が
世
界
の
大
法
。
お
末

は
さ
つ
き
に
連
て
逝
だ
。
又

今
祖
母
が
戻
り
。
コ
レ
此
誓

紙
を
ひ
け
ら
か
し
て
渡
し

た
。
ヤ
こ
ん
な
で
行
の
じ
や

な
い
ぞ
よ
。
あ
ほ
う
め
其
風

呂
敷
（
紙
屋
十
六
ウ
）
爰
へ

お
こ
し
お
れ
。」「
ヱ
イ
是
は

ア
ノ
。」「
き
り
〳
〵
持
て
う

せ
ふ
」「
ア
ヽ
イ
夫
は
サ
。」「
サ
ア

治
兵
衛
。
誓
紙
の
代
り
に
去

状
か
け
」
と
。

「
大
か
た
か
ふ
で
有
ふ
と
思

ふ
た
。
着
る
い
き
そ
げ
を
し

ち
に
ま
け
て
。
女
郎
ぐ
る
ひ

に
仕
上
る
の
じ
や
な
。コ
リ
ヤ
。

女
郎
の
ま
こ
と
と
お
に
が
は

ら
の
わ
ら
ひ
顔
と
は
な
い
物

じ
や
よ
。
サ
ア
手
み
じ
か
に

（
紙
屋
上
六
オ
）
お
さ
ん
へ
ひ

ま
や
り
や
。
女
の
子
は
母
へ

付
が
せ
か
い
の
大
法
。
お
す

へ
は
さ
つ
き
に
つ
れ
て
い
ん

だ
。
又
今
ば
ゞ
が
も
ど
り
。

コ
レ
此
せ
い
し
を
ひ
け
ら
か

し
て
わ
た
し
た
。
ア
ゑ
ら
い

や
う
で
も
ど
こ
ぞ
が
女
。
こ

ん
な
で
行
の
じ
や
な
い
ぞ

よ
。
せ
い
し
の
か
は
り
に
さ

り
状
か
け
。
あ
ん
た
ら
く
さ

い
」
と
引
さ
き
〳
〵
。
次
兵

衛
が
顔
に
打
付
て
。
お
上
に

ど
つ
さ
り
だ
い
う
す
な
り
。

「
め
ら
う
め
下
に
け
つ
か
ら

ふ
。
聟
殿
。
是
は
珍
し
い
。

上
下
着
か
ざ
り
脇
指
羽
織
。

遖
よ
い
衆
の
金
つ
か
ひ
。
紙

屋
と
は
見
へ
ぬ
。
新
地
へ
お

出
か
御
精
が
出
ま
す
る
。
内

の
女
房
い
ら
ぬ
物
。
お
さ
ん

に
隙
や
り
や
。
連
に
来
た
」

と
口
に
針
有
苦
い
顔
。
治
兵

衛
は
と
か
ふ
の
言
句
も
出

す
。「
と
つ
さ
ま
。
け
ふ
は

さ
む
い
に
よ
ふ
あ
る
か
し
や

ん
す
。
先
お
茶
一
つ
」
と
茶

碗
を
し
ほ
に
立
寄
て
。「
ぬ

し
の
新
地
通
ひ
も
。
最
前
母

様
孫
右
衛
門
様
お
出
な
さ
れ

て
。
段
々
の
御
異
見
。
あ
つ

い
涙
を
流
し
。
誓
紙
を
書
て

の
発
起
心
。
母
様
に
渡
さ
れ

し
が
ま
だ
御
覧
な
さ
れ
ぬ

か
。」「
ヲ
ヽ
誓
紙
と
は
此
事

か
」
と
。
懐
中
よ
り
取
出
し
。

「
あ
ほ
う
狂
ひ
す
る
者
の
起

請
（
紙
屋
五
十
四
オ
）
誓
紙

は
方
々
先
々
。
書
出
し
程
書

ち
ら
す
。
合
点
い
か
ぬ
と
思

ひ
〳
〵
来
れ
ば
。
案
の
ご
と

く
。
此
ざ
ま
で
も
梵
天
帝
釈

か
。
此
手
間
で
去
状
か
け
」

と
。
ず
ん
〳
〵
に
引
さ
い
て

投
捨
た
り
。

「
大
方
斯
で
有
ふ
と
思
ふ

（
今
織
三
十
七
オ
）
た
。
着
類

着
そ
け
を
質
に
ま
げ
て
。
お

山
狂
ひ
に
仕
あ
げ
る
の
じ
や

な
。
新
地
通
ひ
に
畳
む
身

体
。
も
ふ
此
方
に
は
お
構
ひ

な
い
ぞ
。
サ
ア
手
短
に
お
さ

ん
に
隙
や
れ
。
女
の
子
は
母

に
付
が
世
界
の
大
法
。
お
末

は
さ
つ
き
に
連
て
逝
だ
。
又

堂
島
の
婆
様
が
わ
せ
て
コ
レ
。

此
誓
紙
を
ひ
け
ら
か
し
て
置

て
い
な
れ
た
。
ア
ゑ
ら
い
様

で
も
何
所
そ
が
女
。
こ
ん
な

事
で
行
の
じ
や
な
い
ぞ
よ
。

イ
ヤ
又
世
界
は
広
い
物
じ

や
。
去
内
町
の
銀
持
医
者
。

丸
裸
で
も
大
事
な
い
。
子
を

連
た
器
量
の
よ
い
女
房
が
ほ

し
い
と
云
る
ゝ
所
へ
。
す
つ

ぽ
り
娘
を
は
め
る
工
面
。
誓

紙
の
か
は
り
に
去
状
か
け
。

あ
ん
だ
ら
く
さ
い
」
と
引
裂

〳
〵
。
次
兵
衛
が
顔
へ
打
付

て
。
お
上
に
ど
つ
さ
り
台
う

す
な
り
。
に
つ
こ
共
せ
ぬ
頬

が
ま
へ
。

「
め
ら
う
下
に
け
つ
か
ら
ふ
。

む
こ
ど
の
是
は
め
つ
ら
し
い

上
下
き
か
ざ
り
。
わ
き
ざ
し

は
お
り
あ
つ
は
れ
よ
い
し
ゆ

の
か
ね
つ
か
ひ
。
紙
屋
と
は

見
へ
ぬ
。
し
ん
ち
へ
御
出
か

御
せ
い
が
出
ま
す
る
。
内
の

女
房
い
ら
ぬ
物
お
さ
ん
に
隙

や
り
や
。
つ
れ
に
来
た
」
と

口
に
は
り
有
に
が
い
顔
。
治

兵
衛
は
と
か
ふ
の
ご
ん
く
も

出
ず
。「
と
つ
さ
ま
け
ふ
は

さ
む
い
に
よ
ふ
あ
る
か
（
紙

二
十
八
ウ
）
し
や
ん
す
。
先
お

ち
や
一
ツ
」
と
ち
や
わ
ん
を

し
ほ
に
立
よ
つ
て
。「
ぬ
し

の
新
地
通
ひ
も
。
さ
い
ぜ
ん

は
ゝ
様
孫
右
衛
門
様
お
出
な

さ
れ
て
。
だ
ん
〳
〵
の
御
ゐ

け
ん
あ
つ
い
涙
を
な
が
し
。

せ
い
し
を
か
い
て
の
ほ
つ
き

し
ん
。
母
様
に
渡
さ
れ
し
が

ま
だ
御
ら
ん
な
さ
れ
ぬ
か
。」

「
ヲ
ヽ
せ
い
し
と
は
此
こ
と
か
」

と
く
は
い
中
よ
り
取
出
し
。

「
あ
ほ
う
ぐ
る
ひ
す
る
者
の

き
し
や
う
せ
い
し
は
方
々

先
々
。
か
き
出
し
程
か
き
ち

ら
す
。
が
て
ん
い
か
ぬ
と
思

ひ
〳
〵
来
れ
ば
あ
ん
の
こ
と

く
。
此
ざ
ま
で
も
ぼ
ん
天
た
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い
し
や
く
か
。
此
手
間
で
さ

り
状
か
け
」
と
ず
ん
〳
〵
に

引
さ
い
て
な
げ
捨
た
り
。

お
さ
ん
は
聞
兼
「
コ
レ
爺
様
。

ソ
リ
ヤ
お
前
聞
へ
ま
せ
ぬ
は

い
な
〳
〵
。
こ
ち
の
内
の
身

体
の
衰
へ
た
の
も
皆
お
前
か

ら
起
つ
た
事
。
な
い
も
せ
ぬ

銀
山
に
か
ゝ
つ
た
と
い
ふ

て
。（
紙
屋
ノ
十
オ
）
三
十
両

借
五
十
両
借
。
あ
げ
く
に
は

其
銀
山
が
つ
ぶ
れ
た
と
や

ら
。
元
も
子
も
な
い
様
に
し

て
仕
廻
し
や
ん
し
た
ぞ
へ
。

男
気
な
治
兵
衛
殿
。
舅
の
事

な
り
云
出
せ
は
こ
つ
ち
も
恥

と
。
証
文
も
残
ら
ず
戻
し
。

済
さ
し
や
ん
し
た
其
時
に

は
。
コ
レ
此
剛
い
顔
に
こ
ぼ

し
て
。
お
れ
が
為
の
氏
神
様

じ
や
と
。
悦
ば
し
や
ん
し
た

事
を
お
ま
へ
（
紙
屋
ノ
十
ウ
）

よ
も
や
忘
れ
は
さ
し
や
ん
す

ま
い
が
の
。
又
主
の
悪
所
通

ひ
も
。
元
の
発
り
は
こ
な
様

か
ら
起
つ
た
事
。
れ
つ
き
と

仕
分
て
貰
ふ
身
体
。『
マ
何

し
て
金
が
減
た
ぞ
』
と
。
本

家
の
不
審
が
立
た
時
。『
ハ
テ

舅
殿
に
取
れ
ま
し
た
』
と
。

鼻
毛
ら
し
う
云
れ
も
せ
ず

と
。
口
へ
出
し
て
云
こ
そ
さ

つ
し
や
ら
ね
。
志
を
推
量
し

て
。
初
手
の
間
の
（
紙
屋
ノ
十

一
オ
）
茶
屋
通
ひ
は
。
世
間

へ
聞
へ
に
も
さ
つ
し
や
る
事

か
と
ほ
ん
に
や
れ
〳
〵
。
行

し
や
る
度
々
に
わ
し
や
コ
レ

（
ナ
シ
）

お
さ
ん
は
聞
か
ね
そ
ば
に

寄
。
む
な
ぐ
ら
取
て
こ
へ
ふ

る
は
し
「
ヱ
ヽ
コ
レ
と
ゝ
様
。

ソ
リ
ヤ
お
ま
へ
聞
へ
ま
せ
ぬ
は

い
な
〳
〵
。
こ
ち
の
内
の
し

ん
だ
い
の
。
お
と
ろ
へ
（
紙

屋
上
六
ウ
）
た
の
も
。
み
な

お
ま
へ
か
ら
お
こ
つ
た
事
。

な
い
も
せ
ぬ
銀
山
に
か
ゝ
つ

た
と
い
ふ
て
。
三
十
両
か
り

五
十
両
か
り
。
あ
げ
く
に
は

其
銀
山
が
。
つ
ぶ
れ
た
と
や

ら
元
も
子
も
な
い
様
に
し
て

仕
ま
は
し
や
ん
し
た
ぞ
や
。

男
ぎ
な
次
兵
衛
殿
。
し
う
と

の
事
也
公
事
み
や
す
れ
ば
こ

つ
ち
も
は
ぢ
と
。
証
文
も
の

こ
ら
ず
も
ど
し
す
ま
さ
し
や

ん
し
た
其
時
に
は
。
コ
レ
。

此
こ
は
い
顔
に
涙
を
こ
ぼ
し

て
。
お
れ
が
た
め
の
氏
神
様

じ
や
と
。
悦
ば
し
や
ん
し
た

事
を
お
ま
へ
。
よ
も
や
わ
す

れ
は
さ
し
や
ん
す
ま
い
が

の
。（
紙
屋
上
七
オ
）
又
ぬ
し

の
あ
く
所
か
よ
ひ
も
。
元
の

お
こ
り
は
こ
な
さ
ん
か
ら
お

こ
つ
た
事
。
れ
つ
き
と
仕
分

て
も
ら
ふ
た
し
ん
だ
い
。

『
何
し
て
金
が
へ
つ
た
ぞ
』

と
。
本
家
の
ふ
し
ん
が
立
た

時
。『
し
う
と
殿
に
取
れ
た
』

と
。
は
な
げ
ら
し
う
い
は
れ

も
せ
ず
。
道
具
落
に
成
分
じ

や
と
。
口
へ
出
し
て
い
ひ
こ

（
ナ
シ
）

お
さ
ん
は
聞
兼
傍
に
寄
胸
ぐ

ら
取
て
声
ふ
る
は
し
。「
ヱ
ヽ

コ
レ（
今
織
三
十
七
ウ
）爺
様
聞

へ
ま
せ
ぬ
。
元
こ
ち
の
人
の

身
体
の
。
衰
へ
た
の
も
皆
お

前
か
ら
起
つ
た
事
。
な
い
も

せ
ぬ
銀
山
に
か
ゝ
つ
た
と
い

ふ
て
。
五
貫
目
か
り
七
貫
目

か
り
。
あ
げ
く
に
は
其
銀
山

が
潰
れ
た
と
や
ら
。
元
も
子

も
な
い
様
に
し
て
仕
廻
は
し

や
ん
し
た
ぞ
や
。
男
気
な
次

兵
衛
殿
。
舅
の
事
也
公
事
み

や
す
れ
ば
こ
つ
ち
も
恥
。
本

家
へ
聞
へ
て
も
悪
い
と
い
ふ

て
。
証
文
も
残
ら
ず
戻
し
済

さ
し
や
ん
し
た
其
時
は
コ
レ
。

此
こ
は
い
顔
に
涙
を
こ
ぼ
し

て
。
お
れ
が
為
の
氏
神
様
し

や
と
。
悦
ば
し
や
ん
し
た
事

忘
れ
は
さ
し
や
ん
す
ま
い
か

の
。
又
主
の
悪
所
通
ひ
も
れ

つ
き
と
仕
わ
け
て
囃
ふ
た
身

体
。
何
し
て
金
が
減
た
ぞ
と

本
家
の
不
審
が
立
た
時
。
舅

大
夫
に
取
れ
た
と
鼻
毛
ら
し

う
い
は
れ
も
せ
ず
。
道
具
落

し
に
す
る
事
じ
や
と
。
口
出

し
て
云
こ
そ
さ
つ
し
や
れ

ね
。（
今
織
三
十
八
オ
）
心
さ

し
を
推
量
し
て
ほ
ん
に
〳
〵

初
手
の
間
は
。
茶
屋
へ
行
し

や
る
度
々
に
わ
し
や
コ
レ
。

後
か
ら
拝
ん
で
居
た
は
い

な
。
其
大
恩
を
打
忘
れ
あ
ほ

（
ナ
シ
）
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後
ろ
か
ら
。
拝
ん
で
居
た
は

い
な
〳
〵
。
其
大
恩
を
打
忘

れ
。
あ
ほ
う
じ
や
の
イ
ヤ
た

わ
け
の
と
。
仮
初
に
も
勿
体

な
い
こ
ら
へ
て
下
さ
れ
こ
ち

の
人
。
と
ゝ
様
逝
で
下
さ
ん

せ
」
と
宥
つ
呵
つ
両
方
へ
。

我
身
一
つ
の
せ
つ
な
さ
つ
ら

さ
思
ひ
。
や
ら
れ
て
（
紙
屋

ノ
十
一
ウ
）
道
理
な
り
。

そ
さ
つ
し
や
ら
ね
。
心
ざ
し

を
す
い
り
や
う
し
て
。
し
よ

て
の
間
の
ち
や
屋
が
よ
ひ

は
。
ほ
ん
に
や
れ
〳
〵
。
行

し
や
る
度
々
に
わ
し
や
コ
レ
。

後
か
ら
お
が
ん
で
い
た
は
い

な
〳
〵
。
其
大
お
ん
を
打
わ

す
れ
あ
ほ
う
じ
や
の
た
わ
け

（
紙
屋
上
七
ウ
）
の
と
。
か
り

そ
め
に
も
も
つ
た
い
な
い
。

こ
ら
へ
て
く
だ
さ
れ
こ
ち
の

人
。
と
ゝ
様
い
ん
で
く
だ
さ

ん
せ
」
と
な
だ
め
つ
。
し
か

り
つ
両
ほ
う
へ
。
我
身
一
つ

の
せ
つ
な
さ
つ
ら
さ
思
ひ
。

や
ら
れ
て
だ
う
り
な
り
。

う
じ
や
の
た
は
け
の
と
。
仮

初
に
も
勿
体
な
い
。
こ
ら
へ

て
下
さ
れ
こ
ち
の
人
。
と
ゝ

様
逝
で
下
さ
ん
せ
」
と
。
宥

め
つ
呵
り
つ
両
方
へ
我
身
一

つ
に
せ
つ
な
さ
つ
ら
さ
思
ひ

や
ら
れ
て
道
理
也
。

思
ひ
は
同
し
浮
思
ひ
。
身
の

云
わ
け
に
紀
国
屋
。
小
春
は

爰
へ
来
か
ゝ
り
て
様
子
有
げ

な
内
の
体
。「
逢
て
は
い

か
ゞ
」
と
用
水
の
陰
に
隠
れ

て
聞
居
た
る
。

（
ナ
シ
）

（
ナ
シ
）

（
ナ
シ
）

（
ナ
シ
）

（
ナ
シ
）

と
は
し
ら
ず
し
て
治
兵
衛
は

手
を
つ
き
。「
御
立
腹
の
段

は
御
尤
。
カ
お
さ
ん
が
申
は

皆
む
だ
事
。
私
心
に
存
せ
ぬ

事
。
此
儘
添
せ
て
下
さ
れ
」

と
。
詫
れ
ど
聞
ず
「
イ
ヤ
な

ら
ぬ
（
紙
屋
ノ
十
二
オ
）
は

い
。
何
に
も
い
ふ
事
聞
事
な

い
は
い
。
お
さ
ん
戻
せ
ば
事

は
済
。
併
。
拵
へ
お
こ
せ
し

道
具
衣
装
。
改
め
て
封
付

ん
」
と
。
立
上
れ
ば
お
さ
ん

は
驚
。「
ヱ
ヽ
コ
レ
と
ゝ
様
。

衣
装
道
具
も
揃
ふ
て
有
。
改

め
る
に
は
及
ば
ぬ
」
と
。
か

せ
り
詰
ら
れ
て
治
兵
衛
は
手

を
つ
き
。「
お
腹
立
の
段
は

御
尤
。
お
詫
申
は
以
前
の

事
。
あ
の
お
さ
ん
に
は
。
添

ね
ば
な
ら
ぬ
（
紙
屋
十
七
オ
）

大
恩
有
。
追
付
身
上
持
直

し
。
お
目
に
か
く
れ
ば
知
る

事
。
夫
迄
は
目
を
ふ
さ
い

で
」「
イ
ヽ
ヤ
な
ら
ぬ
。
お
さ

ん
さ
へ
戻
せ
ば
事
は
済
併
拵

へ
お
こ
せ
し
道
具
衣
装
改
め

て
封
付
ん
」
と
。
立
上
れ
ば

お
さ
ん
は
驚
き
。「
ヱ
ヽ
コ
レ

衣
装
も
道
具
（
紙
屋
十
七
ウ
）

も
揃
ふ
て
有
。
改
め
る
に
は

「
ア
イ
ヤ
〳
〵
。
お
さ
ん
が
申

は
み
な
む
だ
事
。
私
心
に
ぞ

ん
ぜ
ぬ
事
。
た
ゞ
何
事
も
御

り
や
う
け
ん
。
此
ま
ゝ
そ
は

せ
て
く
だ
さ
れ
」
と
。
わ
ぶ

る
を
聞
ず
「
イ
ヤ
な
ら
ぬ
。

何
に
も
い
ふ
事
聞
事
な
い
。

お
さ
ん
も
ど
せ
ば
事
は
済
。

し
か
し
。
こ
し
ら
へ
お
こ
せ

し
道
具
ゐ
し
や
う
。
改
め
て

封
付
ん
」
と
。
立
上
れ
ば
お

さ
ん
（
紙
屋
上
八
オ
）
は
お

ど
ろ
き
。「
ヱ
ヽ
コ
レ
ゐ
し
や

う
も
道
具
も
そ
ろ
ふ
て
有
。

改
め
る
に
は
お
よ
ば
ぬ
」
と

夫
婦
は
あ
つ
と
顔
見
合
せ

れ
て
。
詞
も
な
か
り
し
が
。

治
兵
衛
手
を
つ
き
頭
を
下
。

「
御
腹
立
の
段
尤
共
お
詫
申

は
以
前
の
事
。
今
日
の
只
今

よ
り
何
事
も
慈
非
と
思
し

召
。
お
さ
ん
に
添
せ
て
下
さ

れ
か
し
。
た
と
へ
ば
治
兵
衛

こ
つ
じ
き
非
人
の
身
と
成
。

諸
人
の
箸
の
余
り
に
て
。
身

命
は
繋
ぐ
共
。
お
さ
ん
は
急

度
上
に
居
う
ゐ
め
見
せ
ず
つ

ら
い
め
さ
せ
ず
。
添
ね
ば
な

ら
ぬ
大
恩
有
。
其
訳
は
月
日

も
立
私
の
勤
か
た
。
身
上
持

「
お
さ
ん
が
申
は
皆
む
だ
事
。

私
心
に
存
ぜ
ぬ
事
。
只
何
事

も
御
了
簡
。
此
儘
添
せ
て
下

さ
れ
」と
。侘
る
を
聞
ず「
イ
ヤ

な
ら
ぬ
。
何
に
も
い
ふ
事
聞

事
な
い
わ
い
。
お
さ
ん
め
戻

せ
ば
事
は
済
。
し
か
し
持
参

の
衣
装
道
具
。
改
め
て
封
付

ん
」
と
立
上
れ
ば
。「
ヱ
ヽ
爺

様
。
衣
装
も
道
具
も
揃
ふ
て

有
。
改
る
に
は
及
は
ぬ
」
と
。

か
け
ふ
さ
が
れ
ば
突
飛
し
。

ぐ
つ
と
引
出
し
「
こ
り
や
ど

ふ
じ
や
」
と
。

れ
る
口
も

明
簞
笥
。（
今
織
三
十
八
ウ
）

夫
婦
は
あ
つ
と
か
ほ
見
合
せ

あ
き
れ
て
。
詞
も
な
か
り
し

が
。（
紙
二
十
九
オ
）

治
兵
衛
手
を
つ
き
か
う
べ
を

さ
げ
。「
御
腹
立
の
段
尤
共

お
わ
び
申
は
い
ぜ
ん
の
こ

と
。
今
日
の
た
ゝ
今
よ
り
何

こ
と
も
じ
ひ
と
思
召
。
お
さ

ん
に
そ
は
せ
て
下
さ
れ
か

し
。
た
と
へ
ば
治
兵
衛
こ
つ

じ
き
ひ
に
ん
の
身
と
な
り
。

諸
人
の
箸
の
余
り
に
て
し
ん

み
や
う
は
つ
な
ぐ
共
。
お
さ

ん
は
き
つ
と
上
に
す
へ
う
ゐ

め
見
せ
ず
つ
ら
い
め
さ
せ
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け
ふ
さ
が
れ
ば
突
と
ば
し
。

ぐ
つ
と
引
出
し
「
コ
リ
ヤ
ど

ふ
じ
や
」
と
。
一
重
二
重
引

出
し
の
数
も
有
た
け
押
入

迄
。
底
を
た
ゝ
い
て
五
左
衛

門
口
（
紙
屋
ノ
十
二
ウ
）
あ

ん
ご
り
と
明
入
物
指
に
も

さ
ゝ
れ
ず
詞
さ
へ
し
ば
し
。

れ
て
居
た
り
け
る
。

及
ば
ぬ
」
と
。
か
け
ふ
さ
が

れ
ば
突
飛
し
。
ぐ
つ
と
引
出

し
「
コ
リ
ヤ
ど
ふ
じ
や
」
と
。

れ
る
口
も
明
簞
笥
。「
ま

だ
し
も
爰
か
」
と
上
戸
棚
戸

を
引
明
れ
ば
内
に
は
小
春
。

ハ
ツ
と
計
に
気
を
も
む
お
さ

ん
。
治
兵
衛
（
紙
屋
十
八
オ
）

は
ぴ
つ
し
や
り
戸
を
引
立

か
け
ふ
さ
が
れ
ば
つ
き
と
ば

し
。
ぐ
つ
と
引
出
し
「
コ
リ
ヤ

ど
ふ
じ
や
」
と
。
あ
き
れ
る

口
も
。
明
た
ん
す
。「
ま
だ

し
も
こ
ゝ
か
」
と
上
戸
だ

な
。
戸
を
引
明
れ
ば
内
に
は

小
は
る
。
次
兵
衛
は
び
つ
く

り
し
う
と
を
引
の
け
戸
を
ぴ

つ
し
や
り
。
ハ
ツ
ト
お
さ
ん

は
さ
し
う
つ
む
き
。
む
ね
を

い
た
め
る
ば
か
り
な
り
。

直
し
お
目
に
か
く
れ
ば
し

る
ゝ
事
。
夫
迄
は
目
を
ふ
さ

い
で
。
お
さ
ん
に
添
せ
て
給

は
れ
」
と
。（
紙
屋
五
十
四
ウ
）

は
ら
〳
〵
。
こ
ぼ
す
。
血
の

涙
畳
に
。
く
ひ
付
侘
び
け
れ

ば
。「
非
人
の
女
房
に
は
猶

な
ら
ぬ
。
去
状
か
け
〳
〵
。

お
さ
ん
が
持
参
の
道
具
衣

類
。
数
改
め
て
封
印
付
ん
」

と
。
立
寄
ば
女
房
あ
は
て
。

「
着
物
の
数
は
揃
ふ
て
有
。

改
む
る
に
及
ば
ぬ
」
と
。
か

け
ふ
さ
が
れ
ば
つ
き
の
け
て

く
つ
と
引
出
し
。「
こ
り
や

ど
ふ
じ
や
。」
又
引
出
し
て

も
ち
ん
か
ら
り
。
有
た
け
こ

た
け
引
出
し
て
も
。
つ
ぎ
切

壱
尺
あ
ら
ば
こ
そ
。
葛
籠
長

持
衣
裳
櫃
。「
是
程
空
に
な

つ
た
か
」
と
舅
は
怒
り
の
目

玉
も
居
り
。
夫
婦
が
心
は
今

更
に
明
て
悔
し
き
浦
島
の
。

巨
燵
蒲
団
に
身
を
寄
て
。
火

に
も
入
た
き
風
情
な
り
。

「
此
風
呂
敷
も
気
づ
か
ひ
」

と
。
引
ほ
ど
き
取
ち
ら
し
。

「
さ
れ
ば
こ
そ
〳
〵
。
是
も

質
（
紙
屋
五
十
五
オ
）
屋
へ

飛
す
の
か
。
ヤ
イ
治
兵
衛
。

女
房
子
供
の
身
の
か
は
は

ぎ
。
其
金
で
お
や
ま
狂
ひ
。

生
ど
ふ
ず
り
め
。
女
房
共
伯

母
甥
な
れ
ど
此
五
左
衛
門
と

は
あ
か
の
他
人
。
損
を
せ
ふ

よ
し
み
が
な
い
。
孫
右
衛
門

に
断
兄
が
方
か
ら
取
か
へ

す
。
サ
ア
去
状
。
〳
〵
」
と

「
ま
だ
し
も
爰
が
」
と
上
戸

棚
。
戸
を
引
明
れ
ば
内
に
は

小
春
。
次
兵
衛
は
恟
り
舅
を

引
退
。
ぴ
つ
し
や
り

ず
。
そ
は
ね
ば
な
ら
ぬ
大
恩

有
。
其
わ
け
は
月
日
も
立
私

の
つ
と
め
か
た
し
ん
し
や
う

持
な
を
し
。
お
め
に
か
く
れ

ば
し
る
ゝ
こ
と
そ
れ
迄
は
め

を
ふ
さ
い
で
。
お
さ
ん
に
そ

は
せ
て
給
は
れ
」
と
は
ら

〳
〵
。
こ
ほ
す
血
の
涙
た
ゝ

み
に
。く
ひ
付
わ
ひ
け
れ
ば
。

「
ひ
（
紙
二
十
九
ウ
）
に
ん
の

女
房
に
は
猶
な
ら
ぬ
さ
り
状

か
け
〳
〵
。
お
さ
ん
が
持
参

の
道
具
い
る
い
数
あ
ら
た
め

て
ふ
う
付
ん
」
と
。
立
よ
れ

ば
女
房
あ
は
て
「
き
る
物
の

数
は
そ
ら
ふ
て
有
。
あ
ら
た

む
る
に
及
は
ぬ
」
と
か
け
ふ

さ
が
れ
ば
つ
き
の
け
く
つ
と

引
出
し
。「
コ
リ
ヤ
ど
う
じ

や
。」
又
引
出
し
て
も
ち
ん

か
ら
り
有
た
け
こ
た
け
引
出

し
て
も
。
つ
ぎ
ぎ
れ
一
尺
あ

ら
ば
こ
そ
つ
ゞ
ら
長
持
い
し

や
う
び
つ
。「
是
程
か
ら
に

成
ツ
た
か
」
と
し
う
と
は
い

か
り
の
め
だ
ま
も
す
は
り
。

夫
婦
が
心
は
今
更
に
あ
け
て

く
や
し
き
浦
島
の
。
こ
た
つ

ふ
と
ん
に
身
を
よ
せ
て
火
に

も
入
た
き
風
情
な
り
。

「
此
ふ
ろ
し
き
も
気
づ
（
紙

三
十
オ
）
か
い
」
と
引
ほ
ど

き
取
ち
ら
し
。「
さ
れ
ば
こ

そ
〳
〵
是
も
し
ち
や
へ
と
ば

す
の
か
。
ヤ
イ
治
兵
衛
女
房

子
共
の
身
の
か
は
は
ぎ
。
其

か
ね
で
お
や
ま
ぐ
る
ひ
。
い

け
ど
う
す
り
め
女
房
共
は
お
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七
重
の
戸
び
ら
八
重
の
く
さ

り
。
百
重
の
か
こ
み
は
遁

る
ゝ
共
。
遁
れ
。
が
た
な
き

手
詰
の
段
。

ば
お
い
な
れ
ど
此
五
左
衛
門

と
は
あ
か
の
他
人
。
そ
ん
を

せ
う
よ
し
み
が
な
い
。
孫
右

衛
門
に
こ
と
は
り
兄
が
方
か

ら
取
か
へ
す
。
サ
ア
さ
り
状

〳
〵
」
と
七
重
の
と
び
ら
八

重
の
く
さ
り
。
百
重
の
か
ご

み
は
の
が
る
ゝ
共
の
が
れ
が

た
な
き
手
づ
め
の
だ
ん
。

治
兵
衛
と
つ
く
と
心
を
定
。

「
コ
レ
舅
殿
。
此
五
十
両
は
女

房
お
さ
ん
が
着
衣
装
道
具
の

代
り
。
不
足
に
は
有
ふ
が
持

て
ご
ざ
れ
。」「
ヱ
ヽ
ヲ
ヽ
そ
ふ

は
か
い
。
イ
ヤ
又
ど
ふ
い
ふ

て
も
大
身
体
じ
や
。
ガ
あ
の

し
だ
ら
を
見
る
か
ら
は
。
い

よ
〳
〵
娘
は
連
て
逝
。
サ
ア

〳
〵
う
せ
ふ
」
と
引
（
紙
屋

ノ
十
三
オ
）
立
れ
ば
。

「
モ
あ
ゝ
い
ひ
出
し
て
は
聞

ぬ
と
ゝ
様
。
私
し
や
マ
ア
帰

り
ま
す
。
い
ふ
迄
は
な
い
け

れ
ど
。
勘
太
郎
が
事
〳
〵
を

頼
ま
す
ぞ
へ
。
朝
飯
前
に
忘

れ
ず
と
ソ
レ
。
桑
山
の
丸
子

〳
〵
呑
し
て
下
さ
ん
せ
。」

「
ヲ
ヽ
気
遣
ひ
仕
や
ん
な
。
マ

思
ひ
も
寄
ぬ
今
此
時
宜
。
と

ん
と
心
も
落
付
ね
ど
。
そ
ん

な
ら
暫
く
別
れ
て
居
よ
。
舅

殿
も
娘
の
事
。
ま
ん
（
紙
屋

ノ
十
三
ウ
）
ざ
ら
む
ご
ふ
も

さ
つ
し
や
る
ま
い
。
ツ
イ
戻

り
や
る
様
に
な
ろ
ぞ
い
の
。」

「
ア
イ
コ
レ
治
兵
衛
様
。
必
短

気
の
出
ぬ
様
に
」「
ヱ
ヽ
小
面

倒
な
暇
乞
。
き
り
〳
〵
歩

「
ヤ
申
親
父
様
。
此
五
十
両

は
女
房
お
さ
ん
が
着
衣
装
道

具
の
か
は
り
。
不
足
に
は
ご

ざ
り
ま
せ
ふ
が
。
ど
う
そ
こ

れ
で
御
了
簡
。」「
ヲ
ヽ
そ
ふ

は
か
い
。
イ
ヤ
又
ど
ふ
云
て

も
大
身
体
じ
や
。
ハ
テ
結
構

な
寝
道
具
じ
や
（
紙
屋
十
八

ウ
）
な
ア
。ガ
あ
の
寝
道
具
を

見
る
か
ら
は
い
よ
娘
は
つ
れ

て
い
ぬ
。
サ
ア
〳
〵
お
さ
ん
。

き
り
〳
〵
戻
れ
」「
ア
イ
。」

「
何
泣
事
が
有
ぞ
い
。
サ
ア
早

ふ
。」「
ア
イ
治
兵
衛
様
わ
た

し
や
ま
あ
帰
り
ま
す
。
い
ふ

迄
は
な
い
け
れ
ど
勘
太
郎
が

事
を
。
頼
ま
す
ぞ
へ
。」「
ヲ
ヽ

気
（
紙
屋
十
九
オ
）
遣
ひ
仕

や
る
な
。
マ
思
ひ
も
よ
ら
ぬ

今
此
時
宜
。
と
ん
と
心
も
落

付
ね
ど
。
そ
ん
な
ら
暫
別
れ

て
居
よ
。」「
コ
レ
申
。
必
短

気
の
出
ぬ
様
に
。」「
ヱ
ヽ
小

面
倒
な
暇
乞
。
き
り
〳
〵
戻

れ
」
と
引
立
る
。「
嚊
様
の

ふ
〳
〵
」
を
聞
程
に
跡
に
。

見
捨
る
子
を
捨
る
。（
紙
屋

十
九
ウ
）
藪
に
夫
婦
の
二
股

竹
長
き
。
別
れ
と
出
て
行
。

治
兵
衛
と
つ
く
と
心
を
定

め
。「
コ
レ
し
う
と
殿
。
此
五

十
両
は
女
房
お
さ
ん
が
。
着

ゐ
し
や
う
道
具
の
か
は
り
。

（
紙
屋
上
八
ウ
）
ふ
そ
く
に
は

有
ふ
が
も
つ
て
ご
ざ
れ
。」

「
ヱ
ヽ
。
ヲ
ヽ
そ
ふ
は
か
い
。

イ
ヤ
又
ど
ふ
い
ふ
て
も
大
し

ん
だ
い
じ
や
。
ハ
テ
け
つ
か

う
な
ね
だ
う
ぐ
じ
や
な
。
ガ

ア
ノ
ね
だ
う
ぐ
を
見
る
か
ら

は
。
い
よ
〳
〵
む
す
め
は
つ

れ
て
い
ぬ
。
サ
ア
〳
〵
う
せ

ふ
」
と
引
立
れ
ば
。「
ア
ヽ
い

ひ
出
し
て
は
聞
ぬ
と
ゝ
様
。

わ
た
し
や
マ
ア
か
へ
り
ま

す
。
い
ふ
ま
で
は
な
い
け
れ

ど
。
勘
太
郎
が
事
を
た
の
み

ま
す
。
あ
さ
ぶ
さ
ま
へ
に
わ

す
れ
ず
と
。
ソ
レ
く
は
山
の

ま
し
て
く
だ
さ
ん
せ
へ
。」

「
ヲ
ヽ
き
づ
か
ひ
仕
や
ん
な
。

マ
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
今
此
し

ぎ
。
と
ん
と
（
紙
屋
上
九
了

オ
）
心
も
お
ち
付
ね
ど
。
そ

ん
な
ら
し
ば
ら
く
わ
か
れ
て

ゐ
よ
。
し
う
と
殿
も
む
す
め

の
事
。
ま
ん
ざ
ら
む
ご
ふ
も

さ
つ
し
や
る
ま
い
。
ツ
イ
も

「
ヲ
ヽ
治
兵
衛
が
去
状
筆
で

は
書
ぬ
是
御
覧
ぜ
。
お
さ
ん

さ
ら
ば
」
と
脇
指
に
手
を
か

く
る
。
縋
り
付
て
「
な
ふ
悲

し
や
と
つ
さ
ま
。
身
に
誤
り

有
ば
こ
そ
だ
ん
〳
〵
の
詫

言
。
余
り
利
運
過
ま
し
た
。

治
兵
衛
殿
こ
そ
他
人
な
れ
。

ア
レ
子
供
は
孫
。
可
愛
は
ご

ざ
ら
ぬ
か
。
わ
し
や
去
状
は

請
取
ぬ
」
と
。
夫
に
抱
付
声

を
上
泣
さ
け
。
ぶ
こ
そ
道
理

な
れ
。「
よ
い
〳
〵
（
紙
屋
五

十
五
ウ
）
去
状
入
ぬ
。
め
ら

う
め
こ
い
」
と
引
立
る
。「
い

や
わ
し
や
い
か
ぬ
。
飽
も
飽

れ
も
せ
ぬ
中
を
。
何
の
恨
に

昼
日
中
。
女
夫
の
恥
は
さ
ら

さ
ぬ
」
と
。
泣
詫
れ
共
聞
入

ず
。「
此
上
に
何
の
恥
町
内

一
ば
い
喚
て
い
く
」
と
。
引

立
れ
ば
ふ
り
放
し
小
腕
取
れ

よ
ろ
〳
〵
と
。
よ
ろ
め
く
足

の
つ
ま
先
に
か
は
い
や
は
た

と
行
当
る
。
二
人
の
子
供
が

目
を
さ
ま
し
。「
大
事
の
母

様
な
ぜ
連
て
行
祖
父
様
め
。」

「
今
か
ら
誰
と
寝
よ
ふ
ぞ
」

と
。
慕
歎
け
ば
「
ヲ
ヽ
い
と

と
た
ん
に
投
出
す
百
両
。

「
女
房
お
さ
ん
が
着
衣
装
道

具
。
不
足
に
有
ふ
が
持
て
ご

ざ
れ
。」「
ヲ
ヽ
そ
ふ
は
か
い
。

又
〳
〵
ど
ふ
い
ふ
て
も
大
身

体
。
ハ
テ
結
構
な
寝
道
具
し

や
な
。
ア
ノ
寝
道
具
を
見
る

か
ら
は
。
弥
娘
を
連
て
逝

る
。
サ
ア
う
せ
お
ら
ふ
」
と

引
立
れ
ば
。「
あ
ゝ
云
出
し

て
は
聞
ぬ
爺
様
。
わ
た
し
や

も
ふ
帰
り
ま
す
。
必
々
未
来

は
夫
婦
で
ご
ざ
ん
す
ぞ
へ
。

云
迄
は
な
い
け
れ
ど
。
勘
太

が
事
を
頼
ま
す
。」「
ハ
テ
舅

殿
じ
や
と
い
ふ
て
娘
の
事
。

と
つ
く
り
と
思
案
さ
つ
し
や

つ
た
ら
。
ま
ん
ざ
ら
む
ご
ふ

も
さ
つ
し
や
る
ま
い
。
又
戻

り
や
る
様
に
な
ろ
ふ
ぞ
い

の
。」「
必
短
気
の
出
ぬ
様

に
。」「
ヱ
ヽ
小
面
倒
く
さ
い

暇
乞
。
歩
み
さ
ら
せ
」
と
引

立
る
。
声
に
目
覚
す
勘
太

郎
。「
か
ゝ
様
の
ふ
」
と
縋

り
付
。
孫
の
愛
に
も
お
ぼ
れ

ぬ
邪
見
。「
ヱ
ヽ
（
今
織
三
十

九
オ
）
面
倒
な
」
と
踏
飛
さ

れ
。
わ
つ
と
泣
子
を
沖
の
石

「
ヲ
ヽ
治
兵
衛
が
さ
り
状
筆

で
は
か
ゝ
ぬ
是
御
ら
ん
ぜ
。

お
さ
ん
さ
ら
ば
」
と
わ
き
ざ

し
に
手
を
か
く
る
す
か
り
付

て
「
な
ふ
悲
し
や
。
と
つ
様

身
に
あ
や
ま
り
あ
れ
ば
こ
そ

（
紙
三
十
ウ
）
だ
ん
〳
〵
の
わ

び
こ
と
。
あ
ん
ま
り
り
う
ん

過
ま
し
た
。
治
兵
衛
殿
こ
そ

他
人
な
れ
子
共
は
孫
か
は
ゆ

ふ
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
。
わ
し
や

さ
り
状
は
う
け
と
ら
ぬ
」

と
。
夫
に
だ
き
付
声
を
上
泣

さ
け
。
ぶ
こ
そ
道
理
な
れ
。

「
よ
い
〳
〵
さ
り
状
い
ら
ぬ

め
ら
う
め
こ
い
」
と
引
立

る
。「
い
や
わ
し
や
い
か
ぬ

あ
き
も
あ
か
れ
も
せ
ぬ
中

を
。
何
の
恨
に
ひ
る
日
中
め

を
と
の
恥
は
さ
ら
さ
ぬ
」
と

泣
わ
ふ
れ
共
聞
入
ず
。「
此

上
に
な
ん
の
恥
町
内
一
は
い

わ
め
い
て
い
く
」
と
。
ひ
つ

立
れ
ば
ふ
り
は
な
し
小
が
い

な
と
ら
れ
よ
ろ
〳
〵
と
。
よ

ろ
め
く
足
の
つ
ま
さ
き
に
か

は
い
や
は
た
と
行
あ
た
る
。

二
人
の
子
共
が
め
を
さ
ま

し
。（
紙
卅
一
オ
）「
だ
い
じ
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と
し
や
遅
し
と
か
け
入
る
小

春
。「
ヤ
ア
そ
な
た
は
爰
へ

（
紙
屋
ノ
十
四
オ
）
ど
ふ
し
て
」

と
。
尋
る
内
に
も
稚
子
が
。

「
嚊
様
の
ふ
」
と
し
た
ふ
子

を
。
見
る
に
二
人
は
い
と
ゞ

猶
。
思
ひ
く
づ
を
れ
抱
し
め

す
か
せ
ば
す
や
〳
〵
。
稚
子

を
。
い
ぶ
り
な
が
ら
も
く
ど

き
言
。「
何
か
ら
い
は
ふ
ぞ

治
兵
衛
様
。
日
外
も
曾
根
崎

で
。
愛
相
づ
か
し
な
悲
し
い

お
別
れ
。
思
ひ
切
て
は
居
る

け
れ
ど
。
太
兵
衛
に
身
請
し

ら
れ
て
は
。
所
詮
生
て
は
居

ぬ
覚
悟
。
此
（
紙
屋
ノ
十
四

ウ
）
世
の
名
残
に
た
つ
た
一

目
と
。
来
事
は
来
て
も
折
悪

く
。
立
聞
し
た
内
の
様
子
。

あ
れ
程
貞
女
な
お
さ
ん
様

に
。
あ
ふ
ぎ
の
別
れ
さ
せ
ま

す
も
。
皆
私
か
ら
お
こ
つ
た

こ
と
。
堪
忍
し
て
下
さ
ん
せ

と
し
や
遅
し
と
か
け
出
る
小

春
。
い
だ
き
か
ゝ
へ
る
目
は

涙
。「
ヲ
ヽ
道
理
じ
や
〳
〵
わ

い
の
。
ド
レ
〳
〵
お
ば
が
」

と
な
だ
む
れ
ど
「
い
や
じ
や

〳
〵
お
ば
い
や
じ
や
。
か
ゝ

様
の
傍
へ
行
た
い
わ
い
の
。

か
ゝ
様
の
ふ
」
と
慕
ふ
（
紙

屋
廿
オ
）
子
を
。
見
る
に
二

人
は
い
と
ゞ
猶
。
思
ひ
く
づ

お
れ
い
だ
き
し
め
。
す
か
せ

ば
す
や
〳
〵
稚
子
を
。
い
ぶ

り
な
が
ら
も
く
ど
き
言
。

「
治
兵
衛
様
。
日
外
も
曾
根

崎
で
。
あ
い
そ
づ
か
し
な
か

な
し
い
お
別
れ
。
思
ひ
切
て

は
居
る
け
れ
ど
。（
紙
屋
廿

ウ
）
太
兵
衛
に
身
請
し
ら
れ

て
は
。
所
詮
生
て
は
居
ぬ
覚

悟
。
此
世
の
名
残
に
た
つ
た

一
目
と
。
来
事
は
来
て
も
敷

居
高
く
。

か
ね
し
を
お
さ

ん
様
。
悋
気
ね
た
み
の
色
も

（
欠
）

治
兵
衛
は
我
子
を
抱
し
め
。

「
か
ゝ
は
（
紙
屋
五
十
六
ノ
六

十
オ
）
追
付
戻
る
ぞ
よ
。
だ

ま
つ
て
寝
よ
」
と
叩
き
付
偽

寄
心
は
十
方
暮
。
何
と
思
案

の
落
付
所
向
ふ
北
斗
の
剣
先

は
と
ふ
で
冥
途
の
頬
か
ぶ

り
。「
外
へ
来
る
は
小
春
じ

や
な
い
か
。」「
治
兵
衛
様

か
。
嘸
憎
か
つ
た
で
ご
ざ
ん

せ
ふ
。
段
々
の
い
ひ
わ
け
。」

「
何
に
も
い
や
ん
な
女
房
共

に
様
子
は
聞
た
。
生
て
居
ら

れ
ぬ
二
人
が
身
の
上
。」「
そ

ん
な
ら
お
前
も
。」「
ヲ
ヽ
覚

悟
は
よ
い
サ
ア
お
じ
や
」
と
。

手
を
引
連
て

と
し
や
遅
し
と
か
け
出
る
小

春
抱
き
か
ゝ
へ
る
目
は
涙
。

「
ヲ
ヽ
道
理
じ
や
〳
〵
。
今
か

ら
伯
母
が
」
と
抱
寄
共
。「
い

や
じ
や
〳
〵
。
伯
母
は
い
や

じ
や
か
ゝ
様
の
傍
へ
行
た
い

わ
い
の
。
聞
ぬ
〳
〵
」
と
泣

わ
め
け
ば
。
聞
兼
出
る
下
女

の
玉
。「
ほ
ん
に
泣
子
も
目

を
明
て
物
音
も
聞
へ
ぬ
程
に

の
。
小
春
様
の
最
前
か
ら
戸

棚
に
忍
ん
で
ご
ざ
つ
た
事
。

お
咄
し
な
さ
る
ゝ
其
間
お
宮

へ
な
り
と
連
て
い
こ
。
コ
レ

嚊
様
へ
行
ぞ
や
」
と
。
背
に

負
身
も
泣
催
す
目
を
押
拭
ひ

出
て
行
。
跡
に
二
人
は
。
世

の
憂
を
思
ひ
く
つ
お
れ
涙
ぐ

み
。
暫
し
。
詞
も
な
か
り
し

が
。
小
春
は
漸
顔
を
上
。「
ほ

ん
に
何
か
ら
云
ふ
や
ら
。
い

つ
ぞ
や
も
山
崎
で
あ
い
そ
尽

し
な
悲
し
い
お
別
れ
。
思
ひ

（
ナ
シ
）

め
」
と
引
立
る
。
声
に
目
覚

す
勘
太
郎
。「
か
ゝ
様
の
ふ

〳
〵
」
を
聞
捨
に
跡
に
。
見

捨
る
子
を
捨
る
。
藪
に
夫
婦

の
二
股
竹
長
き
。
別
れ
と
出

て
行
。

ど
り
や
る
や
う
に
な
ろ
ぞ
い

の
。」「
コ
レ
か
な
ら
ず
。
た

ん
き
の
出
ぬ
や
う
に
。」

「
ヱ
ヽ
小
め
ん
だ
う
な
い
と

ま
ご
い
。
き
り
〳
〵
あ
ゆ

め
」
と
引
立
る
。
こ
ゑ
に
目

さ
ま
す
勘
太
郎
。「
か
ゝ
様

の
ふ
」
と
す
が
り
付
。
ま
ご

の
あ
い
に
も
お
ぼ
れ
ぬ
じ
や

け
ん
。「
ヱ
ヽ
じ
や
ま
く
さ

い
」
と
ふ
み
と
ば
さ
れ
。
わ

つ
と
な
く
子
を
。
お
き
の
石

し
ま
が
く
。
れ
し
て
行
す
ぐ

る
。（
紙
屋
上
九
了
ウ
）

し
や
。
生
れ
て
一
夜
も
か
ゝ

が
肌
を
放
さ
ぬ
物
。
晩
か
ら

は
と
ゝ
様
と
ね
ゝ
仕
や
ゝ
。

二
人
の
子
供
が
朝
ぶ
さ
ま
へ

忘
れ
ず
。
必
桑
山
飲
せ
て
下

さ
れ
。
な
ふ
悲
し
や
」
と
い

ひ
捨
る
。
跡
に
見
捨
る
子
を

捨
る
。
藪
に
夫
婦
の
双
股
竹

な
が
き
。
別
れ
と
。
出
て
行
。

島
隠
れ
し
て
行
過
る
。

の
か
ゝ
さ
ま
な
ぜ
つ
れ
て
ゆ

く
ち
い
さ
ま
め
。」「
今
か
ら

た
れ
と
ね
よ
ふ
ぞ
」
と
し
た

ひ
な
げ
ゝ
ば
「
ヲ
ヽ
い
と
し

や
。
う
ま
れ
て
一
夜
も
か
ゝ

が
は
だ
を
は
な
さ
ぬ
物
。
ば

ん
か
ら
は
と
ゝ
様
と
ね
ゝ
し

や
ゝ
。
ふ
た
り
の
子
共
が
朝

ふ
さ
ま
へ
わ
す
れ
す
。
必
く

は
や
ま
の
ま
せ
て
く
だ
さ

れ
。
な
ふ
悲
し
や
」
と
い
ひ

す
つ
る
あ
と
に
見
す
つ
る
子

を
す
つ
る
。
や
ふ
に
ふ
う
ふ

の
ふ
た
ま
た
た
け
な
が
き
。

わ
か
れ
と
（
紙
卅
一
ウ
）
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〳
〵
。」「
真
実
な
入
訳
を
。

聞
ば
聞
程
此
身
の
誤
り
。
あ

の
様
な
女
房
が
三
千
世
界
に

有
か
い
の
ふ
。
此
云
訳
に
は

そ
な
た
も
。お
れ
も
。」「
ス
リ
ヤ

こ
な
様
も
（
紙
屋
ノ
十
五
オ
）

覚
悟
極
め
て
。
ヱ
ヽ
忝
ふ
ご

ざ
ん
す
」
と
抱
し
め
た
る
。

な
い
じ
や
く
り
胸
と
。
〳
〵

に
云
せ
け
り
。

な
ふ
。
段
々
の
御
深
切
。『
首

尾
を
見
合
せ
逢
し
て
や
ろ
』

と
。（
紙
屋
廿
一
オ
）
情
深
い

お
詞
に
。
あ
ま
へ
隠
れ
る
戸

棚
の
内
。
是
程
貞
女
な
お
さ

ん
様
に
。
あ
ふ
き
の
別
れ
さ

せ
ま
す
も
。
皆
私
か
ら
発
る

事
。
堪
忍
し
て
下
さ
ん
せ
。」

「
お
れ
に
隠
し
て
そ
な
た
迄

に
。
夫
程
心
を
尽
す
心
底
。

あ
の
様
な
女
（
紙
屋
廿
一
ウ
）

房
が
。
三
千
世
界
に
あ
ろ
か

い
の
。
此
云
訳
に
は
そ
な
た

も
お
れ
も
。」「
ス
リ
ヤ
お
前

も
覚
悟
は
極
め
て
ゐ
る
。

エ
ヽ
忝
ふ
ご
ざ
ん
す
。」

切
て
は
居
る
け
れ
ど
。
太
兵

衛
に
身
受
し
ら
れ
て
は
所
詮

生
て
は
居
ぬ
覚
悟
。
此
世
の

名
残
に
た
つ
た
一
目
と
。
来

事
は
来
て
も
閾
高
く
。（
今

織
三
十
九
ウ
）
這
入
兼
し
を

お
さ
ん
様
。
悋
気
妬
の
色
も

な
ふ
。
段
々
の
御
深
切
首
尾

を
見
合
せ
逢
し
て
や
ろ
と
。

情
深
い
お
詞
に
。
あ
ま
へ
て

隠
れ
る
戸
棚
の
内
。
是
程
貞

女
な
お
さ
ん
様
に
。
逢
岐
の

別
れ
さ
せ
ま
す
も
皆
私
か
ら

お
こ
る
事
。
堪
忍
し
て
く
だ

さ
ん
せ
」
と
手
を
合
す
れ

ば
。
治
兵
衛
も
涙
。「
あ
ゝ

心
底
の
居
つ
た
女
房
。
嫁
入

せ
い
と
云
た
迚
抜
て
戻
る
は

知
た
事
。
そ
れ
迄
も
な
ふ
そ

な
た
も
お
れ
も
。」「
ヘ
ヽ
忝

ふ
ご
ざ
ん
す
」
と
。
抱
し
め

た
る
泣
じ
や
く
り
胸
と
。

〳
〵
に
云
せ
け
り
。

「
高
砂
や
此
重
箱
に
餅
入

て
。」
片
言
交
り
あ
ほ
う
の

三
五
郎
。
机
に
乗
し
三
つ
具

足
両
手
に
。
抱
へ
二
人
が
真

中
。「
サ
ア
〳
〵
〳
〵
気
疎
い

物
に
成
た
じ
や
な
い
か
へ
。

ア
ノ
さ
つ
き
に
お
ゑ
様
の
い

は
ん
す
に
は
『
コ
リ
ヤ
三
五

郎
よ
。
お
れ
が
留
主
に
成
た

ら
大
か
た
小
（
紙
屋
ノ
十
五

ウ
）
春
様
が
ご
ざ
ん
す
程

に
。
そ
ふ
し
た
ら
旦
那
様
と

祝
言
さ
す
の
じ
や
。
我
を

頼
』
と
い
ふ
て
お
か
ん
し
た

は
い
な
。
そ
こ
で
お
れ
が
思

「
小
春
様
〳
〵
」
と
。
呼
立

出
る
三
五
郎
。「
け
ふ
お
家

様
の
云
ん
す
に
は
。
ひ
よ
つ

と
お
れ
が
居
ぬ
間
に
小
春
様

に
逢
た
ら
ば
。
此
状
を
（
紙

屋
廿
二
オ
）
渡
し
て
く
れ
と

い
は
ん
し
た
故
。
褌
に
は
さ

ん
で
置
た
。
ぬ
く
も
り
の
さ

め
ぬ
内
。
ソ
レ
よ
ん
だ
り
」

と
投
出
す
文
。
と
し
や
遅
し

と
押
ひ
ら
く

「
高
砂
や
。
此
重
箱
に
餅
入

て
。」か
た
言
交
り
あ
ほ
う
の

三
五
郎
。
卓
に
乗
し
三
具
足

両
手
に
か
ゝ
へ
て
二
人
が
真

中
。「
サ
ア
〳
〵
気
疎
い
物
に

成
た
じ
や
な
い
か
。
今
朝
な

お
前
の
ご
ん
て
か
ら
お
家
様

の
い
は
ん
す
に
や
。『
コ
リ
ヤ

三
五
郎
よ
。
後
に
二
人
に
祝

言
さ
す
の
じ
や
。
わ
れ
を
頼

む
』
と
い
ふ
て
置
ん
（
し
。

脱
字
）
た
。
そ
こ
で
お
れ
が

思
ひ
付
。
花
瓶
の
松
に
鶴
亀

酒
の
取
た
が
な
か
つ
た
さ
か

い
で
な
。
水
を
（
今
織
四
十

（
欠
）

（
ナ
シ
）

（
ナ
シ
）
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ひ
付
。
花
瓶
の
松
に
鶴
亀
。

酒
の
取
た
が
な
か
つ
た
さ
か

い
で
。
水
を
銚
子
に
入
て
来

た
。
媒
役
の
お
れ
様
じ
や
。

礼
に
は
好
の
虎
屋
ま
ん
ぢ
う

コ
レ
。
今
か
ら
あ
ほ
う
と
云

ん
す
な
へ
。
サ
ア
〳
〵
早
ふ

の
ま
ん
せ
」
と
。（
紙
屋
ノ
十

六
オ
）
い
へ
ど
二
人
は
い
ら

へ
さ
へ
。
死
ね
ば
な
ら
ぬ
し

ら
せ
か
と
。
か
く
ご
な
が
ら

も
今
更
に
目
も
う
ろ
〳
〵

と
。
成
に
け
る
。

「
ア
ヽ
コ
レ
泣
ん
す
な
い
の

〳
〵
。
ハ
ヽ
ア
扨
は
嬉
し
涙

じ
や
の
。」「
ヲ
イ
ノ
。
こ
な

さ
ん
が
い
は
ん
す
通
り
。
嬉

し
涙
が
。
〳
〵
こ
ぼ
れ
た
は

い
の
ふ
。
去
な
が
ら
治
兵
衛

様
と
祝
言
し
て
は
。
ど
ふ
も

お
さ
ん
様
へ
。」「
ヱ
ヽ
な
ん

の
済
ぬ
事
は
ご
ん
せ
ぬ
は
い

の
。
お
ゑ
様
は
出
し
柄
に
成

て
。（
紙
屋
ノ
十
六
ウ
）
是
程

味
い
鰹
節
を
お
前
に
や
ら
ん

す
事
じ
や
物
志
を
無
足
に
せ

ず
と
き
り
〳
〵
呑
で
さ
ゝ
ん

せ
い
の
ふ
。」「
ホ
コ
リ
ヤ
三

五
郎
が
い
ふ
通
り
。
祝
言
じ

や
と
思
や
義
理
も
有
。
互
に

末
期
の
水
盃
。」「
ム
さ
ら
ば

お
酌
を
申
さ
ふ
か
い
。」
涙
。

な
が
ら
に
取
上
る
。
酒
と
。

水
と
は
土
器
の
。
土
に
成
迄

葬
礼
の
。
一
本
花
や
鶴
亀

の
。
蠟
燭
立
も
（
紙
屋
ノ
十

七
オ
）
消
る
身
と
思
へ
ば
。

い
と
ゞ
胸
せ
ま
る
。

オ
）
銚
子
に
入
て
来
た
。
仲

人
役
の
お
れ
様
じ
や
。
礼
に

は
好
の
虎
屋
饅
頭
。
今
か
ら

あ
ほ
う
と
云
ん
す
な
へ
。

サ
ア
〳
〵
早
ふ
呑
ん
せ
」
と
。

い
へ
ど
二
人
は
諾
さ
へ
「
死

ね
ば
な
ら
ぬ
知
せ
か
」
と
。

覚
悟
な
が
ら
も
今
更
に
目
も

う
ろ
〳
〵
と
。
成
に
け
る
。

「
ヱ
ヽ
泣
ん
す
な
い
の
〳
〵
。

扨
は
嬉
し
涙
じ
や
の
。」

「
ヲ
ヽ
ヲ
こ
な
様
の
云
ん
す
通

り
。
嬉
し
涙
が
こ
ぼ
れ
た
わ

い
の
。
去
な
が
ら
。
次
兵
衛

様
と
祝
言
し
て
は
お
さ
ん
様

へ
。」「
何
の
済
ぬ
事
は
ご
ん

せ
ぬ
は
い
の
。
お
家
様
は
出

し
か
ら
に
成
て
の
。
是
程
高

い
鰹
節
を
お
前
に
や
ら
ん
す

事
じ
や
物
。
志
を
無
足
に
せ

ず
と
き
り
〳
〵
呑
で
さ
ゝ
ん

せ
い
の
。」「
ホ
こ
り
や
三
五

郎
が
い
ふ
通
り
。
祝
言
じ
や

と
思
や
義
理
も
有
。
互
に
末

期
の
水
盃
。」「
さ
ら
ば
お
酌

を
申
さ
ふ
か
い
。」
涙
。
な

が
ら
に
。
取
上
る
酒
と
。
水

と
は
土
器
の
。
土
に
成
迄
葬

礼
の
。
一
本
花
や
鶴
亀
の
。

蠟
燭
立
も
消
る
身
と
思
へ

ば
。
い
と
ゝ
胸
（
今
織
四
十

ウ
）
せ
ま
る
。

「
サ
ア
〳
〵
目
出
た
ふ
成
て
来

た
。
ヱ
ヽ
誰
ぞ
謡
う
た
ひ
が

こ
い
で
な
ア
」
と
。
見
や
る

外
面
へ
四
ツ
子
の
。
墨
の
衣

に
草
鞋
が
け
。
天
下
茶
屋
安

養
寺
常
念
仏
鉢
。
そ
り
や
こ
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「
サ
ア
〳
〵
目
出
た
ふ
成
て
来

た
。
ヱ
ヽ
誰
ぞ
マ
ア
。
謡
う

た
ひ
が
こ
い
で
な
」
と
見
や

る
外
面
へ
四
ツ
子
の
。
墨
の

衣
に
わ
ら
ぢ
が
け
。「
安
養

寺
尼
寺
。
常
念
仏
は
つ
ち
。」

「
ソ
リ
ヤ
コ
ソ
来
た
は
」
と
あ

ほ
う
は
か
け
出
。

抱
て
這
入
を
顔
見
て
恟
り
。

「
ヤ
お
末
じ
や
な
い
か
。
わ

り
や
一
人
戻
つ
た
か
。
そ
ふ

し
て
マ
ア
か
は
つ
た
形
を
し

て
。」「
ア
イ
ぢ
い
様
に
（
紙

屋
ノ
十
七
ウ
）
こ
ん
な
美
し

い
べ
ゝ
し
て
も
ら
ふ
た
。
余

り
此
べ
ゝ
は
白
い
に
よ
つ

て
。
何
や
ら
た
ん
と
書
て
下

さ
つ
た
。
此
書
た
の
を
。

と
ゝ
様
や
伯
母
様
に
ち
や
つ

と
見
せ
て
こ
い
と
い
ふ
て
。

祖
父
様
が
門
口
迄
。
連
て
来

て
下
さ
つ
た
は
い
の
ふ
。」

「
ヤ
ア
」
と
二
人
は
立
よ
つ

て
。
あ
た
ふ
た
脱
す
墨
染

の
。下
に
は
何
か
白
無
垢
に
。

そ
来
た
は
と
阿
房
は
駈
出
。

抱
て
這
入
を
顔
見
て
恟
り
。

ヤ
ア
お
末
じ
や
な
い
か
。
わ

り
や
独
戻
つ
た
な
。
そ
ふ
し

て
か
は
つ
た
形
を
し
て
。」

「
ア
イ
祖
父
様
に
こ
ん
な
美

し
い
べ
ゝ
仕
て
貰
ふ
た
。

『
あ
ん
ま
り
白
ふ
て
悪
い
に

よ
つ
て
。
書
て
有
此
べ
ゞ

を
。
と
ゝ
様
や
お
ば
様
に
ち

や
つ
と
見
せ
て
こ
い
』
と
云

て
。
祖
父
様
が
門
口
迄
連
て

来
て
下
さ
つ
た
。」「
ヤ
ア
」

と
二
人
は
立
寄
て
。
あ
た
ふ

た
脱
す
墨
染
の
。
下
に
は
何

か
。
白
無
垢
に

お
さ
ん
が
筆
の
ち
ら
し
書
。

「『
涙
な
が
ら
に
一
筆
し
め
し

参
ら
せ
候
。（
紙
屋
ノ
十
八
オ
）

先
程
と
ゝ
様
連
立
帰
ら
れ
候

節
。
小
春
様
御
忍
ば
せ
の

姿
。
慥
に
見
受
候
へ
共
。
御

存
の
訳
合
故
御
目
も
じ
も
成

難
く
書
残
し
申
上
参
ら
せ

候
。
と
か
く
連
合
の
命
が
助

た
さ
。
小
春
様
へ
わ
り
な
き

お
願
ひ
申
上
候
ひ
し
に
。
御

聞
届
給
は
る
嬉
し
さ
。
海
山

に
も
か
へ
ま
ほ
し
く
。
何
ぼ

お
さ
ん
が
筆
の
ち
ら
し
書
。

「『
涙
な
が
ら
に
一
筆
し
め
し

ま
い
ら
せ
候
。
此
程
も
申
上

し
通
り
。（
紙
屋
廿
二
ウ
）
つ

れ
合
の
命
が
助
け
た
さ
お
前

様
へ
わ
り
な
き
お
願
ひ
。
申

上
候
ら
ひ
し
に
。
御
聞
届
け

給
は
る
嬉
し
さ
。
海
山
に
も

か
へ
が
た
く
。
此
御
恩
送
り

候
に
は
。
お
二
人
を
御
夫
婦

と
な
し
ま
い
ら
せ
候
こ
な
た

事
は
是
迄
の
縁
と
あ
き
ら

め
。（
紙
屋
廿
三
オ
）
親
元
へ

（
欠
）

（
ナ
シ
）

お
さ
ん
が
筆
の
ち
ら
し
書
。

「『
涙
な
が
ら
に
一
筆
し
め
し

参
ら
せ
候
。
先
程
も
申
せ
し

通
り
。
連
合
の
命
が
助
け
た

さ
。
小
春
様
へ
わ
り
な
き
お

願
ひ
（
今
織
四
十
一
オ
）
申
上

候
ひ
し
に
。
御
聞
届
け
給
は

る
嬉
し
さ
。
海
山
に
も
か
へ

ま
ほ
し
く
。
何
ぼ
う
忝
ふ
存

上
参
ら
せ
候
。
此
御
恩
を
送

り
候
に
は
末
々
お
二
人
を
御

夫
婦
と
な
し
参
ら
せ
候
よ
り

外
な
く
存
候
故
。
爺
様
と
申

（
ナ
シ
）
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う
忝
ふ
存
上
参
ら
せ
候
。

ア
ヽ
此
御
恩
を
送
り
候
に

は
。
末
〳
〵
お
二
人
を
御
夫

婦
と
な
し
参
ら
せ
候
〳
〵
。

よ
り
外
な
く
（
紙
屋
ノ
十
八

ウ
）
存
候
其
上
と
ゝ
様
の
真

実
を
聞
。
我
事
は
是
迄
の
縁

と
諦
め
参
ら
せ
候
。
又
お
末

事
は
こ
な
た
乳
に
て
育
申
べ

く
候
。
勘
太
郎
が
事
を
小
春

様
へ
。
呉
々
頼
上
参
ら
せ

候
。』
ヱ
ヽ
何
の
事
じ
や
ぞ
い

な
。
コ
リ
ヤ
マ
ア
何
の
事
じ
や

ぞ
い
な
。」「
ソ
リ
ヤ
〳
〵
聞
へ

ま
せ
ぬ
は
い
な
お
さ
ん
様
。

わ
た
し
や
お
礼
受
る
覚
は
な

い
。
是
迄
悋
気
妬
も
な
ふ
。

美
し
う
逢
し
て
給
は
る
。
御

恩
を
思
ふ
て
御
頼
を
。（
紙

屋
ノ
十
九
オ
）
聞
入
た
の
が

械
に
成
。
こ
ん
な
事
に
成
た

の
は
。
義
理
に
義
理
を
重
い

と
い
ふ
事
で
ご
ざ
ん
す
か
い

な
〳
〵
。
申
〳
〵
治
兵
衛
様

い
な
。
お
さ
ん
様
を
呼
戻
し

て
。
千
年
も
万
年
も
添
遂
て

下
さ
ん
せ
〳
〵
な
ア
。
コ
レ

〳
〵
申
お
さ
ん
様
。
コ
リ
ヤ
私

を
ば
術
な
が
ら
す
の
か
い
な

〳
〵
。
私
し
や
〳
〵
よ
ふ
明

ら
め
て
居
る
程
に
な
。
ち
や

つ
と
戻
つ
て
下
さ
ん
せ

〳
〵
。
コ
レ
ナ
治
兵
衛
様
い

な
。
呼
（
紙
屋
ノ
十
九
ウ
）
戻

し
て
下
さ
ん
せ
。
〳
〵
〳
〵
」

と
立
て
見
居
て
見
。
う
ろ

〳
〵
と
訳
も
涙
に
暮
居
た
る
。

帰
り
候
儘
。
何
と
ぞ
勘
太
郎

が
事
を
。
く
れ
〴
〵
も
頼
上
』

ヱ
ヽ
何
の
事
じ
や
ぞ
い
な

〳
〵
。
ナ
ニ
〳
〵
『
治
兵
衛

様
へ
も
申
入
。』」「
ヤ
ど
れ

〳
〵
。何
『
我
身
の
お
ふ
つ
ゝ

か
よ
り
斯
成
し
御
事
を
。
自

由
が
ま
し
く
こ
な
た
よ
り
暇

を
乞
申
候
段
。
御
し
か
り
の

（
紙
屋
廿
三
ウ
）
程
恐
れ
入
。

申
訳
に
は
娘
の
お
末
も
ろ
共

今
日
よ
り
尼
に
成
。』」「
ヱ
ヽ

お
さ
ん
様
が
尼
に
な
ら
し
や

ん
し
て
。
わ
た
し
や
何
と
せ

ふ
ぞ
い
な
。
ド
レ
〳
〵
〳
〵
〳
〵

『
娘
お
末
諸
共
。
今
日
よ
り

尼
に
成
。
天
下
茶
屋
尼
寺
。

安
養
寺
へ
身
を
片
付
る
。
心

に
極
め
（
紙
屋
廿
四
オ
）
ま
い

ら
せ
候
。』」
皆
迄
読
ず
む
せ

返
り
「
わ
つ
」
と
の
声
に
目

を
さ
ま
し
。「
か
ゝ
様
の
ふ
。

〳
〵
。
〳
〵
」
と
身
を
あ
せ

る
。
二
人
も
今
は
た
へ
兼

て
。
い
だ
き
し
め
抱
し
め
て

「
そ
り
や
聞
へ
ま
せ
ぬ
お
さ

ん
様
。
是
迄
悋
気
も
な
さ
れ

ず
に
逢
し
て
給
は
る
其
御

（
紙
屋
廿
四
ウ
）
恩
。
聞
入
た

る
が
綛
に
成
こ
ん
な
事
な
ら

来
た
時
に
。
な
ぜ
そ
ふ
云
て

は
下
さ
ん
せ
ぬ
。
コ
レ
ナ
ア

申
治
兵
衛
様
。
お
さ
ん
様
を

呼
戻
し
。
千
年
も
万
年
も
添

遂
て
下
さ
ん
せ
。
此
子
は
か

は
ゆ
ふ
な
い
か
い
な
。
見
れ

ば
見
る
程
い
た
い
け
な
。
愛

に
こ
ぼ
る
ゝ
稚
子
の
乳
（
紙

合
せ
け
ふ
し
の
ご
と
く
計
ひ

参
ら
せ
候
。
お
末
事
は
此
方

乳
に
て
育
み
申
べ
く
候
。
勘

太
が
事
を
小
春
様
へ
く
れ

〴
〵
頼
上
参
ら
せ
候
。』
ヱ
ヽ

是
は
ま
あ
何
の
事
じ
や
ぞ
い

な
。
是
迄
悋
気
妬
み
も
な
ふ

美
し
う
逢
し
て
下
さ
ん
し

た
。
御
恩
を
思
ふ
て
お
頼
み

を
聞
入
た
の
が
か
せ
に
な

り
。
こ
ん
な
事
に
な
つ
た
の

は
義
理
に
義
理
を
重
い
と
い

ふ
事
で
ご
ざ
ん
す
か
。
申

〳
〵
次
兵
衛
様
。
お
さ
ん
様

を
呼
戻
し
。
千
年
も
万
年
も

連
添
て
下
さ
ん
せ
い
な
ア
。」
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屋
廿
五
オ
）
房
放
る
ゝ
い
ぢ

ら
し
さ
。
孤
と
な
し
た
る

も
。
皆
わ
し
故
に
起
た
事
。

堪
忍
し
て
」
と
計
に
て
。
取

乱
し
た
る
詫
涙
。

「
ナ
ニ
〳
〵『
舅
五
左
衛
門
申
入

候
。』
何
ア
ノ
舅
親
父
の
恩
し

ら
ず
め
。
う
ぬ
が
何
の
ろ
く

な
事
書
上
る
物
じ
や
〳
〵
。

ヱ
ヽ
何
々
『
舅
五
左
衛
門
申

入
候
。
六
年
以
前
あ
た
は
ぬ

銀
山
に
か
ゝ
り
御
損
失
を
か

け
候
所
。
聟
舅
の
由
縁
を
以

て
。
証
文
残
ら
ず
返
し
く
だ

さ
れ
千
万
忝
存
じ
（
紙
屋
ノ

二
十
オ
）
奉
り
候
。
金
子
の

減
少
。
本
家
へ
の
聞
へ
を
思

し
召
。
夫
故
の
遊
所
通
ひ
。

始
の
嘘
が
誠
と
成
は
我
人
若

年
の
時
を
思
ひ
出
し
申
候

〳
〵
。
先
頃
娘
に
右
の
入
訳
。

委
細
に
承
知
仕
候
故
。
軽
少

な
が
ら
金
子
百
五
十
両
。
先

刻
衣
装
相
改
候
節
。
簞
笥
大

引
出
し
へ
差
入
置
申
候
。』

ヱ
ヽ
〳
〵
。
ヲ
ヽ
『
右
金
子
を

以
て
。
小
春
殿
を
請
出
し
。』

ヲ
ヽ
コ
レ
小
春
い
の
〳
〵
。

『
右
（
紙
屋
ノ
二
十
ウ
）
金
子

を
も
つ
て
。
小
春
殿
を
請
出

し
。
長
く
御
添
下
さ
る
べ
く

候
。』
ヱ
ヽ
『
娘
さ
ん
事
は
。

お
末
諸
共
今
日
尼
に
い
た

し
。』
ヲ
ヽ
コ
レ
小
春
い
の

〳
〵
。
お
さ
ん
が
尼
に
成
た

と
い
の
。」「
ヱ
ヽ
お
さ
ん
様

が
尼
に
な
ら
し
や
ん
し
て
。

わ
た
し
や
何
と
せ
う
ぞ
い

（
ナ
シ
）

（
欠
）

（
ナ
シ
）

「『
ナ
ニ
〳
〵
五
左
衛
門
申
入

候
。
六
年
以
前
あ
た
は
ぬ
銀

山
に
か
ゝ
り
御
損
失
を
か
け

候
所
。
聟
舅
の
よ
し
み
を
以

て
証
文
残
ら
ず
返
し
下
（
今

織
四
十
一
ウ
）
さ
れ
千
万
忝

存
じ
奉
り
候
。
金
子
の
減
少

本
家
の
聞
へ
を
思
し
召
夫
故

の
遊
所
通
ひ
。
始
め
の
嘘
が

誠
と
成
は
我
人
若
年
の
時
を

思
ひ
出
し
申
候
。
先
頃
娘
に

右
の
入
訳
委
細
に
承
知
仕
候

故
。
軽
少
な
が
ら
金
子
三
百

両
先
刻
着
衣
装
相
改
候
節
。

簞
笥
大
引
出
し
へ
差
入
お
き

申
候
。
右
金
子
を
も
つ
て
小

春
殿
を
請
出
し
長
く
御
添
下

さ
る
べ
く
候
。
娘
事
は
お
末

諸
共
天
下
茶
屋
村
安
養
寺
に

て
今
日
尼
に
致
し
。
貞
玉
智

月
と
法
名
付
。
最
前
持
帰
り

候
百
両
は
二
人
の
者
の
飯

料
。
則
寺
へ
祠
堂
に
上
申

候
。』」
皆
迄
読
ず
両
人
は
わ

つ
と
計
に
声
を
上
正
気
。
た

わ
い
は
な
か
り
け
る
。

（
ナ
シ
）
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三
五
郎
も
目
を
摺
て
。「
ア
ヽ

〳
〵
〳
〵
テ
モ
扨
も
哀
れ
な
悲

し
い
。
ど
ゑ
ら
い
う
れ
い
事

に
し
て
退
た
は
い
の
ふ
。
け

ふ
昼
飯
迄
は
け
ん
に
よ
も
な

ふ
。
美
し
う
（
紙
屋
ノ
廿
一
ウ
）

髪
結
て
ゞ
有
た
が
。
も
ふ
あ

さ
か
ら
は
ぐ
る
〳
〵
坊
主
。

外
の
尼
様
と
つ
れ
立
て
。
コ
レ

此
子
も
手
を
引
れ
て
。『
安

養
寺
。
尼
寺
常
念
仏
は
つ

と
』
と
い
ふ
て
歩
か
ん
す
を

見
る
様
な
。
〳
〵
」
と
あ
ほ

う
程
猶
哀
れ
し
る
。
二
人
は

お
末
に
取
す
が
り
声
も
や
ぶ

る
ゝ
芭
蕉
葉
に
涙
〳
〵
の
雨

や
さ
め
は
れ
間
も
わ
か
ず
ふ

り
（
紙
屋
ノ
廿
二
オ
）
し
き
る
。

晴
間
も
待
ず
降
し
き
る
。

（
欠
）

（
ナ
シ
）

三
五
郎
も
目
を
摺
て
。「
テ
モ

扨
も
哀
な
悲
し
い
事
を
仕
て

の
け
た
。
け
ふ
昼
飯
迄
権
輿

も
な
ふ
美
し
う
髪
結
て
ゞ
有

た
が
。
最
あ
し
た
か
ら
は
ぐ

る
〳
〵
坊
主
。
菊
石
や
ち
ん

（
今
織
四
十
二
オ
）
ば
の
尼
と

連
立
。
コ
レ
此
子
の
手
を
引

て
。『
天
下
茶
屋
安
養
寺
常

念
仏
。
ハ
ア
チ
』
と
云
て
あ

る
か
ん
す
を
見
る
様
な
」
と

阿
房
な
が
ら
も
哀
し
る
。
二

人
は
お
末
に
取
縋
り
。
声
も

破
る
ゝ
芭
蕉
葉
に
涙
々
の
雨

や
さ
め
晴
間
も
。
分
ず
降
頻

る
。

（
ナ
シ
）

折
か
ら
う
そ
〳
〵
善
六
太
兵

衛
。
門
口
ほ
そ
目
に
「
こ
り

や
見
付
た
。
ヤ
イ
治
兵
衛
め
。

お
れ
が
う
け
出
し
て
女
房
に

す
る
小
春
。
う
ぬ
は
又
何
で

引
込
だ
。」「
ア
ヽ
コ
レ
太
兵

衛
さ
ん
こ
ま
言
い
ふ
に
や
及

折
か
ら
う
そ
〳
〵
善
六
太
兵

衛
。
門
口
細
目
に
。「
コ
リ
ヤ

見
付
た
ぞ
。
ヤ
イ
治
兵
衛
め
。

お
れ
が
受
出
し
女
房
に
す
る

小
春
。
う
ぬ
は
何
で
引
込
」

（
紙
屋
廿
五
ウ
）「
ア
ヽ
コ
レ
太

兵
衛
様
。
細
言
い
ふ
に
は
及

（
欠
）

「
行
先
は
。
大
川
筋
の
橋
尽

し
三
途
の
川
の
渡
り
初
。
た

ど
り
着
た
る
彼
岸
は
。
南
無

あ
み
島
の
大
長
寺
。
最
期

所
」
と
観
念
し
。
早
寺
〳
〵

の
六
ツ
の
鐘
。
今
ぞ
此
世
の

離
れ
際
。
既
に
刀
を
抜
放

折
か
ら
庭
へ
竹
輿
か
き
居
。

「
申
〳
〵
小
春
様
。
揚
先
か

ら
せ
き
に
来
る
も
ふ
お
帰

り
」
と
夕
暮
前
。
涙
隠
し
て

立
上
り
。「
わ
し
や
揚
先
へ

行
程
に
な
。
手
筈
は
い
つ
も

の
さ
の
字
き
の
字
。」「
イ
ヤ

（
ナ
シ
）

な
。」「
テ
モ
お
さ
ん
が
尼
に
成

た
と
い
の
ふ
。
〳
〵
〳
〵
。」

「
ヱ
ヽ
『
娘
さ
ん
事
は
お
す
へ

諸
共
今
日
尼
に
致
し
。
貞
玉

智
月
と
法
名
付
。（
紙
屋
ノ
廿

一
オ
）
天
下
茶
屋
尼
寺
安
養

寺
へ
連
行
。
先
刻
下
さ
れ
し

五
十
両
は
。
二
人
の
者
の
飯

料
。
則
寺
へ
祠
堂
に
上
申

候
』」
皆
迄
読
ず
両
人
は
「
わ

つ
」
と
計
に
声
を
上
正
気
た

わ
い
は
な
か
り
け
る
。
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ば
ぬ
。
是
迄
ぢ
う
〳
〵
意
趣

有
治
兵
衛
め
。
ぶ
ち
殺
し
て

腹
い
よ
」
と
。
双
方
よ
り
ぶ

ち
か
ゝ
る
。
利
腕
つ
か
ん
で

（
紙
屋
ノ
廿
二
ウ
）「
コ
リ
ヤ
〳
〵

三
五
郎
。小
春
に
怪
我
を
さ
せ

ぬ
や
う
働
け
〳
〵
。」「
ヲ
ツ
ト

任
し
よ
」
と
箒
の
助
太
刀
。

あ
な
た
こ
な
た
を
ち
ら
〳
〵

と
。
見
る
目
あ
や
う
く
気
を

ひ
や
す
。
い
ら
つ
て
打
込
善

六
太
兵
衛
。
折
よ
く
は
づ
せ

ば
二
人
は
ど
し
打
。「
そ
り

や
治
兵
衛
め
が
切
お
つ
た
」

と
。
わ
め
け
ば
是
非
な
く
乗

か
ゝ
り
。「
日
頃
の
意
趣
」

と
。
と
ゞ
め
の
（
紙
屋
ノ
廿

三
了
オ
）
か
た
な
。

「
コ
リ
ヤ
〳
〵
三
五
郎
〳
〵
。
お

末
を
連
て
奥
へ
ゆ
け
〳
〵
。

コ
レ
〳
〵
小
春
〳
〵
。
ヲ
ヽ
こ

は
い
事
は
な
い
〳
〵
。
モ
斯

成
上
は
ぜ
ひ
に
及
ば
ぬ
。
兼

て
い
ふ
合
せ
し
ご
と
く
。
最

期
所
は
あ
み
島
の
大
長
寺
。

人
な
き
内
に
サ
ア
お
じ
や
」

と
手
を
取
い
そ
ぐ
悪
縁
の
末

は
涙
の
種
と
成
。
心
づ
く
し

の
数
々
を
書
集
め
た
る
藻
塩

草
噂
の
種
と
成
に
け
り
（
紙

屋
ノ
廿
三
了
ウ
）

ば
ぬ
。
是
迄
重
々
意
趣
の
有

治
兵
衛
め
。
ぶ
ち
殺
し
て
腹

い
よ
」
と
。
双
方
よ
り
ぶ
ち

か
ゝ
る
。
利
腕
つ
か
ん
で
。

「
コ
リ
ヤ
三
五
郎
。
小
春
に
怪

我
を
さ
せ
ぬ
様
。
働
け

〳
〵
。」「
お
つ
と
心
得
し
て

こ
い
な
。
任
せ
て
置
」
と
箒

の
助
太
刀
。
あ
な
た
こ
な
た

を
ち
ら
〳
〵
と
。
見
る
も
危

ふ
く
（
紙
屋
廿
六
オ
）
気
を

ひ
や
す
。
い
ら
つ
て
打
込
善

六
太
兵
衛
。
折
よ
く
は
づ
せ

ば
二
人
は
同
士
打
。「
ソ
リ
ヤ

治
兵
衛
め
が
切
お
つ
た
」

と
。
わ
め
け
ば
ぜ
ひ
な
く
の

つ
か
ゝ
り
。「
日
頃
の
意
趣
」

と
と
ゞ
め
の
刀
。

「
コ
レ
三
五
郎
。
勘
太
郎
連
て

奥
へ
〳
〵
。
も
ふ
斯
成
上

は
。
是
非
に
及
ば
ぬ
。
小
春
。

サ
ア
お
じ
や
」
と
い
つ
さ
ん

に
網
島
。
さ
し
て
〽
い
そ
ぎ

行
（
紙
屋
廿
六
ウ
）

す
。「
ヤ
レ
待
〳
〵
」
と
孫
右

衛
門
息
を
は
か
り
に
走
り

付
。「
二
人
な
が
ら
死
る
に

及
ば
ぬ
。
身
す
が
ら
太
兵
衛

（
紙
屋
五
十
六
ノ
六
十
ウ
）
悪

者
共
。
贋
金
の
工
み
お
上
へ

露
見
し
。
五
左
衛
門
殿
の
疑

ひ
も
。
は
れ
て
や
つ
ぱ
り
聟

舅
。
小
春
の
身
分
の
納
り

も
。
諸
事
我
胸
に
有
」
明
の
。

空
も
し
ろ
〴
〵
明
渡
る
。
日

の
出
の
芝
居
曾
根
崎
に
春
か

ら
春
の
桜
橋
爰
に
絶
せ
ず
栄

へ
け
る
（
紙
屋
六
十
一
畢
オ
）

コ
レ
。
最
揚
先
へ
行
き
や
る

に
及
ば
ぬ
。
五
左
衛
門
殿
の

志
。」「
イ
ヱ
〳
〵
。
お
前
に

請
出
さ
れ
て
は
お
さ
ん
様
へ

義
理
が
立
ぬ
。
や
つ
ぱ
り
忍

ん
で
逢
ま
す
程
に
。
必
来

て
」
と
云
た
さ
を
包
と
倶
に

乗
移
れ
ば
早
舁
出
す
駕
籠
の

者
。
暫
し
の
別
れ
も
千
時
ぞ

と
。
思
ふ
昔
も
今
更
に
。
泣

て
別
る
ゝ
さ
ぬ
〴
〵
を
。
袖

や
袂
に
。
夕
告
の
鳥
も
。
哀

や
。
〽
添
ぬ
ら
ん
（
今
織
四

十
二
ウ
）


